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生徒より

2021 
October

学校の今に寄り添い、先生方とともに未来を描く

［ビューネクスト］高校版
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発
問
・
課
題
設
定
を
キ
ー
に
見
る

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
授
業
実
践

数
学

京
都
府
・
私
立
東
山
中
学
・
高
校

山
本
晃あ

き

ひ

ろ弘

世
界
史

石
川
県
立
加
賀
高
校

前
田
鷹た

か

図と

東
京
都
・
私
立

か
え
つ
有
明

中
・
高
校

新
課
程
に
向
け
て
描
く

 「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」

鳥
取
県
・
私
立

青
翔
開
智
中
学
校
・
高
校

は
じ
め
の一
手
で
見
え
て
く
る

特
集生

徒
の
た
め
の

学
習
評
価

と
も
に
学
び
、

高
め
合
う

ク
ラ
ス
を
築
く

Sato Ayaka 佐
藤
あ
や
か
先
生

東
京
都
・
私
立
か
え
つ
有
明
中
・
高
校

生
徒
の
内
面
か
ら
湧
き
出
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
大
切
に
し
た
教
育
活
動
を
行
っ
て
い

る
本
校
は
、
２
０
２
０
年
度
よ
り
、
生
徒
が
自

分
に
合
っ
た
「
学
び
方
」
で
学
べ
る
ク
ラ
ス
を
選

択
す
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま

し
た
。
探
究
や
対
話
的
な
学
び
を
中
心
と
し
た

「
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ス
」、
高
度
な
知
識

の
活
用
力
を
座
学
中
心
で
習
得
す
る「
ト
ラ
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ル
ク
ラ
ス
」、
す
べ
て
の
学
び
を
生
徒
主

体
で
進
め
る
「
高
校
新
ク
ラ
ス
」
を
設
け
、
生
徒

が
、
自
分
ら
し
さ
を
大
事
に
し
た
学
び
を
追
究

し
な
が
ら
、
希
望
進
路
を
自
ら
見
つ
け
、
そ
の

実
現
を
目
指
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
私
が
担
任
を
務
め
る「
高
校
新
ク
ラ
ス
」の
生

徒
は
、
日
々
の
学
習
や
部
活
動
を
頑
張
り
つ
つ
、

学
校
説
明
会
の
運
営
や
校
内
で
の
畑
づ
く
り
な

ど
、
校
内
外
で
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
。
新
た
な
体
験
を
す
る
中
で
、
悩
み

を
抱
え
つ
つ
も
、「
意
欲
的
に
頑

張
っ
て
い
る
仲
間
に
勇
気
づ
け

ら
れ
て
い
る
」
と
、
生
徒
は
言

い
ま
す
。
ク
ラ
ス
で
は
、「
幸
せ

と
は
何
か
」「
自
分
が
大
切
に
し

た
い
こ
と
は
何
か
」
と
い
っ
た

こ
と
を
テ
ー
マ
に
、
対
話
の
場

を
多
く
設
け
て
き
ま
し
た
。
自

分
の
思
い
を
率
直
に
語
り
、
他

者
の
考
え
に
価
値
観
を
揺
さ
ぶ

ら
れ
な
が
ら
も
、
互
い
の
考
え

を
認
め
る
こ
と
で
、
悩
み
や
弱

音
を
受
け
止
め
、
助
け
合
い
、

尊
敬
し
合
う
関
係
を
築
い
て
き

ま
し
た
。
そ
う
し
た
仲
間
の
存

在
が
、
生
徒
の
前
向
き
な
活
動

を
支
え
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
そ
ん
な
生
徒
た
ち
に
触
発
さ

れ
て
、私
も
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

を
勉
強
し
、担
当
教
科
の
授
業
で
取
り
上
げ
始
め

ま
し
た
。身
近
な
題
材
を
通
じ
て
、数
学
的
な
見

方
・
考
え
方
と
自
分
の
生
活
と
が
結
び
つ
く
場

面
が
少
し
で
も
増
え
、生
徒
が
新
た
な
学
び
に
踏

み
出
す
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

さ
と
う
・
あ
や
か
　
教
職
歴
７
年
。同
校
に
赴

任
し
て
８
年
目
。
生
徒
会
担
当
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
科
。数
学
科
。新
ク
ラ
ス
２
学
年
担
任
。

東
京
都
・
私
立
か
え
つ
有
明
中
・
高
校

　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約

１
８
０
人
／
２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績

（
現
役
の
み
）国
公
立
大
は
、北
海
道
大
、東
北

大
、一
橋
大
、京
都
大
な
ど
に
７
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、慶
應
義
塾
大
、国
際
基
督
教
大
、

上
智
大
、東
京
理
科
大
、早
稲
田
大
な
ど
に
延

べ
４
３
９
人
が
合
格
。

私
た
ち
の
ク
ラ
ス
に
は
、
日
常

的
に
挑
戦
の
場
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
修
学
旅
行
は
自
分
た

ち
で
行
き
先
を
決
め
て
、
旅
行
会
社

と
一
緒
に
行
程
を
考
え
、
そ
の
内
容

を
保
護
者
に
説
明
す
る
会
も
運
営

し
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
授

業
で
は
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
す
が
、

私
た
ち
の
た
め
に
と
挑
戦
し
続
け

る
佐
藤
先
生
の
姿
に
、
日
々
刺
激
を

受
け
て
い
ま
す
。
自
分
で
は
思
い
つ

か
な
い
こ
と
に
挑
戦
で
き
る
の
は
、

先
生
方
が
様
々
な
き
っ
か
け
を
与
え

て
く
れ
る
か
ら
。
そ
う
し
た
機
会
を
、

次
の
や
り
た
い
こ
と
の
発
見
に
つ
な

げ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

［
ビ
ュ
ー
ネ
ク
ス
ト
］高
校
版
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域
の
魅
力
を
動
画
で
発
信
す
る
、

山
形
県
立
米
沢
東
高
校
公
認
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
「
お
た
み
や
」。
メ
ン
バ
ー

の
大
竹
希
美
さ
ん
と
二
宮
綾
音
さ
ん
が

ア
ッ
プ
す
る
動
画
は
、
米
沢
の
特
産
品
の

紹
介
や
、
地
域
で
活
躍
す
る
人
た
ち
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
。
２
人
は
、
１
年
生

の
時
か
ら
、
担
任
の
髙
橋
英ひ

で

路み
ち

先
生
の
下

で
地
域
探
究
に
取
り
組
み
、
地
域
活
動

に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
き
た
。
し
か
し

２
０
２
０
年
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、
地
域
活
動
の
多
く

が
中
止
に
。
リ
ア
ル
の
場
に
集
ま
る
こ
と

が
で
き
な
く
て
も
、
人
が
結
び
つ
き
、
地

域
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
場
を
つ
く
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
と
悩
ん
だ
２
人
が
た
ど

り
着
い
た
の
が
、Ｙｏ
ｕ
Ｔｕ
ｂｅ
だ
っ
た
。

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
中
高
生
。
地
域
活
動
に

参
加
し
た
際
、
同
世
代
の
参
加
者
の
少
な

さ
が
気
に
な
っ
た
か
ら
だ
。
だ
が
、
二
宮

さ
ん
は
、「
私
も
昔
は
、
米
沢
に
興
味
は

持
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
明
か
す
。

　「
先
生
に
勧
め
ら
れ
て
地
域
活
動
に
参

加
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
が
つ
な

が
り
な
が
ら
地
域
の
問
題
を
解
決
し
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
を
、
素
敵
だ
な
と
感
じ

ま
し
た
。
そ
う
し
た
人
た
ち
の
活
躍
、
そ

し
て
地
域
の
魅
力
や
課
題
を
高
校
生
の
目

地域に関心を
持ってもらうには？

目的を達成できる
企画って？

地

楽しく、でも本質は見失わない！
「地域」を発信する学校公認YouTuber

二宮綾
あ や

音
ね

さん・３年生（左）／大竹希
の ぞ み

美さん・３年生（右）

山形県立米沢東高校

未来を描く！ 創る！

イノベーティブな
生徒たち

第3 回

編集部からのお知らせ

今号の「誌上で見学　学びの next」で紹介した、近畿地区の専門高
校３校が連携して実施している「小論文合同学習会」について、指
導の留意点や学習会当
日の生徒の様子、学校
間の連携の進め方など
を、さらに詳しくお伝
えします。

今号の「発問・課題設定をキーに見る　主体的・対話
的で深い学び　授業実践」で紹介した、京都府・私立
東山中学・高校・山本晃

あ き ひ ろ

弘先生の数学の授業を、ダイジェ
スト動画でご覧いただけます。

I N F O R M A T I O N

「VIEW n-express」では、最新の教育現場の状況や取り組み、今求められている情報、現
場の教師や識者のオピニオンなどを「express＝速達」でお伝えします。

ウェブで見学 学びのnext授業が動画で見られる！

自校の研修・会議に使える！　対話促進スキル向上・オンライン講座のご案内

ベネッセ教育総合研究所ウェブサイト内のコーナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リリース

対話を通じてルーブリックを作成するポイントについて伺います！

参加申し込み
受け付け中！

詳しくは
本誌 26ページを
ご覧ください。

ニューコンテンツ、続々

や教育に関連する最新情報をタイムリーにお届けします。
友だち登録をすれば、冊子の発刊時や新コンテンツの公開時に通知が届きます。
＊友だち登録の方法は、右の２次元コードを読み取っていただくか、LINE アプリの

「友だち追加」＞「ID 検索」で「@view21」とご入力いただき、追加をお願いいたします。

公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！

の LINEをご登録いただければ、
                      や の電子ブックに、ダイレクトにアクセスできます！

本誌特集テーマとも
連動！

開催日時 2021年12月8日（水）
	 16時00分〜17時10分
形式 オンライン（ライブ配信）

※お申し込みいただいた方に、
詳しい参加方法をご案内します。

参加申し込み締め切り　2021年12月1日（水）　
参加費 無料

動画では、三角関数の微分・積分について、生徒同士で学び合い、
ICT を活用して視覚的にも理解を深めていく様子が分かります。

生徒が学びを深めるポイントとなってい
る他校との連携についても、参加校の教
師に話を聞きました。

オンラインで実施した今年度の学
習会の様子を紹介します。

アクセスは
こちら！

京都大学大学院
教育学研究科
教授

西岡加名恵

講師
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よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
施
策
を
考
え
た
い
」

（
大
竹
さ
ん
）、「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な

ど
、
高
校
生
や
大
学
生
を
地
域
の
企
業
と

つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
起
業

し
た
い
」（
二
宮
さ
ん
）
と
、
2
人
の
夢

は
と
も
に
、
地
域
を
舞
台
に
人
を
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
だ
。

線
で
発
信
す
る
こ
と
で
、
私
の
よ
う
に
地

域
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
中
高
生
が

増
え
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
」

　
こ
れ
ま
で
に
投
稿
し
た
動
画
は
約
40

本
。
動
画
制
作
に
先
立
っ
て
、
2
人
は
校

内
で
生
徒
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
ど
の
よ
う
な
動
画
が
人
気
な
の
か
を

調
べ
た
。
そ
の
結
果
、
高
校
生
が
支
持
す

る
の
は
、
ド
ッ
キ
リ
企
画
、
ゲ
ー
ム
実

況
、
飲
食
場
面
の
配
信
な
ど
だ
と
分
か
っ

た
。
し
か
し
、
大
竹
さ
ん
は
、「
仮
に
ゲ
ー

ム
実
況
の
動
画
で
中
高
生
か
ら
支
持
を
得

た
と
し
て
も
、
地
域
の
情
報
が
発
信
で
き

て
い
な
け
れ
ば
活
動
の
本
来
の
目
的
と
か

け
離
れ
た
も
の
に
な
る
し
、
一
方
で
、
中

高
生
の
嗜
好
を
無
視
し
て
動
画
を
作
っ
た

ら
、
中
高
生
に
見
て
も
ら
え
な
い
の
で
は

な
い
か
」
と
悩
ん
だ
と
い
う
。

　「
ウ
ケ
る
こ
と
以
上
に
、
本
来
の
目
的

を
大
切
に
し
て
動
画
を
作
ろ
う
と
２
人
で

話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ど
う
し
て

も
地
域
と
結
び
つ
け
ら
れ
な
い
企
画
は
駄

目
だ
け
ど
、
地
元
食
材
に
限
定
し
た
飲
食

場
面
の
配
信
な
ど
、
中
高
生
の
好
き
な
要

素
と
地
域
の
情
報
を
融
合
さ
せ
ら
れ
る
の

で
あ
れ
ば
採
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

画
の
再
生
回
数
は
合
計
で
1
万
回

を
超
え
、「
見
た
よ
！
」
と
校
内

外
で
声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
な

り
、「
自
分
も
地
域
活
動
に
取
り
組
ん
で

み
た
い
」
と
、
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
す

る
後
輩
も
増
え
た
。
少
し
ず
つ
で
は
あ
る

が
、
中
高
生
と
地
域
を
つ
な
げ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
同
時
に
、
動
画

に
対
す
る
反
響
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、

「
自
分
た
ち
は
、
地
域
の
、
米
沢
東
高
校

の
一
員
な
の
だ
」
と
実
感
し
、
動
画
内
で

の
言
動
に
対
す
る
責
任
感
が
一
層
強
ま
っ

た
。

　「
調
べ
て
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
と
い
う
発
信
の
場
が
あ
っ

た
こ
と
で
、
自
分
た
ち
は
大
き
く
成
長
で

き
た
と
思
う
」
と
、
２
人
は
口
を
そ
ろ
え

る
。
特
に
自
覚
す
る
の
は
、
動
画
に
関
心

を
持
っ
て
く
れ
た
人
か
ら
、
次
の
企
画
の

ア
イ
デ
ア
を
も
ら
っ
た
り
、
ゲ
ス
ト
を
紹

介
し
て
も
ら
っ
た
り
す
る
、「
人
を
巻
き

込
む
力
」
が
向
上
し
た
こ
と
だ
。

　「
将
来
は
公
務
員
に
な
っ
て
、　
防
災
な

ど
、
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
活
動
の

中
で
、
人
々
が
つ
な
が
り
を
実
感
で
き
る

先生がご存知の「イノベーティブな生徒たち」をご推薦ください！
ご推薦いただける際は、右の2次元コードを読み取っていただき、フォームに沿ってご入力いただきますようお願いいた
します。

動

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

設
立	

１
８
９
８
（
明
治
31
）
年

形
態	

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数	

１
学
年
約
１
６
０
人

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、
宮
城
教
育
大
、
山
形
大
、
福
島
大
、
新
潟

大
な
ど
に
28
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
東
北
学
院
大
、
東

北
福
祉
大
、
専
修
大
、
東
海
大
、
東
洋
大
、
日
本
大
な
ど

に
延
べ
１
５
１
人
が
合
格
。

大竹さん、二宮さんは、１年次から
地域のお祭りの実行委員として活動
したり、大学主催のワークショップ
に参加したりする中で、外の世界の
広さを知りました。すると、２人
は、YouTube チャンネルの開設や
イノベーションコンテストへの出場
など、自ら新しい挑戦を始めまし
た。地域の行動的な大人たちとの出
会いに影響を受けた生徒は、次第に
自分の考えを臆せず他者に伝え、行
動するようになります。２人はまさ
に、そうした姿を見せてくれました
し、２人に続くように自ら地域に働
きかける生徒も増えています。生徒
は、これからの社会で生きるために
は、教科学力以外にも様々な力が必
要だと気づいています。もっと生徒
を校外の多様な人たちとつないでい
きたいですし、そのためには、私た
ち教師も、様々な分野で活躍する校
外の人たちとこれまで以上につなが
る必要があると思っています。

イノベーションの芽を育てる

教師たち

生徒と校外をつなぎ、
多様な力を育む

山形県立米沢東高校
３学年担任

髙橋英
ひ で

路
み ち

写真　米沢市役所の職員など、地域の人たちとコラボレー
ションしながら、高校生目線の楽しい動画で、地域の魅
力と課題を伝える。
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はじめの一手で見えてくる

生徒のための
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巻頭	 未来を描く！　創る！	イノベーティブな生徒たち
	 	 二宮綾

あや

音
ね

さん　大竹希
の ぞ み

美さん（ともに３年生）
	 	 山形県立米沢東高校
 46 データから考える！　指導のnext
	 	 ピックアップデータ　ベネッセ教育情報センター「教育・入試改革対応に関する調査」
 72 Reader’s VIEW
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 3 特集
	 	はじめの一手で見えてくる
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 28 新課程に向けて描く「学校教育デザイン」
	 	 鳥取県・私立青翔開智中学校・高校
 32 ─疑問や課題を解決！実践につながる！─　新課程レポート
	 	 新課程１期生入学に向けた観点別評価
 36 指導変革の軌跡
	 	 岡山県立岡山東商業高校
 40 輝く学年団を訪ねて
	 	 宮城県柴田高校		２学年団
 44 学校危機管理　基礎講座
	 	 テーマ	いじめの防止と対応

 48 発問・課題設定をキーに見る　主体的・対話的で深い学び　授業実践
	 48	 世界史　石川県立加賀高校		前田鷹

たか

図
と

	 52	 数学　京都府・私立東山中学・高校		山本晃
あきひろ

弘
 56 SDGsの視点で見る大学の学び
	 56	 目標1、目標11、目標17	関西大学　
	 	 社会学部	社会システムデザイン専攻	草

くさごう

郷孝
たかよし

好研究室
			58	 目標11	長岡造形大学	
	 	 造形学部	建築・環境デザイン学科	環境計画・保存コース	
	 	 渡邉誠介研究室
  60 これからの進路指導のための世の中トレンド解説
	 	 トレンド・ワード	データサイエンス
 64 誌上で見学学びのnext
	 	 小論文合同学習会		近畿地区専門高校３校連携

27

47
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２０２２年度入学生の教育課程の編成が進んだ今、多くの学校にとっての次なるステップは、学習評価の充実に向けた準備
かと思います。『VIEW next』高校版の読者モニターに実施したアンケートによると、半数近くの学校が学習評価に関す
る研修を実施しているものの、観点別学習状況の評価の実施計画の策定や試行をしている学校は３割にも満たない状況
でした。２２年度から実施の新学習指導要領で求められている学習評価は、その構造や評価方法が一見複雑なため、実
施まで半年を切った今でも、準備が思うように進んでいないのかもしれません。ただ、既に準備に着手されている先生方
に話を伺うと、「今回求められている学習評価は、最初の一歩を踏み出せば見えてくるものが多い」と、口々におっしゃっ
ていました。もちろん、やみくもに一手を打つのではなく、効果的な一手を打つことが重要です。そこで本特集は、学習
評価の改善過程でよく見られる課題に対して有効な一手を、具体的な実践事例を通じてお伝えしてまいります。識者によ
る学習評価のキーワードの解説とともに、本特集を、自校の学習評価の改善・充実にお役立ていただけますと幸いです。

編集部　統括責任者　柏木 崇 

  P. 4 課題整理   
	 	 自校の実情に合わせて、学習評価の充実に向けた「一手」を考える

 P. 6 実践事例1    北海道札幌南陵高校
	 	 シラバスを改訂し、全教師に、学習評価を３観点で行う意識の浸透を図る

 P. 10 実践事例 2   宮城県仙台第三高校
	 	 生徒や外部の視点も入った形成的評価が、生徒の学びへの意欲をかき立てる

 P. 14 実践事例 3   福岡県立香
か

椎
しい

高校
	 	 日々の授業での生徒の様子を最大限評価し、教育目標の実現を目指す

  P. 18 識者解説   
	 	 新学習指導要領で求められる学習評価の本質とその実践の要諦
  京都大学大学院 教育学研究科 教授  西岡加名恵

 P. 24 本特集テーマのnext   
	 	 複数の学校で学習評価を磨き合う　SSH８校共同開発「標準ルーブリック」
  京都府・京都市立堀川高校 教頭  飯澤　功

特集

はじめの一手で見えてくる

生徒のための
学習評価
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　新
学
習
指
導
要
領
で
育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
が
３
つ
の
柱
で
整
理
さ
れ

た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
観
点
別
学
習
状

況
の
評
価
（
以
下
、
観
点
別
評
価
）
の

観
点
も
、「
知
識・技
能
」「
思
考・判
断・

表
現
」「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む

態
度
」の
３
つ
に
整
理
さ
れ
た（
図
１
）。

そ
し
て
、
小
・
中
学
校
と
高
校
と
で
は
、

観
点
別
評
価
の
取
り
組
み
に
差
が
見
ら

れ
る
こ
と
を
受
け
て
、
高
校
の
指
導
要

録
に
も
、「
観
点
別
学
習
状
況
」
を
記

載
す
る
欄
が
新
設
さ
れ
た
。
学
習
評
価

の
改
善
の
方
向
性
は
、
生
徒
の
学
習
改

善
と
教
師
の
指
導
改
善
に
つ
な
が
る
も

の
に
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
学
習
評

価
の
さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
て
は
、
自

校
の
生
徒
の
実
情
に
合
わ
せ
て
、
評
価

の
あ
り
方
を
見
直
す
こ
と
が
必
要
だ
。

学
習
評
価
の
改
善
過
程
に
お
い
て
、
自

校
は
ど
の
よ
う
な
課
題
を
抱
え
て
い
る

の
か
、
次
ペ
ー
ジ
で
確
認
さ
れ
た
い
。

学習評価の基本構造と指導要録図１

＊上　文部科学省　国立教育政策研究所教育課程研究センター「学習評価の在り
方ハンドブック　高等学校編」を抜粋して掲載。

＊左　文部科学省「小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等における児童
生徒の学習評価及び指導要録の改善等について（通知）」を基に編集部で作成。

新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
を

学
習
評
価
の
充
実
の
契
機
に

課題整理

自校の実情に
合わせて、
学習評価の
充実に向けた
「一手」を考える
新学習指導要領の実施まで５か月余り。
多くの学校にとって共通の課題と
なっているのが学習評価だが、その準備状況や
課題の内容は学校によって異なる。
本特集ではまず、新学習指導要領で求められる
学習評価の基本事項を押さえた上で、
各校が抱える課題とそれに対する「一手」を考える。

高校の指導要録（参考様式）

ＡＡＡ

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に
学習に
取り組む態度

「評定」「修得単位数」に加え、
「観点別学習状況」の欄を新設
「十分満足できる」状況と判断されるも
のは「Ａ」、「おおむね満足できる」状
況は「Ｂ」、「努力を要する」状況は「Ｃ」
のように区分して評価を記入する。
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•評定の根拠が定期考査の結果に偏重していた点を改善するため、学習評価に係る教務内規を、成績不振者
に対するものを中心に改訂。�

▲

〈実践事例１〉北海道札幌南陵高校�　P.6

•大学入試の合格ラインを評価の基準としていた教師の評価観を、目標に準拠した評価へと転換させる研修
を実施。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▲
〈実践事例２〉宮城県仙台第三高校　P.13

•学習した様々な知識やスキルを総合して使いこなすことを求める「パフォーマンス課題」を実施し、「ルー
ブリック」で「思考・判断・表現」を評価するとともに、振り返りシートに見られる生徒の変容から「関
心・意欲・態度」を評価。　　　　　　　　　　　　

▲

〈実践事例２〉宮城県仙台第三高校　P.10～ 11

•「座席表型の日々の評価表」を使って生徒の授業態度を見取り、「主体的に学習に取り組む態度」の配点
の50％を充当。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▲

〈実践事例３〉福岡県立香
か

椎
しい

高校　P.15～ 16

•単元または題材ごとに３観点の評価規準と評価方法をシラバスに明示。
　

▲

〈実践事例１〉北海道札幌南陵高校　P.８～9

•各単元において、３観点のうちどの観点を、どのような評価規準で、どのような評価方法を用いて評価す
るのかを一覧化した「評価計画」を作成。　　　　　　　　

▲

〈実践事例２〉宮城県仙台第三高校　P.13

•観点別評価を評定に総括する際の３観点の重みづけは、それぞれ30％から40％の範囲内で各教科で決定。
そして、各学期、３観点それぞれをどのような学習活動を通じて、どんな割合で評価するのかを、各教科
で定める。　　　　　　　　　　　　　

▲

〈実践事例３〉福岡県立香椎高校（年間指導計画）　P.14～ 15

 1�新学習指導要領における学習評価の考え方　P.18～19
 2�学習評価の方法の種類　P.19 ～20
 3�パフォーマンス課題とは？　その設定のポイント　P.20 ～22
 4�ルーブリックとは？　その作成手順　P.22～23
 5�学習評価計画の立て方　P.23

新学習指導要領で
求められる学習評価の
本質とその実践の要諦
京都大学大学院�教育学研究科　
教授　
西岡加名恵

連載コーナーで解説●新課程レポート（評定への換算方法は？）　P.35
【ポイント】評定への換算方法は、３観点を1:1:1の同じ比率で評価する方法、３観点の重みづけを変える方法に大別される。
その上で、各観点の合計点や平均点で評定を出す方法、「ＡＡＢなら５」「ＡＢＡなら４」などと、ＡＢＣの組み合わせによっ
て評定を出す方法、さらに、ＡＢＣの組み合わせではなく、自校の教育目標に照らし合わせていずれかの観点に重みづけをし
た評点換算表を作成する方法などがある。

課題への
一手

自校が直面している、学習評価の改善過程における課題は？
「課題への一手」を参考に、本特集を活用いただきたい

課題への
一手

課題への
一手

課題への
一手

学習評価の実践にあたって必要な教師のマインドセットをどう図る？

「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」をどう評価する？

観点別評価はいつ実施する？

観点別評価を評定にどのようにして総括するか？

「評価観の転換」、「パフォーマンス課題」、「ルーブリック」など、
上記の課題に関連する学習評価のキーワードを体系的に理解する

1

2

3

4

識者解説

はじめの一手で見えてくる 生徒のための学習評価
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札
幌
市
郊
外
に
位
置
す
る
北
海
道
札

幌
南
陵
高
校
は
、
１
学
年
４
学
級
の
中

規
模
校
で
、
地
域
の
生
徒
を
幅
広
く
受

け
入
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
入
学
者

の
学
力
幅
は
広
く
、
卒
業
後
の
進
路
も

た
と
、
柴
田
校
長
は
振
り
返
る
。

　「
本
校
の
生
徒
に
必
要
な
の
は
基
礎

学
力
の
定
着
で
あ
り
、
そ
の
課
題
に
対

し
て
、
教
師
は
知
識
・
技
能
の
育
成
を

強
化
す
る
指
導
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
目
標
を
達
成
で
き
な
い
生
徒

に
対
し
て
、
厳
し
く
指
導
す
る
場
面
が

少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
う
し
た
指
導
だ
け
で
は
、
生
徒
は
学

習
に
前
向
き
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
生
徒
の
基
礎
学
力
の
定
着
状
況
を

把
握
し
つ
つ
、学
力
を
多
面
的
に
捉
え
、

そ
の
よ
い
点
を
評
価
し
て
生
徒
の
学
習

意
欲
を
高
め
る
と
い
う
意
識
を
、
先
生

方
に
浸
透
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
柴
田
校
長
は
、
教
師
が
評
価
観
を
転

換
で
き
る
よ
う
、
学
習
評
価
の
枠
組
み

を
整
え
た
。
ま
ず
、
学
校
経
営
シ
ラ
バ

ス
を
策
定
し
、
学
校
教
育
目
標
を
踏
ま

え
て
、
育
成
を
目
指
す
生
徒
像
や
学
校

経
営
方
針
を
示
し
、
評
価
規
準
と
な
る

目
標
を
明
確
化
し
た
。

　
続
い
て
、
定
期
考
査
の
結
果
に
偏
っ

た
評
定
を
変
え
る
た
め
、
教
務
内
規
を

改
訂
し
た
。
特
に
留
意
し
た
の
は
、
成

績
不
振
者
に
対
す
る
指
導
だ
。
従
来
は
、

仮
評
定
を
１
に
定
め
る
際
の
根
拠
が
明

確
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
新
し
い
内
規
で
は
、
学
習

評
価
は
観
点
別
に
行
う
こ
と
を
明
記

し
、
仮
評
定
１
の
場
合
は
、
観
点
別
評

価
に
基
づ
い
た
理
由
書
を
成
績
単
票
と

と
も
に
、
校
長
に
提
出
す
る
こ
と
を
義

務
づ
け
た
。

　「
評
定
が
ど
の
よ
う
な
評
価
に
基
づ

い
て
判
定
さ
れ
、
今
後
の
指
導
に
ど
の

よ
う
な
見
通
し
を
持
っ
て
い
る
の
か

を
、
学
校
と
し
て
説
明
で
き
る
体
制
を

整
え
、
形
式
的
な
運
用
に
と
ど
ま
っ
て

い
た
観
点
別
評
価
を
充
実
さ
せ
た
い
と

考
え
ま
し
た
」（
柴
田
校
長
）　

　
観
点
別
評
価
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

シ
ラ
バ
ス
も
改
訂
し
た
。
シ
ラ
バ
ス
の

項
目
に
観
点
別
評
価
は
あ
っ
た
が
、
そ

こ
で
説
明
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、教
科・

科
目
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
。
そ
こ

で
、
観
点
ご
と
に
評
価
対
象
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
評
価
規
準
を
示
す
こ
と
と
し

た
。

　
教
師
に
よ
る
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー

ト
や
生
徒
へ
の
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の

項
目
、
そ
れ
ら
の
実
施
方
法
も
変
え

多
様
だ
。

　
そ
う
し
た
同
校
に
２
０
１
９
年
度
赴

任
し
た
柴
田
健
一
校
長
は
、
新
学
習
指

導
要
領
を
見
据
え
た
授
業
改
善
の
一
層

の
推
進
に
着
手
し
た
。
課
題
は
、
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
や
、

観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
（
以
下
、
観

点
別
評
価
）
の
充
実
を
図
る
こ
と
だ
っ

生
徒
の
よ
い
面
を
見
取
る

評
価
の
枠
組
み
を
整
え
る

シ
ラ
バ
ス
や
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、

授
業
改
善
に
つ
な
が
る
形
式
に

実践事例 1

シラバスを改訂し、
全教師に、
学習評価を３観点で行う
意識の浸透を図る
北海道札幌南陵高校
2019年度、授業と評価の改善に着手した北海道札幌南陵高校。
教務内規やシラバスの改訂などを通じて、
教師の評価観の転換を図ってきた。
多面的な評価を行うための環境が整い、
20年度からは各教科・科目で、
生徒の学習意欲を引き出すための学習評価に挑戦している。
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す
る
項
目
を
加
え
て
、教
科
ご
と
に
回

答
す
る
形
式
に
し
、各
教
科
が
授
業
の

改
善
点
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
20
年
度
の
１
学
年
か
ら
は
、「
基
礎

力
診
断
テ
ス
ト
」（
＊
１
）
の
成
績
に

よ
る
表
彰
制
度
を
導
入
。
Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊

２
）
が
Ｂ
ゾ
ー
ン
以
上
の
生
徒
を
優
秀

賞
と
し
て
、
３
段
階
以
上
ア
ッ
プ
し
た

生
徒
を
躍
進
賞
と
し
て
表
彰
し
た
。

　「『
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
』
は
、
１
・

２
学
年
は
年
３
回
、
３
学
年
は
年
２
回

実
施
し
て
い
ま
す
が
、以
前
の
活
用
は
、

Ｇ
Ｔ
Ｚ
を
基
に
し
た
学
力
下
位
層
の
把

握
と
対
策
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
、
学
力
上
位
層
を
表
彰
し
て
評

価
す
る
と
と
も
に
、
Ｇ
Ｔ
Ｚ
自
体
が
低

く
て
も
、
成
績
を
伸
ば
し
た
生
徒
も
表

彰
す
る
こ
と
で
、
教
師
が
生
徒
の
頑
張

り
を
認
め
る
多
面
的
評
価
を
意
識
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
」（
柴
田
校
長
）

　
各
教
科
・
科
目
で
は
、
授
業
改
善
と

学
習
評
価
の
工
夫
を
進
め
て
い
る
。

　
進
路
指
導
部
長
の
佐
藤
恭
子
先
生

は
、
以
前
か
ら
担
当
の
音
楽
科
で
観
点

別
評
価
を
試
行
し
て
き
た
。
評
価
で
重

視
し
て
い
る
の
は
、
生
徒
の
言
語
表
現

だ
。
授
業
で
は
、
歌
唱
・
演
奏
の
ス
キ

ル
や
表
現
力
の
向
上
と
同
様
に
、
音
楽

の
鑑
賞
力
や
言
語
表
現
力
を
含
め
た
感

性
、
知
識
、
創
造
力
、
音
楽
を
愛
す
る

心
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
評
価
も
、
生
徒
が
理
解
し
た
こ

と
や
感
じ
た
こ
と
を
言
語
化
し
た
成
果

物
を
基
に
行
っ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、「
鑑
賞
」で
は
、生
徒
は
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
や
歌
曲
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、

文
楽
な
ど
の
楽
曲
を
聴
き
、
佐
藤
先
生

か
ら
楽
曲
の
特
徴
な
ど
の
解
説
を
受
け

た
後
、レ
ポ
ー
ト（
図
１
）を
作
成
す
る
。

楽
曲
を
聴
く
だ
け
に
と
ど
ま
り
や
す

い
「
鑑
賞
」
だ
が
、
教
師
の
解
説
以
上

に
、
独
自
に
感
じ
取
っ
た
点
や
、
考
え

な
が
ら
聴
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
感

想
・
気
づ
き
が
書
か
れ
て
い
れ
ば
、「
主

体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
観

点
に
つ
い
て
加
点
す
る
。
加
え
て
、
批

判
的
・
分
析
的
視
点
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
れ
ば
、「
思
考
・
判
断
・
表
現
」
の

＊１　ベネッセのアセスメント「進路マップ」の１つで、義務教育範囲も含めた基礎学力を測るマーク式テスト。　＊２　ベネッセのアセスメントにおける共通の学
力評価指標、「学習到達ゾーン」のこと。「S1」～「D3」までの 15 段階で評価される。基礎力診断テストでは、そのうち「A2」～「D3」で評価される。

た
。
教
師
に
よ
る
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー

ト
は
、年
度
末
に
加
え
、前
期
末
に
中

間
評
価
を
実
施
し
、自
身
の
指
導
を
振

り
返
る
機
会
を
増
や
し
た
。生
徒
へ
の

授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、授
業
の
参
加
度

や
理
解
度
と
い
っ
た
自
己
評
価
の
項
目

に
、「
シ
ラ
バ
ス
に
基
づ
い
た
授
業
だ
っ

た
」「
教
え
合
い
や
学
び
合
い
の
機
会
が

あ
っ
た
」な
ど
、授
業
の
進
め
方
に
関

校
長柴田

健
一　

し
ば
た
・
け
ん
い
ち

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
３
年
目
。

進
路
指
導
部
長

佐
藤
恭
子　

さ
と
う
・
き
ょ
う
こ

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
10
年
目
。
音
楽
科
。

３
学
年
主
任

戸
枝
亮
寛　

と
え
だ
・
あ
き
の
り

教
職
歴
17
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
10
年
目
。
数
学
科
。

音楽科　３学年「文楽に親しもう」のレポート図１

マーカーが引かれた部分が、生徒が独自に感じ取れている点として、
佐藤先生が評価した箇所。　　　　　　　　※学校資料をそのまま掲載。

設
立
　 

１
９
８
０
（
昭
和
55
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
１
３
０
人

２
０
２
１
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）　
４
年
制
大

は
、
札
幌
学
院
大
、
北
星
学
園
大
、
北
海
学
園
大
、

北
海
道
医
療
大
、
北
海
道
情
報
大
、
北
海
道
文
教
大
、

東
海
大
な
ど
に
延
べ
36
人
が
合
格
。
短
大
・
専
門
学

校
進
学
67
人
。
就
職
42
人
。

学
校
概
要

レ
ポ
ー
ト
な
ど
の
成
果
物
を

３
観
点
で
評
価
す
る
音
楽
の
授
業
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観
点
に
つ
い
て
も
加
点
。
そ
れ
ら
を
総

合
し
て
Ａ
＋
、
Ｂ
＋
な
ど
、
成
果
物
そ

れ
ぞ
れ
に
評
価
を
つ
け
た
後
、
点
数
に

換
算
し
、
概
ね
８
・
5
点
以
上
は
５
、

６
・
5
点
以
上
は
４
、４
・
5
点
以
上

は
３
を
つ
け
る
。
そ
し
て
、
学
期
末
に

そ
れ
ら
す
べ
て
を
表
計
算
ソ
フ
ト
で
集

計
し
、
評
定
を
つ
け
て
い
る
。

　「
生
徒
の
態
度
や
発
言
か
ら
学
習
意

欲
を
感
じ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
あ
く

ま
で
教
師
の
印
象
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け

を『
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
』

の
表
れ
と
し
て
捉
え
て
評
価
す
べ
き
で

は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
表

面
に
表
れ
る
こ
と
だ
け
で
評
価
し
て
し

ま
う
と
、
生
徒
が
教
師
の
顔
色
を
う
か

が
い
な
が
ら
授
業
を
受
け
る
よ
う
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
見
た
目
の
印
象
だ
け

で『
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
』

を
評
価
す
る
考
え
方
を
排
し
、
生
徒
の

成
果
物
の
内
容
を
評
価
対
象
の
中
心
に

し
て
い
ま
す
」（
佐
藤
先
生
）

　
音
楽
科
の
授
業
で
は
、
生
徒
は
「
い

か
に
う
ま
く
歌
え
た
か
」
と
い
っ
た
点

に
意
識
が
向
き
や
す
い
。
し
か
し
、
佐

藤
先
生
は
、「
知
識
・
技
能
」「
思
考
・

判
断
・
表
現
」「
主
体
的
に
学
習
に
取

り
組
む
態
度
」
の
３
観
点
の
評
価
規
準

を
、
題
材
ご
と
に
明
確
に
示
し
て
い
る

（
図
２
）。
そ
の
た
め
、
よ
い
声
だ
っ
た

り
、歌
が
う
ま
か
っ
た
り
す
る
生
徒
が
、

そ
れ
だ
け
で
よ
い
評
価
を
得
る
こ
と
は

な
い
。
シ
ラ
バ
ス
に
評
価
規
準
を
明
記

し
て
お
く
こ
と
で
、「
歌
が
上
手
な
の

に
、
な
ぜ
よ
い
評
価
が
得
ら
れ
な
い
の

か
」
と
い
っ
た
生
徒
の
質
問
に
対
す
る

回
答
も
容
易
に
な
る
と
い
う
。

　
観
点
別
評
価
を
行
う
と
、
授
業
の
改

善
点
が
把
握
し
や
す
く
な
り
、加
え
て
、

３
年
間
の
生
徒
の
変
容
も
捉
え
や
す
く

な
る
と
、
佐
藤
先
生
は
指
摘
す
る
。

　「
例
え
ば
、
生
徒
の
レ
ポ
ー
ト
が
、

教
師
の
意
図
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
内
容

に
な
っ
て
い
れ
ば
、
授
業
の
目
標
や
難

易
度
が
生
徒
に
合
っ
て
い
な
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
課
題
の
内

容
を
変
え
た
り
、
題
材
を
見
直
し
た
り

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
年
次
か
ら
レ

ポ
ー
ト
を
課
し
、『
思
考
・
判
断
・
表
現
』

や『
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
』

を
評
価
し
て
い
く
と
、
３
年
生
に
な
る

頃
に
は
、
多
く
の
生
徒
が
分
析
的
な
文

章
を
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
レ

ポ
ー
ト
の
内
容
の
変
容
か
ら
、
自
分
な

り
の
視
点
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
、
芸

術
作
品
を
鑑
賞
す
る
素
晴
ら
し
さ
を
感

じ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
」

　
数
学
科
で
は
、
21
年
度
の
シ
ラ
バ
ス

か
ら
、
学
習
の
目
標
を
資
質
・
能
力
の

３
つ
の
柱
で
示
し
、
評
価
対
象
と
す

る
「
授
業
姿
勢
」「
提
出
物
」「
小
テ
ス

ト
」「
考
査
」の
評
価
観
点
ご
と
の
配
点
、

そ
し
て
、
毎
時
間
の
学
習
内
容
と
評
価

す
る
観
点
を
一
覧
に
し
た
「
学
習
の
計

画
」
を
示
し
て
い
る
（
図
３
）。
観
点

別
の
配
点
比
率
は
、「
主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
む
態
度
」「
知
識・技
能
」「
思

考
・
判
断
・
表
現
」
を
３
：
５
：
２
に

設
定
し
た
。

　
数
学
科
担
当
で
３
学
年
主
任
の
戸
枝

亮あ
き
の
り寛
先
生
は
、「
知
識
・
技
能
」
の
習

得
に
偏
っ
た
授
業
を
転
換
し
よ
う
と
、

数
年
前
に
生
徒
主
体
の
活
動
を
取
り
入

れ
始
め
た
。
現
在
は
、
授
業
の
前
半
は

講
義
形
式
と
し
、
後
半
は
生
徒
が
自
分

に
合
っ
た
ス
タ
イ
ル
で
問
題
に
取
り
組

音楽科　１学年「音楽」シラバス（抜粋）図２

音楽科のシラバスには、題材ごとに３観点での評価規準が示されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※学校資料を抜粋して掲載。

生
徒
を
多
面
的
に

見
取
れ
て
い
る
か
を
常
に
自
問

観
点
別
評
価
で
捉
え
や
す
く
な
っ
た

授
業
の
改
善
点
と
生
徒
の
変
容
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む
時
間
と
し
て
い
る
。
１
人
で
問
題
を

解
く
生
徒
も
い
る
が
、
生
徒
同
士
で
教

え
合
う
中
で
、
で
き
な
か
っ
た
問
題
が

解
け
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
他
者
に
教

え
る
こ
と
で
理
解
が
さ
ら
に
深
ま
っ
た

り
す
る
体
験
を
積
み
重
ね
る
う
ち
に
、

生
徒
は
お
の
ず
と
学
習
意
欲
を
高
め
て

い
く
と
い
う
。

　「
問
題
演
習
の
間
、
私
は
教
室
中
を

回
っ
て
、
頑
張
っ
て
い
る
生
徒
に
声
を

か
け
た
り
、
生
徒
の
よ
い
発
言
を
拾
っ

て
全
体
に
広
め
た
り
し
て
い
ま
す
。
教

師
が
生
徒
の
言
動
を
積
極
的
に
評
価
す

る
こ
と
で
学
習
意
欲
を
高
め
る
様
子
が

見
ら
れ
ま
す
が
、
私
が
見
え
て
い
な
い

と
こ
ろ
で
も
、生
徒
同
士
が
学
び
合
い
、

認
め
合
う
中
で
、
自
己
肯
定
感
を
高
め

て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
」（
戸
枝
先
生
）

　
授
業
で
は
、
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高

め
る
指
導
と
評
価
の
実
践
こ
そ
が
重
要

だ
と
、
柴
田
校
長
は
強
調
す
る
。

　「
大
切
な
の
は
、
生
徒
が
前
向
き
に

学
習
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
こ
と
で

あ
り
、
観
点
別
評
価
は
そ
の
た
め
の
手

段
の
１
つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
生
徒

を
多
面
的
に
見
取
れ
て
い
る
か
、
思
考

力
や
主
体
性
な
ど
を
伸
ば
す
に
は
、
ど

の
よ
う
な
工
夫
が
必
要
な
の
か
、
常
に

自
分
の
指
導
を
問
い
続
け
る
こ
と
こ
そ

が
、
学
習
評
価
の
充
実
に
向
け
て
重
要

な
点
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　
今
後
、
観
点
別
評
価
の
結
果
と
Ｇ
Ｔ

Ｚ
の
相
関
を
分
析
し
、
観
点
別
評
価
の

意
義
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
教
師
が

前
向
き
に
授
業
改
善
に
取
り
組
む
後
押

し
を
し
た
い
と
、
柴
田
校
長
は
言
う
。

　「
ど
の
よ
う
な
評
価
を
受
け
た
生
徒

が
、
Ｇ
Ｔ
Ｚ
を
上
げ
て
い
る
の
か
、
そ

の
相
関
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
既

に
観
点
別
評
価
に
取
り
組
ん
で
い
る
教

師
を
勇
気
づ
け
る
こ
と
に
も
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
」

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
実
践
と
、

評
価
の
工
夫
も
課
題
に
挙
げ
る
。今
後
、

生
徒
１
人
に
１
台
ず
つ
配
備
さ
れ
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
て
、
ど
の
よ

う
な
授
業
を
行
う
と
よ
い
の
か
、
そ
れ

が
評
価
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す

の
か
、
22
年
度
中
に
研
修
を
積
み
重
ね

な
が
ら
検
討
す
る
予
定
だ
。

　「
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
向
け

て
、
一
歩
一
歩
、
準
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
多
面
的
評
価
の
必
要
性
も
浸
透

し
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
全
教
師
が
同

じ
意
識
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
生
徒
の
学
習
意
欲
や
自
己
肯

定
感
を
高
め
る
た
め
の
授
業
改
善
も
、

こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
。
今
後
は
、
教

師
同
士
が
学
習
評
価
の
あ
り
方
に
つ
い

て
議
論
を
す
る
機
会
を
一
層
設
け
る
な

ど
、
教
師
一
人
ひ
と
り
が
自
身
の
評
価

の
妥
当
性
を
検
討
で
き
る
環
境
を
整
え

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
柴
田
校
長
）

数学科　３学年「数学Ⅲ」シラバス（抜粋）図３

※学校資料を抜粋して掲載。

数学科のシラバスでは、資質・能力の３つの柱を学習の目標とし
て示し、観点別に評価対象の配点を記載。さらに、学習の計画
には、各授業での学習内容と、その授業で評価する主な観点を
示している。

基
礎
学
力
と
の
相
関
を
測
り
、

評
価
観
の
転
換
を
後
押
し
し
た
い
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宮
城
県
仙
台
第
三
高
校
は
、Ｓ
Ｓ
Ｈ

の
指
定
を
受
け
た
２
０
１
０
年
度
か
ら
、

課
題
探
究
の
充
実
と
と
も
に
、
授
業
改

善
と
学
習
評
価
の
実
践
を
一
体
化
さ
せ

て
進
め
て
き
た
。「
生
徒
主
体
」「
知
的

か
ら
は
、学
校
教
育
目
標
の
改
定
、育
成

を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
設
定
な
ど
を
、

全
教
師
参
加
の
議
論
に
よ
り
推
進
し
、

新
学
習
指
導
要
領
を
見
据
え
た
学
校
づ

く
り
を
図
っ
て
い
る
。そ
れ
ら
の
改
革

の
成
果
は
、21
年
度
「
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
」
の
化
学
部
門
最
優
秀
賞

の
受
賞
を
始
め
、
学
内
外
で
活
躍
す
る

生
徒
の
姿
に
表
れ
て
い
る
。
主
幹
教
諭

の
伊
東
秀
輝
先
生
は
、
こ
う
語
る
。

　「
本
校
で
は
、独
自
に
設
定
し
た
授
業

設
計
の
３
観
点
を
基
に
、授
業
の
あ
り

方
を
考
え
、教
科
学
習
で
の
探
究
的
な

学
び
の
実
施
、
探
究
学
習
の
充
実
、
課

題
の
設
定
の
工
夫
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に

よ
る
生
徒
の
自
己
評
価
・
相
互
評
価
な

ど
、新
た
な
取
り
組
み
に
挑
戦
し
、そ
れ

ら
の
実
践
を
校
内
で
共
有
し
て
き
ま
し

た
。新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
授
業

や
学
習
評
価
も
、こ
れ
ま
で
の
実
践
を

土
台
に
組
み
立
て
よ
う
と
し
て
い
ま
す
」

　
現
在
の
学
習
評
価
の
実
践
に
つ
い

て
、
２
つ
の
教
科
を
例
に
見
て
い
く
。

　
数
学
科
で
は
、
各
章
の
終
了
時
に
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を
実
施
し
、「
思

考
・
判
断
・
表
現
」
の
到
達
度
を
測
っ

て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
で
章
末
問
題
に
取

り
組
ん
だ
後
、
１
人
ず
つ
割
り
あ
て
ら

れ
た
問
題
の
解
法
を
発
表
す
る
と
い
う

課
題
で
、
教
師
は
発
表
を
撮
影
し
た
動

画
を
見
て
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る
評

価
を
行
う
（
図
１
）。
教
務
部
長
の
穀

田
浩
美
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
数
学
科
で
は
、
反
転
授
業
を
実
施

し
、
生
徒
が『
思
考
・
判
断
・
表
現
』

を
す
る
活
動
に
重
点
を
置
い
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
到
達
度
を
測
る
と
と
も

に
、
大
学
入
試
で
求
め
ら
れ
る
記
述
力

を
育
成
す
る
た
め
に
、
１
問
に
じ
っ
く

り
取
り
組
み
、
解
法
を
記
述
さ
せ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を
行
い
た
い
と
考

え
ま
し
た
。
授
業
中
に
そ
の
時
間
を
捻

出
す
る
方
法
に
悩
み
ま
し
た
が
、
他
教

科
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な
ど
を
参
考
に

し
て
、
１
時
間
の
授
業
で
で
き
る
方
法

を
考
え
、
実
施
に
踏
み
切
り
ま
し
た
」

　
課
題
後
に
は
、
生
徒
は
振
り
返
り

シ
ー
ト
の
記
入
を
す
る
。「
空
間
図
形

を
複
数
の
観
点
か
ら
考
え
ら
れ
、
問
題

を
解
く
楽
し
さ
を
感
じ
た
」
と
い
っ
た

感
想
に
加
え
、「
最
も
分
か
り
や
す
く
、

簡
素
な
方
法
を
す
ぐ
に
思
い
出
す
こ
と

好
奇
心
の
喚
起
」「
考
え
る
仕
か
け
」
を

授
業
設
計
の
３
観
点
と
し
、
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
の
具
現
化
を
追
究
。

15
年
度
に
は
、全
教
師
が
所
属
す
る
「
Ｓ

Ｓ
Ｈ
─
授
業
づ
く
り
研
究
セ
ン
タ
ー
」

（
以
下
、
Ｓ
Ｊ
セ
ン
タ
ー
）
を
設
置
し
、

教
科
を
超
え
、
協
働
し
て
改
革
に
取
り

組
む
体
制
を
整
え
た
（
＊
１
）。
18
年
度

＊１　『VIEW21』高校版 2016 年 10月号 P.10 〜 14参照。

全
教
師
が
所
属
す
る
研
究
組
織
で
、

教
科
を
超
え
て
取
り
組
み
を
共
有

実践事例 2

生徒や外部の視点も
入った形成的評価が、
生徒の学びへの意欲を
かき立てる
宮城県仙台第三高校
「生徒主体」「知的好奇心の喚起」「考える仕かけ」を
授業設計の３観点として設定し、
授業改善、学習評価の実践を進めてきた宮城県仙台第三高校。
全教師が所属する研究組織で、各教科が行う取り組みを共有し、
新たな学びと評価を教師と生徒に定着させてきた。
今、その成果を整理し、新学習指導要領に対応した
学習評価のあり方を構築しようとしている。

章
末
問
題
を
利
用
し
た

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を
実
施
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が
で
き
る
よ
う
、努
力
し
た
い
」「
他
者

に
伝
わ
る
よ
う
に
、表
現
力
の
向
上
を

目
指
し
た
い
」な
ど
と
、自
身
の
学
習

の
見
通
し
を
立
て
る
生
徒
も
多
い
。そ

う
し
た
振
り
返
り
か
ら
、生
徒
の
１
年

間
分
の
変
容
を
見
取
り
、「
関
心・意
欲・

態
度
」の
評
価
の
資
料
と
し
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
２
期
目
の
現
在
は
、普
通
科・

理
数
科
と
も
に
学
校
設
定
科
目
を
設
置

し
て
、
課
題
研
究
を
実
施
し
て
い
る
。

　
理
数
科
の
２
年
次
の
「
Ｓ
Ｓ
課
題
研

究
Ⅰ
」
で
は
、
35
時
間
を
１
単
元
と
し

て
年
間
指
導
計
画
を
立
て
て
い
る
（
Ｐ
．

12
図
２
）。
生
徒
は
、
数
人
か
ら
成
る

班
に
所
属
し
、
前
期
は
文
化
祭
で
の
ポ

ス
タ
ー
発
表
、
後
期
は
校
内
の
分
野
別

発
表
会
を
目
標
に
、
自
分
た
ち
で
設
定

し
た
課
題
に
取
り
組
む
。
評
価
は
、
各

班
の
探
究
担
当
教
師
が
中
心
と
な
っ
て

行
う
。
毎
週
班
ご
と
に
提
出
す
る
ノ
ー

ト
や
、
各
自
の
取
り
組
み
を
見
取
り
、

ポ
ス
タ
ー
や
分
野
別
発
表
会
の
内
容
を

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
使
っ
て
評
価
す
る
。

理
数
科
部
の
菅
原
佑
介
先
生
は
、
形
成

的
評
価
を
大
事
に
し
て
い
る
と
語
る
。

　「
探
究
学
習
の
目
的
を
考
え
れ
ば
、

成
果
発
表
に
向
け
て
、よ
い
点
を
褒
め
、

不
十
分
な
点
を
指
摘
す
る
形
成
的
評
価

こ
そ
が
、
生
徒
を
よ
り
深
い
探
究
に
導

く
た
め
に
重
要
で
す
。
成
果
物
の
総
括

的
評
価
も
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
生
徒
に

事
前
に
提
示
し
て
い
ま
す
か
ら
、
教
師

Ｓ
Ｓ
Ｈ
─

授
業
づ
く
り
研
究
セ

ン
タ
ー
長

渡
部
　

敦
わ
た
な
べ・
あ
つ
し

教
職
歴
22
年
。同
校
に
赴
任
し

て
7
年
目
。地
理
歴
史・公
民
科
。

理
数
科
部
部
長

田
中
恵
太　

た
な
か
・
け
い
た

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
11
年
目
。
理
科
（
生
物
）。

主
幹
教
諭
・
Ｓ
Ｓ
Ｈ
─
授
業
づ
く
り

研
究
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長

伊
東
秀
輝
い
と
う
・ひ
で
き

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
14
年
目
。
国
語
科
。

主
幹
教
諭
・
教
務
部
長

穀
田
浩
美　

こ
く
た
・
ひ
ろ
み

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

4
年
目
。
数
学
科
。

理
数
科
部

菅
原
佑
介　

す
が
わ
ら
・
ゆ
う
す
け

教
職
歴
17
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
8
年
目
。
理
科
（
化
学
）。

理
数
科
部

前
田
宏
美　

ま
え
た
・
ひ
ろ
み

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
4
年
目
。
英
語
科
。

校
長佐々

木
克
敬　

さ
さ
き
・
か
つ
の
り

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
3
年
目
。

数学科　章末問題を利用したパフォーマンス課題　実践例図１

※学校資料を基に編集部で作成。

実施時期　各章の終了時　問題　章末問題　時間数　解答１時間、発表１時間
方法　① 生徒は事前に章末問題に取り組み、分からない点などを把握しておく。

②１時間目／４人グループで章末問題に取り組み、１人ずつ解答を作成する。
③２時間目／ 1人ずつ、その場で指定された問題の解答を３分間で解説する。
その際、発表者の顔と解法・解答を撮影（撮影者は、発表者と同じグループの生徒）。

④解説終了後、発表者は自己評価を行う。同じグループの３人も発表の評価を行う。
⑤③④をほかの３人も行う。

ルーブリック　４項目を計 10点満点で評価。生徒・教師ともに同じルーブリックを使用。
（例）「数学Ⅰ」の「空間図形の計量」のパフォーマンス課題のルーブリック

3 点 2点 1点

３
点

数学的
表現

自分の考えを数学用語・
数学記号を用いて説明し
ている。また、その表現
方法が簡潔明瞭である。

自分の考えを数学用語・
数学記号を用いて説明し
ている。

自分の考えを数学用語・数
学記号を用いて説明してい
ない。または、数学用語・
数学記号を用いてはいるが、
間違っている。

３
点

論理的
思考

「図形と計量」の「三角比」
の単元で学習した内容を
用いて、根拠を明らかに
しながら一貫性のある説
明をしている。

「図形と計量」の「三角
比」の単元で学習した内
容を用いて説明している
が、根拠の説明が曖昧で
ある。

「図形と計量」の「三角比」
の単元で学習した内容を用
いずに説明している。また
は、「三角比」を用いている
が、根拠が間違っている。

２
点

答案
作成

日本語を適切に使い、論
証の流れが読みやすい。
図表を用いた分かりやす
い説明になっている。

日本語が不自然であり、数
式が羅列されているだけで、
説明不足である。レイアウ
トが見にくい。

２
点

プレゼン
テーション
力

答案を棒読みするだけで
なく、他者に対して分か
りやすい言葉で適切に説
明している。

答案の棒読みが目立ち、他
者に対して分かりやすい言
葉で説明することがあまり
できていない。

設
立
　 

１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
３
２
０
人

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公

立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
宮
城
教
育
大
、
山
形

大
、
筑
波
大
、
千
葉
大
、
東
京
農
工
大
、
横
浜
国
立
大
、

九
州
大
な
ど
に
２
１
２
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
東
北

医
科
薬
科
大
、
東
北
学
院
大
、
慶
應
義
塾
大
、
東
京
理

科
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
４
２
７
人
が
合
格
。

学
校
概
要

形
成
的
評
価
を
重
視
し
、

生
徒
の
よ
り
深
い
探
究
を
支
援
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と
生
徒
、
相
互
が
納
得
す
る
形
で
評
価

で
き
て
い
ま
す
」　

　「
Ｓ
Ｓ
課
題
研
究
Ⅰ
」
は
、「
Ｓ
Ｓ
英

語
表
現
Ⅱ
」
や
「
Ｓ
Ｓ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
」
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

連
携
さ
せ
、
評
価
も
密
接
な
か
か
わ
り

を
持
た
せ
て
い
る
。例
え
ば
、「
Ｓ
Ｓ
英

語
表
現
Ⅱ
」で
は
、１
月
に
実
施
す
る

海
外
大
学
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
発
表
会
の

前
に
、本
番
と
同
じ
内
容
を
発
表
す
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を
行
う
。
英
語

の
知
識
・
技
能
の
評
価
の
ほ
か
、
教
師

は
、「
相
手
が
内
容
を
理
解
で
き
る
か
」

と
い
う
観
点
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、

本
番
を
想
定
し
た
質
疑
応
答
も
行
う
。

生
徒
は
、
そ
の
評
価
を
踏
ま
え
て
発
表

内
容
を
見
直
し
、
本
番
に
臨
む
。
理
数

科
部
部
長
の
田
中
恵
太
先
生
は
、
３
科

目
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
生
徒
は
、各
科
目
で
学
ん
だ
こ
と
を

統
合
さ
せ
て
ポ
ス
タ
ー
や
発
表
の
内
容

を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
過
程

で
、３
科
目
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
に
か

か
わ
る
部
分
を
評
価
し
、そ
の
結
果
を

踏
ま
え
て
適
切
に
支
援
す
る
こ
と
で
、

学
び
が
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
う
し
た
学
び
の
サ
イ
ク
ル
が
、
複
数

の
科
目
が
か
か
わ
る
こ
と
で
よ
り
重
層

的
に
回
り
、
生
徒
を
成
長
さ
せ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
生
徒
主
体
の
学
び
に
向
け
て
、
同
校

が
特
に
重
視
す
る
の
は
、
ほ
か
の
生
徒

や
聴
衆
か
ら
の
評
価
だ
。
例
え
ば
、英

語
科
で
は
、生
徒
が
探
究
を
テ
ー
マ
に

各
７
分
程
度
の
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、聞

き
手
の
生
徒
が
コ
メ
ン
ト
を
書
き
、
ベ

ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
投
票
で
決
め
る
活

動
を
行
っ
て
い
る
。ベ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

に
選
ば
れ
た
生
徒
に
、
教
師
が
「
す
ご

い
ね
」と
声
を
か
け
た
と
こ
ろ
、「
完
璧

な
ス
ピ
ー
チ
に
し
た
い
の
で
、修
正
し
て

か
ら
原
稿
を
提
出
し
て
も
い
い
で
す
か
」

＊２　ウェブサイトを無料で作成することができるツール。

理数科　２年次「ＳＳ課題研究Ⅰ」の活動内容・評価方法、他科目との関連図２

※学校資料を基に編集部で作成。

◎概要　生徒数人で班を組み、研究対象を決め、先行研究や対象の観察を行った上で、目的を設定。仮
説を立て、材料と方法の検討、条件制御をした上で実験等を行い、結果の整理・考察を繰り返す。前期
は文化祭でのポスター発表、後期は分野別発表会で成果を発表する。
◎評価対象（指導要録に記載）　［前期］毎時提出するノート（班）、取り組み（個人）、ポスターのでき
栄え（班）、ポスターの口頭発表（個人）　［後期］前期の評価、毎時提出するノート（班）、取り組み（個
人）、スライドのでき栄え（班）、口頭発表（個人）。外部発表への参加は加点。　
（形成的評価）毎時の担当教師とのやり取り、文化祭・外部発表などでの聴衆からのフィードバック
◎主な関連科目　「SS英語表現Ⅱ」特に理数分野・科学に関して、自分の考えや必要な情報を英語で発
信できる実践力をつける。　「SSプレゼンテーションスキル」日本語・英語による口頭発表、ポスター
発表のためのプレゼンテーション能力の向上、言語能力獲得への資質や態度を育成する。
◎年間計画（2021 年度／簡略化して掲載）　

回 内容 評価対象

前
期

1 オリエンテーション

2〜４ 実験ターム① ノート（班）、取り組み（個人）

三高探究の日／
スライドで研究概要を発表
（３分間）

振り返りシート（個人）、聴
衆の生徒による評価（班）

５〜 11 実験ターム① ノート（班）、取り組み（個人）

夏季休業（ポスターの作成）

12 実験ターム① ノート（班）、取り組み（個人）

13〜
16

ポスター発表（個人）／
教師３人の前で口頭発表

ポスターのでき栄え（班）、
口頭発表（個人）

文化祭／ポスター発表（班）

後
期

17 実験ターム②・課題の再設
定 ノート（班）、取り組み（個人）

ＧＳフェスタ／ポスター発表

18〜
23 実験ターム② ノート（班）、取り組み（個人）

冬季休業（スライドの作成）

24〜
27

オンライン発表会（班）／
マレーシアのマラヤ大学の
学生の前で英語で発表

振り返りシート（個人）

28〜
30

分野別発表会（班）／
１年生の前で口頭発表

スライドのでき栄え（班）、
口頭発表（個人）、１年生に
よる評価（班）

31〜
35 実験ターム② ノート（班）、取り組み（個人）

課題研究は３年次の「SS課題研究Ⅱ」に引き継がれ、５月の「三高探究
の日」に、班ごとに課題研究の成果をポスターにまとめて口頭発表する。
そして、前期末までに個人で日本語と英語の論文を作成する。

６月「SS英語表現Ⅱ」
パフォーマンス課題
課題研究の概要を、関心
の低い人に英語で説明す
るという設定で発表。説
明の補助として、英語の
スライドも作成。２分間
で発表し、その場で出さ
れる英語の質問に答える
（知識・技能、思考・判断・
表現の評価）

12月「SS英語表現Ⅱ」
パフォーマンス課題
オンライン発表会で発表
する内容を発表。質疑応
答も行う（知識・技能、
思考・判断・表現の評価）

「オンライン発表会」の
フィードバック
「Google サイト（＊２）」
に「発表スライド」と「共
有ドキュメント」を貼っ
ておき、オンライン発表
会後に聴衆から英語での
感想や質問を書いてもら
う。発表者（生徒）は、
１週間以内に英語で返信
する（主体的に学習に取
り組む態度の評価）

ほ
か
の
生
徒
や
聴
衆
の
反
応
が

生
徒
を
次
の
学
び
に
向
か
わ
せ
る
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と
、自
ら
改
善
を
申
し
出
た
と
い
う
。

　「
Ｓ
Ｓ
課
題
研
究
Ⅰ
」
で
は
、
海
外

大
学
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
発
表
会
後
、
共

有
サ
イ
ト
に
、
聴
衆
か
ら
意
見
や
質
問

を
書
き
込
ん
で
も
ら
っ
た
。
す
る
と
、

自
分
の
研
究
に
真
摯
に
向
き
合
っ
て
く

れ
た
外
国
人
に
研
究
の
意
図
が
し
っ
か

り
伝
わ
る
よ
う
に
と
、
生
徒
は
必
死
に

英
語
を
駆
使
し
て
返
信
し
て
い
た
。
英

語
科
の
前ま

え

田た

宏
美
先
生
は
、評
価
に
お

け
る
教
師
の
役
割
を
こ
う
指
摘
す
る
。

　「
自
分
の
発
信
に
対
す
る
、ほ
か
の
生

徒
や
聴
衆
の
率
直
な
言
葉
に
、生
徒
は

動
か
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。学
習
を
動

機
づ
け
る
評
価
と
し
て
、い
か
に
即
時

的
で
具
体
的
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
で

き
る
か
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、本
校
の
生
徒
は
応
用
力
が
あ

る
た
め
、他
者
の
よ
い
例
を
見
て
、生
徒

は
主
体
的
に
取
り
組
み
ま
す
。教
師
は

そ
の
よ
う
な
活
動
を
生
み
出
し
、
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
ト
し
ま
す
。
探
究
学
習
で
外

部
の
発
表
会
な
ど
の
参
加
を
奨
励
し
て

い
る
の
も
、
全
国
の
よ
い
探
究
モ
デ
ル

を
見
た
り
、
多
様
な
他
者
か
ら
評
価
を

受
け
た
り
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
」

　
新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
学
習
評

価
に
関
し
て
は
、
20
年
度
か
ら
校
内
研

修
で
共
通
理
解
を
深
め
て
き
た
（
図

３
）。
力
を
入
れ
た
の
は
、
教
師
の
評

価
観
の
転
換
だ
。
同
校
に
は
難
関
国

公
立
大
学
志
望
者
が
多
い
た
め
、
そ
れ

ら
の
大
学
の
合
格
ラ
イ
ン
を
基
準
に
評

価
す
る
意
識
が
教
師
間
に
浸
透
し
て
い

た
。
そ
れ
を
、
教
科
・
科
目
で
設
定
し

た
学
習
目
標
に
準
拠
し
、
そ
の
到
達
度

に
よ
っ
て
評
価
す
る
意
識
へ
と
転
換
す

る
こ
と
が
、
教
科
内
で
評
価
方
法
や
評

価
規
準
を
す
り
合
わ
せ
る
た
め
の
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
な
る
と
考
え
た
。

　
今
年
９
月
の
研
修
で
は
、
各
教
科
で

「
評
価
計
画
」（
図
３
）
を
作
成
す
る
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、観
点
別
学
習

状
況
の
評
価
の
意
義
を
共
有
。12
月
に

は
、同
評
価
を
踏
ま
え
た
授
業
展
開
を

検
証
す
る
研
究
授
業
を
全
ク
ラ
ス
で
実

施
し
、そ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、年
度
末

ま
で
に
評
価
方
法
を
決
定
す
る
予
定
だ
。

ま
た
、評
定
の
算
出
方
法
は
、教
務
部
が

提
示
し
た
考
え
方
の
例
を
基
に
、教
科

内
で
検
討
中
だ
。Ｓ
Ｊ
セ
ン
タ
ー
長
の

渡わ
た

部な
べ

敦
先
生
は
、こ
う
説
明
す
る
。

　「
評
価
方
法
は
、
教
科
間
で
共
通
す
る

部
分
も
あ
れ
ば
、
教
科
特
性
に
応
じ
て

異
な
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。
９
月
の
研

修
で
は
、
教
務
部
が
単
元
の
評
価
計
画

の
例
を
提
示
し
、
教
科
内
で
評
価
方
法

や
評
価
規
準
の
目
線
合
わ
せ
を
行
う
こ

と
に
重
点
を
置
き
ま
し
た
。
そ
う
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
教
科
特
性
に
応
じ
た

公
平
な
評
価
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
」

　
今
後
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
が
、全

教
科
・
科
目
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
生
徒
の
負
担
を
考
え
、教
科
間

で
の
量
や
時
期
の
調
整
が
必
要
に
な
る
。

そ
し
て
、定
期
考
査
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
、佐
々
木
克か

つ
の
り敬
校
長
は
語
る
。

　「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を
適
切
に
行

え
ば
、そ
の
積
み
重
ね
で
測
り
た
い
力

の
到
達
度
を
評
価
で
き
ま
す
。
そ
う
な

る
と
、定
期
考
査
の
位
置
づ
け
も
見
直

す
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。前
例
に
と

ら
わ
れ
ず
、こ
れ
ま
で
の
実
践
と
生
徒

の
実
態
を
踏
ま
え
て
、
本
校
の
学
び
を

さ
ら
に
進
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
」

学習評価に関する校内研修とねらい図３

※学校資料を基に編集部で作成。

◎校内研修は、６月、９月、12 月に実施。全教師が参加。

2020.9　文部科学省の担当者を講師に、観点別学習状況の評価の具
体と、実施にあたっての留意点に関するオンライン研修を実施。
▶ 大学入試を基準としている教師の評価観の転換を促す。

2021.6　国立教育政策研究所の担当者を講師に、観点別学習状況の
評価の実践に関するオンライン研修を実施。▶ 教師に３観点評
価への意識づけを図る。

2021.9　各教科で単元の評価計画を作成するグループワークを実施（下
図は研修の資料）。現行の４観点評価から３観点評価にする
ための授業づくりを検討。▶ 課題や疑問点を洗い出すとともに、
教科内で評価規準の目線合わせを行う。

2021.12　新学習指導要領を見据えた研究授業を全クラスで実施。
	 ▶ ３観点評価を踏まえた授業展開ができるのかを検証。年度

末までに、新しい教科書での指導案と学習評価の計画を作成
する。

教
科
内
で
議
論
し
、評
価
方
法
と

評
価
規
準
を
す
り
合
わ
せ
る
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福
岡
県
立
香
椎
高
校
は
、
２
０
１
５

年
度
か
ら
、
全
教
科
・
科
目
に
お
い
て

観
点
別
評
価
を
実
施
し
て
い
る
。「
加

点
法
」
の
考
え
方
で
同
評
価
を
行
い
、

最
終
的
に
は
評
定
に
結
実
さ
せ
て
い

で
生
徒
が
発
揮
し
た
資
質
・
能
力
を
主

に
評
価
し
、
点
数
と
し
て
加
算
す
る
。

　
15
年
度
に
教
務
部
長
と
し
て
観
点
別

評
価
の
実
施
に
尽
力
し
、
今
年
度
か
ら

教
頭
と
し
て
勤
務
す
る
松
尾
勝
之
先
生

は
、
当
時
の
思
い
を
次
の
よ
う
に
振
り

返
る
。

　「
こ
れ
ま
で
私
た
ち
は
、
定
期
考
査

の
結
果
を
重
視
し
、
学
習
過
程
に
お
け

る
活
動
や
成
果
に
は
あ
ま
り
目
を
向
け

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
う

し
た
学
校
に
よ
る
生
徒
の
評
価
と
、
職

場
や
地
域
で
活
躍
で
き
て
い
る
か
ど
う

か
と
い
う
社
会
で
の
評
価
と
の
間
に
ず

れ
を
感
じ
る
教
師
は
、
私
を
含
め
て
少

な
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
定
期
考
査
の
実
施
時
点
で
の
学
力

を
評
価
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
生
徒
の

日
々
の
学
習
活
動
を
評
価
す
る
こ
と

で
、
社
会
に
よ
る
生
徒
の
評
価
に
近
づ

く
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
定
期
考
査
の

結
果
が
振
る
わ
な
い
生
徒
に
対
し
て
も

よ
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
評
価
す
る
こ

と
で
、
生
徒
の
学
び
の
意
欲
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
」

　
現
在
の
同
校
の
観
点
別
評
価
は
、
各

教
科
で
科
目
別
に
作
成
す
る
年
間
指
導

計
画
（
図
１
）
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
。

年
間
指
導
計
画
で
は
、
ま
ず
、「
知
識
・

技
能
」「
思
考
・
判
断
・
表
現
」「
主
体

的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
３
観

点
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
何
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
の

か
を「
評
価
規
準
」と
し
て
定
め
る（
図

１
の
①
）。

　
観
点
別
評
価
を
評
定
に
総
括
す
る
際

の
３
観
点
の
重
み
づ
け
は
、
そ
れ
ぞ
れ

30
〜
40
％
の
範
囲
内
で
各
教
科
で
決
定

す
る（
図
１
の
②
）。
そ
し
て
、各
学
期
、

３
観
点
そ
れ
ぞ
れ
を
ど
の
よ
う
な
学
習

活
動
を
通
じ
て
、
ど
ん
な
割
合
で
評
価

す
る
の
か
を
、
各
教
科
で
定
め
る
（
図

１
の
③
）。

　
さ
ら
に
、
３
観
点
の
評
価
規
準
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
到
達
度
を
、「
評

価
基
準
」
と
し
て
単
元
、
指
導
内
容

ご
と
に
定
め
る
（
図
１
の
④
）。
ま
た
、

同
校
は
、
読
解
力
な
ど
の
教
科
横
断
的

に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
の
育
成
や
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
の
実
現
な
ど
を
、
教
科
・

科
目
共
通
の
目
標
と
し
て
掲
げ
、
そ
の

達
成
に
向
け
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
を
推
進
し
て
お
り
、
各
単
元

で
ど
の
よ
う
な
指
導
上
の
配
慮
や
工
夫

る
。
具
体
的
に
は
、
定
期
考
査
の
配
点

を
１
０
０
点
、
定
期
考
査
以
外
の
学
習

活
動
の
配
点
を
１
０
０
点
と
し
、
合
計

２
０
０
点
満
点
（
３
学
期
は
そ
れ
ぞ
れ

配
点
50
点
と
し
、
１
０
０
点
満
点
）
で

各
学
期
の
評
価
を
行
う
。
定
期
考
査
以

外
の
学
習
活
動
と
は
、
主
に
生
徒
が
授

業
中
に
行
う
学
習
活
動
を
指
し
、
そ
こ

年
間
指
導
計
画
で

観
点
別
評
価
の
全
体
像
を
示
す

実践事例 3

日々の授業での
生徒の様子を
最大限評価し、
教育目標の実現を目指す
福岡県立香

か

椎
し い

高校
2015年度から、全教科・科目において観点別学習状況の評価
（以下、観点別評価）を実施している福岡県立香椎高校。
22 年度より実施される新学習指導要領を見据え、
19 年度からは、３観点による観点別評価に取り組んでいる。
定期考査以外の学習活動にも重きを置き、
積極的に見取り、生徒を次の学びに向かわせる
同校の学習評価の実践について聞いた。
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定
期
考
査
に
加
え
て
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
課
題
や
小
テ
ス
ト
、
振
り
返
り

シ
ー
ト
、
授
業
態
度
な
ど
を
通
じ
て
生

徒
を
多
面
的
に
見
取
る
、
同
校
の
学
習

評
価
は
、
授
業
の
あ
り
方
に
も
影
響
を

与
え
て
い
る
。	

　
21
年
度
、
同
校
の
全
教
科
・
科
目
が
、

授
業
態
度
を
「
主
体
的
に
学
習
に
取
り

組
む
態
度
」
の
評
価
対
象
と
し
、
同
観

点
の
配
点
の
50
％
を
充
て
て
い
る
。
教

師
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
で
生
徒

を
見
取
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
１

コ
マ
の
授
業
内
で
40
人
の
生
徒
全
員
を

見
取
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
松
尾
教

頭
は
、
全
員
で
は
な
く
、
印
象
に
残
っ

た
生
徒
の
簡
単
な
言
動
の
記
録
だ
け
を

残
し
て
お
け
ば
よ
い
と
説
明
す
る
。

　「
座
席
表
型
の
日
々
の
評
価
表
（
Ｐ
．

16
図
２
）
を
使
い
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で

示
し
た
基
準
を
超
え
た
生
徒
に
Ａ
（
基

準
に
満
た
な
け
れ
ば
Ｃ
）
を
つ
け
、
そ

の
理
由
を
簡
単
に
メ
モ
し
て
お
き
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
生
徒
の
評
価
は
、
通

常
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
と
し
て
Ｂ

と
し
ま
す
。
教
師
の
評
価
者
と
し
て
の

視
線
を
Ａ
ま
た
は
Ｃ
の
評
価
と
な
る
生

徒
の
発
見
に
絞
る
こ
と
で
、
教
師
が
授

業
を
し
っ
か
り
と
進
め
な
が
ら
、『
主

体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
』
を
評

価
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
で
す
。ま
た
、

面
談
な
ど
で
、
生
徒
に
『
君
は
、
こ
の

日
の
授
業
で
こ
ん
な
発
言
を
し
て
い
た

か
ら
Ａ
に
し
た
ん
だ
よ
』
と
、
過
去
の

記
録
に
基
づ
い
て
評
価
の
結
果
を
説
明

す
る
と
、
生
徒
は
、『
授
業
で
の
努
力

を
行
お
う
と
し
て
い
る
の
か
も
、
年
間

指
導
計
画
に
記
載
す
る
（
図
１
の
⑤
）。

生
徒
主
体
の
活
動
を
中
心
と
し
た
授
業

展
開
に
す
る
こ
と
で
、「
思
考
・
判
断
・

表
現
」「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む

態
度
」
を
評
価
し
や
す
く
し
て
い
る
。

教
務
部
長

伊
原
　豊　

い
は
ら
・
ゆ
た
か

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
８
年
目
。地
理
歴
史・公
民
科
。

教
務
課
長

西
岡
賢
吾　

に
し
お
か
・
け
ん
ご

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
５
年
目
。
数
学
科
。

教
頭松尾

勝
之　

ま
つ
お
・
か
つ
ゆ
き

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

通
算
14
年
目
。
数
学
科
。

年間指導計画図１

※学校資料をそのまま掲載。

設
立
　 

１
９
２
１
（
大
正 

10
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
科
　
　

　
　
　
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
３
２
０
人

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公

立
大
は
、
九
州
工
業
大
、
福
岡
教
育
大
、
熊
本
大
、

大
分
大
、
神
戸
市
外
国
語
大
、
北
九
州
市
立
大
、
福

岡
女
子
大
な
ど
に
73
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
芝
浦

工
業
大
、
東
洋
大
、
立
命
館
大
、
関
西
大
、
関
西
学

院
大
、
西
南
学
院
大
な
ど
に
延
べ
７
４
９
人
が
合
格
。

学
校
概
要

日
々
の
授
業
の
中
で

生
徒
を
丁
寧
に
見
取
る

1

5

4

3 2
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を
ち
ゃ
ん
と
見
て
も
ら
え
て
い
て
、
う

れ
し
い
で
す
』
と
さ
ら
に
授
業
に
集
中

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」（
松
尾
教
頭
）

　
日
々
の
観
点
別
評
価
の
結
果
は
表
計

算
ソ
フ
ト
に
入
力
し
、
点
数
化
す
る
。

入
力
す
る
セ
ル
に
は
あ
ら
か
じ
め
す
べ

て
Ｂ
を
入
力
し
て
お
き
、
Ａ
、
Ｃ
の
結

果
と
な
っ
た
生
徒
の
該
当
の
セ
ル
の

み
、
評
価
の
結
果
を
変
更
す
る
こ
と
で

作
業
を
簡
略
化
し
て
い
る
。

　
教
務
課
長
で
数
学
科
の
西
岡
賢
吾
先

生
は
、
自
身
の
授
業
内
で
「
思
考
・
判

断
・
表
現
」「
主
体
的
に
学
習
に
取
り

組
む
態
度
」
を
評
価
す
る
工
夫
を
、
次

の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
数
学
の
授
業
で
は
、
身
近
な
事
象

を
考
察
し
た
り
、
会
話
文
か
ら
必
要
な

情
報
を
抜
き
出
し
て
立
式
し
た
り
す
る

な
ど
、
暗
記
し
た
定
理
・
公
式
に
あ
て

は
め
る
だ
け
で
は
解
け
な
い
問
題
を
出

す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た

問
題
を
解
く
際
に
見
ら
れ
る
生
徒
の
ユ

ニ
ー
ク
な
視
点
な
ど
も
座
席
表
型
の

日
々
の
評
価
表
に
記
録
し
て
、『
思
考
・

判
断
・
表
現
』『
主
体
的
に
学
習
に
取

り
組
む
態
度
』
の
評
価
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
授
業
で
は
毎
回
、
前
時

の
学
習
内
容
に
関
連
す
る
例
題
に
つ
い

て
、
当
番
の
生
徒
が
教
師
役
（
ス
モ
ー

ル
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）
に
な
っ
て
解
説
す

る
時
間
を
設
け
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動

も
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
（
図
３
）

と
し
て
、『
思
考
・
判
断
・
表
現
』『
主

体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
』
の
評

価
の
対
象
に
し
て
い
ま
す
」

　
教
務
部
長
で
地
理
歴
史
・
公
民
科
の

伊
原
豊
先
生
も
、「
思
考
・
判
断
・
表

現
」「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態

度
」
を
測
る
た
め
、
授
業
に
多
様
な
活

動
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

　「
各
単
元
に
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で

取
り
組
む
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を
盛

り
込
ん
で
い
ま
す
。
最
近
は
、
ペ
ア
で

原
子
力
発
電
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ

ト
を
整
理
し
た
上
で
、
自
分
の
考
え
を

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
し
、
発
表
さ
せ

ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
い
っ
た
ん

回
収
し
、
私
が
評
価
を
し
た
後
、
生
徒

に
返
却
し
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に

は
あ
ら
か
じ
め
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
記
載

し
て
い
た
の
で
、
生
徒
は
私
の
評
価
と

と
も
に
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
述
内
容
を

見
直
し
ま
し
た
。
ま
た
、地
理
Ｂ
で
は
、

定
期
考
査
の
振
り
返
り
シ
ー
ト
を
、『
主

体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
』
の

評
価
の
資
料
と
し
て
い
ま
す
（
図
４
）。

定
期
考
査
の
ポ
イ
ン
ト
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
ど
こ
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の

か
、
な
ぜ
で
き
な
か
っ
た
の
か
を
生
徒

が
自
分
で
分
析
し
、
そ
の
結
果
を
記
入

し
た
シ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
て
、
後
日
、

私
が
評
価
し
た
上
で
返
却
し
ま
す
。
生

徒
は
、
振
り
返
り
を
通
し
て
、
定
期
考

査
で
解
け
な
か
っ
た
問
題
を
再
確
認
す

る
と
と
も
に
、
次
の
定
期
考
査
に
向
け

て
自
分
の
学
習
の
あ
り
方
を
見
直
す
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
」

　
現
在
、
同
校
で
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

座席表型の日々の評価表図２

※学校資料をそのまま掲載。

パフォーマンス課題の実践例図３

※学校資料を基に編集部で作成。

科目 実践事例

現代文 B

教科書の題材に即した新聞記事や
入試の小論文の過去問題の課題文
を用いて、400 字程度の小論文
を書かせたり、その内容をプレゼ
ンテーションさせたりした。

地理 B

熱帯林が減少するとどのような
影響があるのか、また、減少し
ないようにするためにはどのよ
うな取り組みがあるのかを、グ
ルーブで考察し、発表させた。

数学Ⅰ・A

実生活と直結するような事象を
題材としたパフォーマンス課題
を実施し、生徒の記述から思考
力を評価した。また、生徒に練
習問題の解答を発表させ、思考
力や表現力を評価した。

化学基礎・
化学

単元ごとに学習内容を 1 枚ポー
トフォリオにまとめさせ、提示
したルーブリックに沿って、思
考力などを評価した。

評
価
の
改
善
に
は

教
師
同
士
の
対
話
が
不
可
欠

16 高校版  2021 October

0-01-J-22511-001 2021 年度 VIEW next 高校版 10 月号 16 頁 ＣＭ
ＹＫ

再
念
校

10/04
八木

再
2
念
校

10/06
芳賀

再
3
念
校

10/06
引寺 − −/−

− − −/−
−

P14-17_view-next-koukou-10g.indd   16 2021/10/06   18:46



ス
課
題
や
小
テ
ス
ト
、
振
り
返
り
シ
ー

ト
、
授
業
態
度
と
い
っ
た
、
定
期
考
査

以
外
の
評
価
対
象
ご
と
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
評
価

を
表
計
算
ソ
フ
ト
に
入
力
し
、
得
点
化

し
て
い
る
。
そ
れ
に
定
期
考
査
の
結
果

を
加
え
て
科
目
ご
と
に
合
計
得
点
を
算

出
し
、
得
点
率
80
％
以
上
は
５
、
65
％

以
上
80
％
未
満
は
４
な
ど
と
評
定
に
換

算
し
て
い
る
。
既
に
観
点
別
評
価
を
実

施
し
て
７
年
目
と
な
り
、
観
点
別
評
価

や
評
価
と
一
体
化
し
た
授
業
の
あ
り
方

に
つ
い
て
の
理
解
は
校
内
に
浸
透
し
て

い
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
改
善
の
余

地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　「
例
え
ば
、
数
学
に
お
け
る
『
主
体

的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
』
の
評
価

で
は
、
毎
回
の
授
業
の
振
り
返
り
シ
ー

ト
の
評
価
点
が
同
観
点
の
配
点
の
約

30
％
を
占
め
ま
す
。
た
だ
、『
最
初
は

こ
う
だ
っ
た
け
れ
ど
、
今
は
こ
う
な
っ

た
』
と
、
学
習
へ
の
取
り
組
み
の
変
化

を
客
観
視
し
て
記
述
す
る
の
が
苦
手
な

生
徒
も
い
ま
す
。
し
か
し
、
う
ま
く
書

け
て
い
な
い
か
ら
成
長
が
な
い
と
言
う

わ
け
で
は
な
く
、
生
徒
に
話
を
聞
い
て

み
る
と
、
数
学
的
な
見
方
や
考
え
方
が

深
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
生
徒
の
成
長
を
見
取
る
、

よ
り
適
切
な
方
法
を
追
究
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
」（
西
岡
先
生
）

　
21
年
度
は
、
特
に
「
主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
む
態
度
」
に
つ
い
て
、
各
教

科
会
で
評
価
規
準
の
明
確
化
に
時
間
を

か
け
て
い
る
と
い
う
。「
分
か
ら
な
い

単
語
や
熟
語
が
あ
っ
た
時
に
、
自
ら
調

べ
、
書
い
た
り
音
読
し
た
り
を
繰
り
返

し
て
覚
え
よ
う
と
し
て
い
る
」「
自
分

の
理
解
が
不
十
分
な
と
こ
ろ
を
解
決
す

る
た
め
に
、
教
師
や
仲
間
に
相
談
し
て

い
る
」
な
ど
と
、「
主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度
」
の
表
出
を
判
断
で
き

る
生
徒
の
言
動
を
言
語
化
し
、
生
徒
に

提
示
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　「
評
価
は
、
仕
組
み
を
作
っ
た
ら
終

わ
り
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

３
学
期
に
は
、
観
点
別
評
価
の
年
度
総

括
会
を
行
い
、
今
年
度
の
授
業
と
評
価

は
学
校
教
育
目
標
の
達
成
に
結
び
つ
く

も
の
だ
っ
た
の
か
、
大
き
な
視
点
で
話

し
合
い
ま
す
。
特
に
、
担
当
教
師
数
が

少
な
い
教
科
・
科
目
は
、
そ
の
教
師
の

教
育
観
で
授
業
・
評
価
の
あ
り
方
が
決

ま
り
が
ち
で
す
か
ら
、
学
校
全
体
で
指

導
と
評
価
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
そ
の

実
態
を
振
り
返
る
こ
と
が
大
切
で
す
」

（
伊
原
先
生
）

　
同
校
で
は
、
昨
年
度
ま
で
、
教
科

に
よ
っ
て
は
家
庭
学
習
で
の
課
題
の

提
出
状
況
を
「
主
体
的
に
学
習
に
取
り

組
む
態
度
」
の
評
価
項
目
に
入
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
教
科
会
な
ど
で
「
家
庭

学
習
に
取
り
組
め
る
か
ど
う
か
は
、
家

庭
の
状
況
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
は
な

い
か
」
な
ど
の
声
が
上
が
り
、
今
年
度

は「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」

の
評
価
対
象
か
ら
外
し
て
い
る
。

　「
本
校
で
は
現
在
、
生
徒
の
自
己
評

価
は
、評
定
の
対
象
と
し
て
い
ま
せ
ん
。

生
徒
の
自
己
評
価
を
軽
視
し
て
い
る
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
教
師
が
、『
君

は
自
分
で
思
っ
て
い
る
以
上
に
で
き
て

い
る
よ
』『
次
は
こ
の
点
に
気
を
つ
け

て
学
習
し
て
み
よ
う
』
な
ど
と
、
生
徒

の
よ
い
と
こ
ろ
を
見
取
り
、
次
の
学
習

に
向
か
わ
せ
る
声
か
け
の
材
料
と
し
て

生
徒
の
自
己
評
価
を
活
用
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
状
況

に
合
わ
せ
た
指
導
や
評
価
へ
と
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
生
徒
の
学
力

や
気
質
の
変
化
を
見
逃
さ
ず
、
評
価
の

あ
り
方
も
改
善
し
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
」（
松
尾
教
頭
）

定期考査の振り返りワークシート図４

※学校資料をそのまま掲載。
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新
学
習
指
導
要
領
に
つ
い
て
、
先
生

方
と
ま
ず
確
認
し
た
い
の
は
、
大
き
く

転
換
し
た
目
標
観
で
す
。
こ
れ
ま
で
、

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、

知
識
・
技
能
を
使
う
時
に
必
要
な
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
育
成
が
目
指

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、新
学
習
指
導
要
領
で
は
、

そ
う
し
た
目
標
観
の
転
換
に
伴
う
評
価

観
の
転
換
も
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え

ま
す
。
そ
れ
が
す
な
わ
ち
、「
知
識
・

技
能
」「
思
考
・
判
断
・
表
現
」「
主
体

的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
３
観

点
で
の
評
価
で
す
。

　
こ
の
観
点
別
評
価
は
、
自
動
車
の
運

転
免
許
の
取
得
の
過
程
で
考
え
る
と
イ

メ
ー
ジ
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
交
通

ル
ー
ル
や
運
転
マ
ナ
ー
等
の
知
識
の
習

得
は
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
等
で
、
基
本
的

な
運
転
技
術
の
習
得
状
況
は
教
習
所
内

で
の
教
習
で
評
価
し
ま
す
が
、
学
ん
だ

知
識
や
技
能
を
使
い
こ
な
す
運
転
が
で

き
る
か
ど
う
か
は
、
実
際
に
路
上
に
出

て
運
転
す
る
路
上
検
定
で
評
価
し
ま

す
。
そ
の
よ
う
に
、
知
識
・
技
能
の
習

得
状
況
は
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
で
、
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
発
揮
は
複
数

知
識
・
技
能
は
、
個
別
の
も
の
と
し
て

習
得
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
れ
か
ら
は
、
知
識
・
技
能
を

互
い
に
関
連
づ
け
た
り
、
構
造
化
し
た

り
し
な
が
ら
深
く
理
解
し
、
実
社
会
で

使
い
こ
な
せ
る
も
の
と
し
て
習
得
す
る

「逆向き設計」の３つの段階図１

※グラント・ウィギンズ、 ジェイ・マクタイ『理解をもたらすカリキュラム
設計』（日本標準）の内容を基に西岡教授が作成。

1.求められている結果
（目標）を明確にする

2.承認できる証拠
（評価方法）を決定する

3.学習経験と指導を
計画する

修了時を
イメージする指導の前に

評価方法を
計画する

「
深
い
理
解
」
を
評
価
し
、

生
徒
の
学
び
の
意
欲
を
高
め
る

識者解説

新学習指導要領で
求められる
学習評価の本質と
その実践の要諦
京都大学大学院　教育学研究科　教授

西岡加名恵
新学習指導要領で改善が求められている学習評価、
特に観点別学習状況の評価（以下、観点別評価）の充実は、
生徒の学習にどのような影響をもたらすのか。
2022年度入学生を迎えるにあたって
押さえておくべきポイントを、
教育評価を専門とする研究者が解説する。

京
都
大
学
大
学
院

教
育
学
研
究
科

　教
授

西
岡
加
名
恵
　に

し
お
か
・
か
な
え

専
門
は
教
育
方
法
学
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
論
、
教
育
評
価

論
）。
文
部
科
学
省
「
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
を
踏
ま

え
た
教
育
目
標
・
内
容
と
評
価
の
在
り
方
に
関
す
る
検

討
会
」
委
員
な
ど
を
歴
任
。
著
書
に 

『
教
科
と
総
合
学

習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
設
計
：
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
を
ど

う
活
か
す
か
』 （
図
書
文
化
）、
編
著
に
『
高
等
学
校 

教

科
と
探
究
の
新
し
い
学
習
評
価
』（
学
事
出
版
）
な
ど
、

多
数
。

1
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
学
習
評
価
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の
知
識
や
技
能
を
総
合
し
て
使
い
こ
な

す
こ
と
を
求
め
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課

題
で
評
価
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
観
点

ご
と
に
多
様
な
方
法
で
評
価
す
る
の
が

観
点
別
評
価
で
す
。

　
観
点
別
評
価
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
目
標
に
対
し
て
ど
の

評
価
方
法
を
用
い
る
の
か
を
明
確
に
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

目
標
と
評
価
方
法
の
対
応
を
考
え
る
上

で
参
考
に
な
る
の
が
、「
逆
向
き
設
計
」

（
図
１
）
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
評
価
方

法
は
、
指
導
が
終
わ
っ
た
後
で
検
討
さ

れ
が
ち
で
し
た
が
、
単
元
末
や
学
年

末
・
卒
業
時
な
ど
に
お
け
る
指
導
の
ね

ら
い
が
達
成
さ
れ
た
状
態
か
ら
さ
か
の

ぼ
り
、
指
導
計
画
と
評
価
方
法
を
指
導

の
前
段
階
で
構
想
し
て
お
く
と
い
う
考

え
方
で
す
。［
実
践
事
例
３
］ 

福
岡
県

立
香
椎
高
校
（
Ｐ
．14
〜
17
）
は
、
年

間
指
導
計
画
で
目
標
、
指
導
、
評
価
を

年
度
当
初
に
一
体
的
に
計
画
し
、
年
度

末
に
教
師
同
士
の
対
話
に
よ
っ
て
振
り

返
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
目
標
に
合
致

し
た
指
導
と
評
価
を
実
施
す
る
同
校
で

は
、生
徒
は「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
」
を
授
業
で
も
評
価
で
も

実
感
し
や
す
く
、
学
び
の
意
欲
も
向
上

し
や
す
い
は
ず
で
す
。
観
点
別
評
価
の

充
実
は
、
学
習
者
で
あ
る
生
徒
に
と
っ

て
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
の

で
す
。

　
資
質
・
能
力
を
、「
知
識
・
技
能
」「
思

考
・
判
断
・
表
現
」「
主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
む
態
度
」
の
３
観
点
で
バ
ラ

ン
ス
よ
く
評
価
す
る
た
め
に
は
、
様
々

な
評
価
方
法
を
多
面
的
に
活
用
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
図
２
は
、
評
価
方
法
を
単
純
な
も

の
・
複
雑
な
も
の
と
い
う
縦
軸
、
筆
記

に
よ
る
評
価
と
実
演
に
よ
る
評
価
と
い

う
横
軸
で
整
理
し
た
も
の
で
す
。
こ
の

中
で
、
様
々
な
知
識
や
ス
キ
ル
を
総
合

し
て
使
い
こ
な
す
こ
と
を
求
め
る
よ
う

な
複
雑
な
課
題
を
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
課
題
」
と
言
い
ま
す
。
小
論
文
や
レ

ポ
ー
ト
、
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
や

発
表
、
実
験
の
計
画
・
実
施
・
報
告
な

ど
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
に
あ
た
り

ま
す
。
な
お
、「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評

価
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
は
知
識
や
ス
キ
ル
を
状
況
に
お
い
て

使
い
こ
な
す
こ
と
を
求
め
る
よ
う
な
評

価
方
法
の
総
称
で
、
客
観
テ
ス
ト
以
外

の
す
べ
て
の
評
価
方
法
を
含
み
ま
す
。

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
は
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
評
価
の
方
法
の
１
つ
で
す
。

学習評価の様々な方法図２

※西岡加名恵『教科と総合学習のカリキュラム設計』（図書文化）より。

選択回答式（客観テスト式）の問題
•多肢選択問題
•正誤問題
•順序問題
•組み合わせ問題
•穴埋め問題（単語・句）

活動の要素の点検項目
•発問への応答
•活動の観察

実技テストの項目
•検討会、面接、口頭試問
•短文の朗読
•実験器具の操作
•運指練習
•運動技能の実演

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
評
価
法

筆
記

実
演

単純

複雑

自由記述式の問題
〜短答問題（文章・段落・図表など）
•知識を与えて推論させる問題
•作問法
•認知的葛藤法
•予測・観察・説明（POE）法
•概念マップ法、ベン図法
•運勢ライン法
•描画法

パフォーマンス課題
•エッセー、小論文、論説文
•研究レポート、研究論文
•実験レポート、観察記録
•物語、脚本、詩、曲、絵画
•歴史新聞

１
枚
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
評
価

プロジェクト

•朗読、口頭発表、プレゼンテーション
•グループでの話し合い、ディベート
•実験の計画・実施・報告
•演劇、ダンス、曲の演奏
•スポーツの試合

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価

多
様
な
評
価
方
法
を

使
い
こ
な
し
て
３
観
点
を
評
価

2
様
々
な
方
法
で
生
徒
を
評
価
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ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
評
価
法
は
、
学
習

者
の
作
品
や
自
己
評
価
の
記
録
、
教
師

の
指
導
と
評
価
の
記
録
な
ど
を
フ
ァ
イ

ル
な
ど
に
系
統
的
に
蓄
積
し
た
も
の

（
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
）
を
基
に
し
た
評

価
の
こ
と
で
す
。
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
作

り
を
通
し
て
、
生
徒
は
学
習
の
あ
り
方

を
自
己
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
、
教
師

は
生
徒
の
学
習
活
動
の
記
録
と
照
ら
し

合
わ
せ
な
が
ら
、
自
身
の
教
育
活
動
を

評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ど
の
観
点
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
評

価
す
る
の
か
、前
述
の
「
逆
向
き
設
計
」

の
考
え
方
で
検
討
し
ま
す
。
知
識
や
技

能
の
習
得
を
確
認
す
る
に
は
筆
記
テ
ス

ト
や
実
技
テ
ス
ト
が
有
効
で
す
が
、
知

識
や
技
能
の
「
深
い
理
解
」
の
獲
得
を

支
援
し
、
評
価
す
る
た
め
に
は
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
に
取
り
組
ま
せ
る

こ
と
が
必
須
だ
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

　
観
点
別
評
価
で
は
、
ど
の
よ
う
な
目

標
に
対
し
て
、
ど
の
評
価
方
法
を
用
い

る
か
の
検
討
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
前
述

の
「
逆
向
き
設
計
」
で
は
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
中
核
に
位
置
す
る
よ
う
な
本
質

的
な
重
点
目
標
と
副
次
的
な
目
標
と
を

「
知
の
構
造
」
と
し
て
区
別
し
な
が
ら
、

評
価
方
法
と
の
対
応
関
係
を
示
し
て
い

ま
す
（
図
４
）。

　「
知
の
構
造
」
に
お
い
て
、
最
も
低

次
に
位
置
す
る
の
が
「
事
実
的
知
識
」

と
「
個
別
的
ス
キ
ル
」
で
す
。「
事
実

的
知
識
」
と
「
個
別
的
ス
キ
ル
」
は
、

授
業
で
扱
う
べ
き
も
の
で
す
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
生
き
て
働
く
学
力
と
は
な
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
よ
り
高
次
に
位
置
す

る
の
が
「
転
移
可
能
な
概
念
」
と
「
複

雑
な
プ
ロ
セ
ス
」
で
す
。「
転
移
可
能

な
概
念
」
と
は
、
様
々
な
状
況
で
使
え

る
よ
う
な
概
念
で
、「
複
雑
な
プ
ロ
セ

ス
」
と
は
、
様
々
な
情
報
を
総
合
す
る

よ
う
な
手
続
き
的
知
識
で
す
。さ
ら
に
、

「
転
移
可
能
な
概
念
」
と
「
複
雑
な
プ

ロ
セ
ス
」
を
総
合
し
た
も
の
と
し
て
、

「
原
理
や
一
般
化
」
に
つ
い
て
の
「
永

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
の
よ
う
に
、

生
徒
自
身
が
課
題
を
設
定
し
、
情
報
の

収
集
、
整
理
・
分
析
、
ま
と
め
・
表
現

を
行
い
、
さ
ら
に
課
題
を
設
定
し
直
す

と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
い
く
活
動

に
つ
い
て
は
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
評
価

法
で
、
学
び
の
中
で
の
生
徒
の
変
化
を

見
取
っ
て
い
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
（
図

３
）。

続
的
理
解
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

「
原
理
や
一
般
化
」
に
つ
い
て
の
「
永

続
的
理
解
」
は
、
将
来
、
学
習
内
容
の

詳
細
を
忘
れ
て
も
身
に
つ
け
て
お
い
て

ほ
し
い
も
の
で
あ
り
、
新
学
習
指
導
要

領
に
お
け
る
「
各
教
科
・
科
目
等
の
特

質
に
応
じ
た
見
方
・
考
え
方
」
に
通
じ

る
も
の
で
す
。

　「
転
移
可
能
な
概
念
」「
複
雑
な
プ
ロ

セ
ス
」を
総
合
し
て
得
ら
れ
る
よ
う
な
、

「
原
理
や
一
般
化
」
に
つ
い
て
の
「
永

続
的
理
解
」
の
評
価
に
ふ
さ
わ
し
い
方

法
が
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
で
す
。

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
は
、
様
々
な
知

識
や
ス
キ
ル
を
総
合
し
て
レ
ポ
ー
ト
な

ど
を
作
成
し
た
り
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
実
演
に
取
り
組
ま
せ
た

り
す
る
の
に
適
し
た
単
元
で
設
定
し
ま

す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
複
数
の
小
さ

な
単
元
を
組
み
合
わ
せ
て
、
少
し
大
き

な
単
元
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を
設

定
す
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
図
４
で
は
理
科
を
例
に「
知
の
構
造
」

を
示
し
て
い
ま
す
が
、
高
次
な
知
識
・

ス
キ
ル
で
あ
る
「
転
移
可
能
な
概
念
」

や
「
複
雑
な
プ
ロ
セ
ス
」
を
評
価
す
る

た
め
に
、「
原
子・分
子
、
化
合
、
酸
化・

還
元
と
い
っ
た
概
念
に
つ
い
て
説
明
す

３観点と評価方法の対応例図３

※西岡教授への取材を基に編集部で作成。

観点

評価方法

教科学習
総合探究を
始めとする
探究学習

知識・技能 筆記テスト／実技テスト
【評価規準】チェックリスト

ポートフォリオ
評価法

思考・判断・表現

パフォーマンス課題
【評価規準】ルーブリック主体的に学習に

取り組む態度

様
々
な
知
識
や
ス
キ
ル
の

総
合
・
活
用
を
求
め
る
課
題

3
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
と
は
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る
」「
実
験
の
手
順
を
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
に
す
る
」「
実
験
結
果
を
踏
ま
え
て

考
察
す
る
」
と
い
っ
た
自
由
記
述
式
問

題
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、「
原

理
や
一
般
化
」
に
つ
い
て
の
「
永
続
的

理
解
」
と
い
う
重
点
目
標
に
対
応
さ
せ

る
と
、
異
な
る
物
質
を
識
別
す
る
た
め

の
実
験
を
計
画
・
実
施
・
報
告
さ
せ
る

と
い
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　「
原
理
や
一
般
化
」
に
つ
い
て
の
「
永

続
的
理
解
」
を
見
極
め
る
た
め
に
、「
逆

向
き
設
計
」
で
は
、「
本
質
的
な
問
い
」

を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
を
提
案
し
て

い
ま
す
。「
本
質
的
な
問
い
」
は
、
教

科
の
中
核
に
位
置
す
る
問
い
で
あ
る
の

と
同
時
に
、
生
活
と
の
関
連
か
ら
学
ぶ

意
義
が
見
え
て
く
る
よ
う
な
問
い
で

す
。「
～
と
は
何
か
？
」
と
概
念
理
解

を
尋
ね
た
り
、「
～
す
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
？
」
と
方
法
論
を
尋
ね
た

り
す
る
「
本
質
的
な
問
い
」
を
生
徒
に

問
う
こ
と
で
、
個
々
の
知
識
や
ス
キ
ル

が
関
連
づ
け
ら
れ
、
統
合
さ
れ
て
、「
永

続
的
理
解
」
へ
と
至
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。

　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
は
、
学
ん
だ

こ
と
を
現
実
の
状
況
で
生
き
て
働
く
も

の
と
し
て
発
揮
で
き
る
か
を
評
価
す
る

も
の
で
す
。
リ
ア
ル
な
、
つ
ま
り
「
真

正
性
」
の
高
い
評
価
方
法
を
学
校
で
の

評
価
に
持
ち
込
む
こ
と
で
、
生
徒
は
学

習
の
意
義
と
成
果
を
実
感
し
や
す
く
な

り
ま
す
。「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を

取
り
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
授
業
に

対
す
る
生
徒
の
集
中
力
が
高
ま
っ
た
」

「
教
科
書
を
よ
く
読
む
よ
う
に
な
っ
た
」

と
い
っ
た
声
を
現
場
の
先
生
方
か
ら
聞

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
生
徒
が
考
え
な
が
ら
授
業
に
臨
む

こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
る
か
ら

で
し
ょ
う
。［
実
践
事
例
2
］ 

宮
城
県

仙
台
第
三
高
校
（
Ｐ
．10
〜
13
）
で
は
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
に
取
り
組
ん
だ

後
、生
徒
が「
も
っ
と
努
力
し
た
い
」「
さ

ら
に
工
夫
し
た
い
」
な
ど
と
、
自
身
の

学
習
の
見
通
し
を
立
て
た
り
、
合
格
点

を
取
っ
て
い
る
の
に
「
も
っ
と
練
習
し

て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
に
再
挑
戦
し

た
い
」
と
、
自
ら
高
い
目
標
を
掲
げ
た

り
す
る
様
子
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を
作
成
す
る

際
に
は
、
適
切
な
単
元
を
選
び
、「
本

質
的
な
問
い
」
や
「
原
理
や
一
般
化
」

に
つ
い
て
の
「
永
続
的
理
解
」
を
教
科

内
で
言
語
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
初
め
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を

実
施
す
る
時
は
少
々
苦
労
を
感
じ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
多
く
の
先

生
方
は
、「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を

実
施
し
て
み
た
こ
と
で
、
本
校
の
生
徒

は
こ
こ
ま
で
で
き
る
の
だ
と
分
か
り
、

感
動
し
た
」
と
、
苦
労
に
見
合
っ
た
喜

び
を
語
り
ま
す
。［
実
践
事
例
1
］ 

北
海

道
札
幌
南
陵
高
校
（
Ｐ
．６
〜
９
）で
は
、

音
楽
の
授
業
に
お
い
て
、
評
価
規
準
を

生
徒
に
明
示
し
た
上
で
、
レ
ポ
ー
ト
に

「知の構造」と評価方法・評価基準の対応図 4

※西岡加名恵『教科と総合学習のカリキュラム設計』（図書文化）より。

「原理や一般化」
についての

「永続的理解」
（例：異なる物質を識
別するには、化合、酸
化や還元など、化学
反応を確かめる実験
をすればよい）

「本質的な問い」
（例：異なる物質の
性質を調べる実験
をするには、どう
すればよいのだろ
うか？）

転移可能な概念
（例：原子・分子、化合、
酸化・還元）

複雑なプロセス
（例：実験の手順をフ
ローチャートにする、結
果を踏まえて考察する）

事実的知識
（例：酸 化 鉄
に薄い塩酸を
混ぜると酸化
水素が発生す
る）

事実的知識
（例：乳鉢、塩
化コバルト紙）

個別的スキル
（例：ガスバー
ナーを使う）

個別的スキル
（例：実験結果
を表に記録す
る）

パフォーマンス
課題

筆記テスト
実技テスト

チェック
リスト

ルーブリック

「
真
正
な
評
価
」
に
よ
っ
て

生
徒
の
学
び
の
姿
勢
が
変
わ
る

21  高校版  2021 October

はじめの一手で見えてくる 生徒のための学習評価

0-01-J-22511-001 2021 年度 VIEW next 高校版 10 月号 20 頁 ＣＭ
ＹＫ

再
念
校

10/04
八木

再
2
念
校

10/06
芳賀 − −/−

− − −/−
− − −/−

−0-01-J-22511-001 2021 年度 VIEW next 高校版 10 月号 21 頁 ＣＭ
ＹＫ

再
念
校

10/04
八木

再
2
念
校

10/06
芳賀 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P18-23_view-next-koukou-10g.indd   21 2021/10/06   13:58



　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
で
の
生
徒
の

レ
ポ
ー
ト
や
作
品
の
評
価
は
、
客
観
テ

ス
ト
の
よ
う
に
正
解
・
不
正
解
と
い
う

形
で
判
定
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
一

つ
ひ
と
つ
の
取
り
組
み
の
質
を
吟
味
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
課
題
で
の
取
り
組
み
の
質
を
判
断
す

る
基
準
表
が
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
す
。

　
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、
評
価
す
る
観
点

（
規
準
）
と
、
そ
の
到
達
の
度
合
い
を

示
す
数
レ
ベ
ル
程
度
の
尺
度
（
基
準
）

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
に
対
応
す
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
徴
候
を
記
し
た
記
述

語
か
ら
成
り
ま
す
（
図
５
）。

　
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
１
つ
に
、
特
定
の

課
題
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
作
品
に
つ
い

て
、そ
の
質
を
吟
味
す
る
た
め
の
規
準・

基
準
を
明
示
す
る
「
特
定
課
題
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
」
が
あ
り
ま
す
。
先
生
方
が
各

単
元
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
で
用

い
る
の
は
、
特
定
課
題
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

で
あ
り
、
生
徒
に
対
し
て
、
評
価
者
で

あ
る
教
師
が
、
何
を
、
ど
ん
な
点
で
評

価
す
る
の
か
を
明
示
す
る
も
の
で
す
。

　
特
定
課
題
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用
い
た

質
的
な
評
価
は
、
客
観
テ
ス
ト
な
ど
に

よ
る
量
的
な
評
価
と
異
な
り
、
専
門
家

の
持
つ
「
鑑
識
眼
」
を
基
盤
と
し
て
行

わ
れ
る
も
の
で
す
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の

作
成
で
は
、
教
師
同
士
の
対
話
が
不

可
欠
で
す
が
（
図
６
）、
そ
の
営
み
は
、

指
導
観
の
共
有
や
同
僚
性
の
涵
養
に
も

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、
学
習
者
に
対
し

て
、
基
準
に
到
達
し
た
状
態
を
具
体
的

に
伝
え
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
単
に
生
徒
の

姿
を
文
章
で
記
す
だ
け
で
な
く
、
そ
の

レ
ベ
ル
に
対
応
し
た
具
体
的
な
生
徒
の

作
品
（
ア
ン
カ
ー
作
品
）
を
添
付
す
る

と
、
生
徒
は
さ
ら
に
目
指
す
べ
き
状
態

が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
課
題
に
取
り
組
ん
だ
生
徒
の
姿
を
基

に
練
り
上
げ
ら
れ
て
こ
そ
、
自
校
の
生

よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を
繰
り
返

し
実
施
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
理
解
を

長
期
的
に
深
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
の
作

成
に
は
、「
本
質
的
な
問
い
」
や
「
原

理
や
一
般
化
」
に
つ
い
て
の
「
永
続
的

理
解
」
と
い
う
暗
黙
知
に
な
り
が
ち

だ
っ
た
事
柄
を
先
生
方
が
共
有
す
る
こ

と
で
、
教
科
の
指
導
力
が
向
上
す
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

ルーブリックの構成図５

ルーブリックの作成手順の例図６

※西岡教授への取材を基に編集部で作成。

❶
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を
実
施
し
、

学
習
者
の
作
品
を
集
め
る
。

❷
ぱ
っ
と
見
た
印
象
で
、「
５ 

素
晴
ら
し

い
」「
４ 

よ
い
」「
３ 

合
格J

「
２ 

も
う

一
歩
」「
１ 

か
な
り
の
改
善
が
必
要
」
と

い
う
５
つ
の
レ
ベ
ル
で
採
点
す
る
。
複

数
人
で
採
点
す
る
場
合
は
互
い
の
採
点

が
分
か
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
す
る
（
評

点
を
付
箋
紙
に
書
き
、
作
品
の
裏
に
貼

り
つ
け
る
な
ど
）。

❸
全
員
が
採
点
し
終
わ
っ
た
ら
．
付
箋

紙
を
作
品
の
表
に
貼
り
直
し
、
レ
ベ
ル

別
の
作
品
群
に
分
け
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

レ
ベ
ル
に
対
応
す
る
作
品
群
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
特
徴
が
見
ら
れ
る
の
か
を

読
み
取
り
、
話
し
合
い
な
が
ら
記
述
語

を
作
成
す
る
。

❹
ひ
と
通
り
の
記
述
語
が
で
き
た
ら
、

評
価
が
分
か
れ
た
作
品
に
つ
い
て
検
討

し
、
そ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
も
的
確

に
評
価
で
き
る
よ
う
に
記
述
語
を
練
り

直
す
。

❺
必
要
に
応
じ
て
評
価
の
観
点
を
複
数

に
分
け
て
、
観
点
別
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に

す
る
。

※
グ
ラ
ン
ト
・
ウ
ィ
ギ
ン
ズ
『Educative 

Assessm
ent

』（Jossey-Bass Publishers

）

の
内
容
を
基
に
西
岡
教
授
が
作
成
。

A B C

探
究
課
題
の
設
定

実行可能で検証可能な課
題を設定している
• 実際に実験をした上で、さら
に追究すべき適切な問いと仮説
を立てている

• 先行研究がある場合、比較で
きるような課題を設定している

研究の目標を踏まえた
課題を設定している
• 実際に実験で検証でき
るような問いを立ててい
る

• 研究を通じて明らかに
したい目標や仮説を書い
ている

課題を設定するこ
とができていない
• 問いが曖昧で、具
体的に何をしたらよ
い の か が 明 ら か に
なっていない

評価
規準
（観点）

レベル

基準

徴候

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
で
の

取
り
組
み
の
質
を
評
価
す
る

4
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
と
は
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観点 評価方法 単元１ 単元 X 単元 Y

主体的に学習に
取り組む態度 パフォーマンス

課題 ◎
思考・判断・表現

知識・技能
筆記テスト／
実技テスト ◎ ◎

　
各
教
科
に
お
い
て
、
ど
の
単
元
で
ど

の
評
価
方
法
を
用
い
る
の
か
、
指
導
計

画
と
合
わ
せ
て
検
討
し
ま
す
（
図
７
）。

「
知
識
・
技
能
」
は
筆
記
テ
ス
ト
と
実

技
テ
ス
ト
、「
思
考
・
判
断
・
表
現
」「
主

体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
は
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
で
一
体
的
に
評
価

す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
と
、
３
観
点

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
見
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
筆
記
テ
ス
ト
や
実
技
テ
ス
ト
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
評
価
項
目
を
並

べ
た
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
評
価
規
準
を

定
め
た
上
で
テ
ス
ト
を
作
成
し
、
達
成

率
で
成
績
を
つ
け
ま
す
。
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
課
題
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
基
づ
い
て
評
価
を
行

い
ま
す
が
、
単
元
を
超
え
て
類
似
の
課

　
ま
ず
、
各
教
科
で
１
つ
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
課
題
を
実
践
し
て
み
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
生
徒
の
レ
ポ
ー
ト
や

作
品
に
対
す
る
先
生
た
ち
の
評
価
を
持

ち
寄
り
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
っ
て
い

く
こ
と
で
、
観
点
別
評
価
に
対
す
る
理

解
が
深
ま
り
ま
す
し
、
各
学
年
で
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
の
作
成
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
校
内
の
知
見
が
積
み
重
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
探
究
学
習
な
ど
で
作
成
し

て
い
る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
見
な
が

ら
、
課
題
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

題
を
繰
り
返
し
与
え
て
、
長
期
的
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
を
用
い
て
生
徒
の
成
長
を
評

価
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

て
、
生
徒
と
１
対
１
で
対
話
す
る
こ
と

で
、
生
徒
が
設
定
し
た
探
究
課
題
の
質

や
資
料
の
収
集
力
、
論
理
性
な
ど
を
評

価
す
る
先
生
方
の
力
が
向
上
す
る
は
ず

で
す
。
そ
う
し
た
力
は
、
探
究
学
習
は

も
ち
ろ
ん
、
教
科
の
授
業
の
評
価
の
改

善
に
も
必
ず
役
立
ち
ま
す
。

　
観
点
別
評
価
は
、
予
測
困
難
な
社
会

で
幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め
に
ど
の
よ

う
な
資
質
・
能
力
が
必
要
か
を
、
生
徒

と
教
師
が
共
通
理
解
す
る
機
会
で
も
あ

り
ま
す
。
観
点
別
評
価
の
充
実
は
、
生

徒
に
と
っ
て
、
高
校
で
の
学
び
の
意
義

を
認
識
す
る
だ
け
で
な
く
、
大
学
な
ど

で
の
学
び
を
見
通
す
こ
と
に
も
つ
な
が

る
は
ず
で
す
。

　
な
お
、
３
観
点
す
べ
て
を
各
単
元
で

評
価
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
年
間
指
導
計
画
を
見
通

し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
を
評
価

し
や
す
い
単
元
、タ
イ
ミ
ン
グ
（
授
業
、

定
期
考
査
、
発
表
会
な
ど
）
を
考
え

て
、
評
定
に
結
び
つ
け
る
機
会
を
明
確

に
す
る
こ
と
で
、
先
生
方
が
「
評
価
疲

れ
」
す
る
こ
と
の
な
い
評
価
計
画
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
図
７
の
○

印
の
よ
う
な
評
定
に
結
び
つ
け
な
い
評

価
は
、
指
導
と
学
習
の
改
善
に
生
か
す

形
成
的
評
価
と
し
て
活
用
し
て
い
く
と

よ
い
で
し
ょ
う
。

徒
の
実
態
に
合
っ
た
評
価
規
準
・
基
準

と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
言
い
換
え
れ

ば
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
が
で
き
て
も
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
が
十
分
に
実
施
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
、
生
徒
を
適
切
に
評

価
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

学習評価計画の立て方の例図７

※○が指導する観点、◎が評定に結びつける観点を示す。
※西岡加名恵『教科と総合学習のカリキュラム設計』（図書文化）より。

観点 評価方法 単元１ 単元２ 単

主体的に学習に
取り組む態度 パフォーマンス

課題 ○
思考・判断・表現

知識・技能
筆記テスト／
実技テスト ◎ ◎

３
観
点
を
ど
の
単
元
で

何
を
使
っ
て
評
価
す
る
か

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を
実
施
し
、

評
価
を
持
ち
寄
る

5
評
価
計
画
の
立
て
方

6
22
年
度
に
向
け
て
、
先
生
方
へ
の
提
案
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ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
（
以
下
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
指
定
校
の
石
川

県
立
金
沢
泉
丘
高
校
、
福
井
県
立
藤
島

高
校
、
三
重
県
立
津
高
校
、
滋
賀
県
立

膳ぜ

所ぜ

高
校
、
京
都
市
立
堀
川
高
校
、
大

阪
府
立
天
王
寺
高
校
、
兵
庫
県
立
神
戸

高
校
、
奈
良
県
立
奈
良
高
校
（
以
下
、

Ｓ
Ｓ
Ｈ
８
校
）
は
、
理
系
の
課
題
研
究

を
評
価
す
る
た
め
の
「
標
準
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
」（
＊
）
の
開
発
に
取
り
組
み
、

各
校
が
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
課
題
研

究
の
指
導
に
関
す
る
知
見
を
、
広
く
他

校
に
も
共
有
す
る
と
と
も
に
、
入
試
改

革
を
始
め
と
す
る
高
大
接
続
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
高
校
の
立
場
か
ら
問
題
提

起
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
だ
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
８

校
は
、
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究

科
の
西
岡
加
名
恵
教
授
、
愛
知
県
立

大
学
教
育
福
祉
学
部
の
大
貫
守
准
教
授

に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
協
力
を

依
頼
。「
標
準
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
の
開

発
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
８
校
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
担
当
教

師
が
参
加
す
る
研
究
会
を
主
な
検
討
の

場
と
し
て
進
め
ら
れ
た
。

　
第
１
回
研
究
会
（
17
年
8
月
）
で
は
、

異
な
る
学
校
の
参
加
者
で
構
成
さ
れ
た

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指

導
経
験
を
踏
ま
え
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
と
し
て
目

指
し
て
き
た
こ
と
や
、
年
間
を
通
し
た

生
徒
の
変
化
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し

た
。
そ
し
て
、
各
校
で
既
に
運
用
し
て

い
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
参
考
に
し
て
、

「
標
準
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
の
記
述
語
を

作
成
し
た
。
第
2
回
研
究
会
（
18
年
8

月
）
で
は
、
自
校
の
生
徒
が
書
い
た
論

文
を
各
校
が
持
ち
寄
り
、
探
究
分
野
別

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
論
文
の
評

価
を
通
じ
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
に

取
り
組
ん
だ
。
参
加
者
は
、
論
文
に
レ

ベ
ル
１
～
５
の
評
点
を
つ
け
た
上
で
、

各
レ
ベ
ル
に
該
当
す
る
論
文
を
グ
ル
ー

プ
で
検
討
す
る
と
と
も
に
、
第
１
回
研

究
会
で
作
成
し
た
記
述
語
も
踏
ま
え
て

改
め
て
「
標
準
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
に
つ

い
て
議
論
し
た
。
第
3
回
研
究
会
（
19

年
3
月
）
で
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
に
取

り
組
む
生
徒
が
直
面
す
る
つ
ま
ず
き

と
、
つ
ま
ず
い
た
際
の
教
師
の
指
導
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
生
徒
の
実
験
ノ
ー

ト
や
論
文
な
ど
、
具
体
的
な
資
料
を
用

い
な
が
ら
議
論
し
た
。

　
そ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
19
年

7
月
、
大
学
教
員
も
参
加
す
る
「
探
究

型
学
力
高
大
接
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」で
、

「
科
学
的
探
究
に
関
す
る
標
準
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
と
指
導
方
略
」
と
「
数
学
的
探

究
に
関
す
る
標
準
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
と
指

導
方
略
」
が
公
開
さ
れ
た
。
高
校
側
か

ら
は
、「
大
学
入
試
で
は
、
課
題
研
究

な
ど
の
探
究
学
習
の
成
果
を
、
コ
ン
テ

ス
ト
で
の
受
賞
歴
な
ど
で
評
価
す
る
傾

向
が
見
ら
れ
る
が
、
応
募
で
き
る
コ
ン

２
０
１
９
年
度
に
、「
科
学
的
探
究
に

関
す
る
標
準
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
と
指
導
方

略
」（
図
１
）
と
「
数
学
的
探
究
に
関

す
る
標
準
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
と
指
導
方

略
」
を
公
開
し
た
。「
観
点
」
は
、
科

学
者
が
研
究
に
用
い
る
手
続
き
を
反
映

し
て
設
定
し
、
高
校
で
取
り
組
ん
だ
こ

と
が
、
大
学
で
の
研
究
に
も
つ
な
が
る

よ
う
に
意
識
し
て
作
成
し
た
。

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
８
校
の
「
標
準
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
」
の
開
発
が
始
ま
っ
た
の
は
17
年

度
。
理
系
の
課
題
研
究
の
評
価
に
つ
い

て
、統
一
的
な
枠
組
み
を
作
る
こ
と
で
、　

＊　学校を超えて共有されるよう、標準化されたルーブリック。

課
題
研
究
の
指
導
の

知
見
を
持
ち
寄
り
、
議
論

学
習
評
価
に
つ
い
て
語
り
合
う

意
義
を
再
認
識

本特集テーマのnext

複数の学校で
学習評価を
磨き合う
SSH8校共同開発
「標準ルーブリック」
学習評価を充実させるためには、自校の
生徒の実態に合った評価方法の検討が
求められる。そしてその検討は、複数の
教師によって行われることが望ましいが、
異なる学校の教師で行えば、
より広がりのある議論が期待できる。
複数の学校が共同してルーブリックの
開発を行った事例を基に、学習評価の
さらなる充実に向けた次の一手を考える。
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ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
の
開
発
は
、
課
題
研

究
の
目
標
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
け
る

類
似
性
が
土
台
に
あ
っ
た
た
め
、
先
駆

的
な
取
り
組
み
と
し
て
実
を
結
ん
だ
こ

と
は
確
か
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
研
究
会

に
参
加
し
た
多
く
の
教
師
に
と
っ
て
、

学
習
評
価
と
い
う
領
域
に
つ
い
て
教
師

同
士
が
胸
襟
を
開
い
て
語
り
合
い
、
改

善
に
向
け
て
試
行
錯
誤
す
る
と
い
っ
た

経
験
こ
そ
が
、
最
大
の
成
果
だ
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

テ
ス
ト
の
数
や
受
賞
の
し
や
す
さ
は
、

研
究
分
野
で
差
が
あ
る
」「
研
究
や
論

文
執
筆
の
段
階
で
教
師
が
関
与
し
す
ぎ

る
危
惧
も
あ
る
」
と
い
っ
た
問
題
意
識

が
大
学
側
に
伝
え
ら
れ
た
。
そ
う
し
た

問
題
点
を
解
決
す
る
た
め
に
も
、
高
校

自
身
に
よ
る
課
題
研
究
に
対
す
る
評
価

の
あ
り
方
を
追
究
し
つ
つ
、
妥
当
性
や

信
頼
性
の
高
い
学
習
評
価
を
目
指
し
た

と
、
今
回
の
取
り
組
み
の
背
景
に
つ
い

て
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
８
校
は
説
明
し
た
。

　
今
回
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
８
校
に
よ
る
「
標
準

　「
標
準
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
は
、
他
校

の
先
生
方
と
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
を
通
し

て
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
や
、
Ｓ

Ｓ
Ｈ
で
の
生
徒
の
活
動
の
様
子
な
ど
を

語
り
合
い
な
が
ら
作
成
し
ま
し
た
。
教

師
が
１
人
で
思
索
を
巡
ら
せ
て
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
作
る
の
で
は
な
く
、
論
文
と

い
う
具
体
的
な
成
果
物
に
つ
い
て
、
教

師
が
対
話
を
し
な
が
ら
評
価
規
準
・
基

準
を
検
討
し
て
い
く
と
い
う
手
順
は
、

生
徒
の
実
態
に
合
っ
た
評
価
を
つ
く
る

と
い
う
点
で
、
と
て
も
有
効
だ
と
思
い

●SSH8校による「標準ルーブリック」についての西岡加名恵教授、大貫守准教授の研究論文
https://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/dspace/bitstream/2433/250860/1/hte_023_1.pdf

科学的探究に関する標準ルーブリックと指導方略図１

「
標
準
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」開
発 

参
加
教
師
が
語
る

学
習
評
価
の
あ
り
方
を
対
話
を
通
し
て
深
め
、見
直
す

京
都
府・京
都
市
立

堀
川
高
校
　教
頭

飯
澤
功

　

い
い
ざ
わ
・
い
さ
お

教
職
歴
17
年
。
同
校
に
赴

任
し
て
18
年
目
。

他
校
の
教
師
と
の
対
話
か
ら

自
校
の
学
習
評
価
を
捉
え
直
す
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イベントのご案内イベントのご案内

ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
８
校
の
先
生
方
と
語
り
合
う

中
で
、
探
究
学
習
を
通
し
て
ど
の
よ
う

な
資
質
・
能
力
の
育
成
に
重
点
を
置
く

の
か
は
、
学
校
の
教
育
目
標
に
応
じ
て

異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し

ま
し
た
。
例
え
ば
、
あ
る
生
徒
の
研
究

論
文
を
複
数
の
教
師
で
評
価
し
た
と
こ

ろ
、
研
究
の
プ
ロ
セ
ス
が
し
っ
か
り
書

か
れ
て
い
な
い
と
低
評
価
を
つ
け
る
教

師
も
い
れ
ば
、
新
規
性
を
重
視
し
て
高

評
価
を
つ
け
る
教
師
も
い
ま
し
た
。

　
評
価
規
準
は
、
学
校
が
育
成
を
目
指

す
資
質
・
能
力
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
各

校
が
定
め
る
べ
き
も
の
で
す
。
学
校
と

し
て
重
点
を
置
く
評
価
の
観
点
を
明
確

に
す
る
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
が
重
視

し
て
い
な
い
評
価
の
観
点
を
自
覚
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
評
価
規
準
は
こ
れ

か
ら
も
こ
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
と
、
自

問
し
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
自
分
た
ち
が
重
視
し
て
い
な

い
評
価
の
観
点
が
、
目
の
前
の
生
徒
の

学
び
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
も
の
で
あ

る
の
な
ら
ば
、「
学
校
の
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
か
ら
は
少
し
ず
れ
る
け
れ
ど
も
、
こ

の
点
が
よ
か
っ
た
ね
」
と
大
き
な
視
野

で
評
価
す
る
こ
と
も
、
答
え
が
1
つ
で

は
な
い
探
究
学
習
に
伴
走
す
る
1
人
の

教
師
と
し
て
必
要
な
姿
勢
で
し
ょ
う
。

　
評
価
に
お
い
て
の
自
分
の
視
野
が
狭

く
な
っ
た
り
、
生
徒
を
見
取
る
大
切
な

観
点
が
抜
け
落
ち
た
り
し
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
も
、
自
分
は
生
徒
の
ど
ん

な
姿
を
評
価
す
る
の
か
、
そ
れ
は
な
ぜ

か
、
校
内
外
の
教
師
と
対
話
し
、
深
め

合
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
意
味
で

は
、今
回
の「
標
準
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」も
、

完
成
さ
せ
た
こ
と
以
上
に
、
作
成
過
程

で
の
教
師
同
士
の
対
話
に
価
値
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　「
標
準
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
は
、
本
校

独
自
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
と
照
ら
し
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
本
校
で
は
生
徒
の
ど
ん

な
姿
に
、
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を

見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
が
、
よ

り
考
え
や
す
く
な
っ
た
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
を
私
た
ち
に
も
た
ら
し
ま
し
た
。
ま

た
、
他
校
の
先
生
方
の
経
験
を
基
に
言

語
化
し
た
「
指
導
方
略
」
は
、
探
究
学

習
の
サ
イ
ク
ル
を
回
す
中
で
の
適
切
な

支
援
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま

す
。
授
業
の
実
践
と
同
様
に
、
学
習
評

価
に
つ
い
て
も
実
践
の
共
有
を
進
め
、

そ
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

VIEW next 編集部は今年度、対話型の研修や会議を実現するために必要な対
話促進スキルの向上を目的としたオンライン講座を、特集のテーマと連動さ
せる形で開催しています。今回は、京都大学の西岡加名恵教授に、新学習指
導要領で求められる学習評価についてお話をいただきます。中でも、パフォー
マンス課題の取り組みの質を評価する上で有効なツールであるルーブリック
の作成においては、教師同士の対話が不可欠であることから、ルーブリック
の作成の具体的な手順とともに、作成の際に必要な教師同士の対話で進行役
の教師が留意すべきことなどをお伝えします。

自校の研修・会議に使える！ 対話促進スキル向上・オンライン講座

観点別学習状況の評価の充実を図る
─教師同士の対話を通じて作成するルーブリック─

2021年
12月8日（水）
オンラインで

開催！
PRESENTS

講師

京都大学大学院
教育学研究科　教授

西岡加名恵
◎専門は教育方法学。文部科学省「育成すべ
き資質・能力を踏まえた教育目標・内容と評
価の在り方に関する検討会」委員などを歴任。

開催日時　2021年12 月8 日（水）16時 00分〜17時10分
形式　オンライン（ライブ配信）※お申し込みいただいた方に、詳しい参加方法をご案内します。

参加申し込み方法　右の２次元コード、または下記 URL から登録してください。
　　　　　　　 https://enquete.benesse.ne.jp/forms/o/wef5959ff7/form.php  
参加申し込み締め切り　2021年 12 月１日（水）　　　参加費　無料

本誌特集テーマとも連動！
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進路担当お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

教務担当管理職

教務担当管理職

進路担当教務担当管理職

担任学年団

管理職

P. 28

P. 32

P. 36

P. 40

P. 44

学校改革や組織運営に役立つ
事例や情報を、
先生方の思いを乗せてお届けする

新課程で求められるカリキュラム・マネジメントの
視点での学校づくりとは？

新課程初年度に向けた自校の計画・実践に
つながる事例や解説記事を提供

その時、教師は何を考え、どう動いたか。
学校改革の過程を当事者の言葉で追う

学年経営に悩む先生方に！　
チームづくりの秘訣を掘り下げる

指導変革の軌跡

学校
危機管理
基 礎 講 座

鳥取県・私立青翔開智中学校・高校

全教師で策定した「育てたい資質」を軸に、
探究学習と進路指導をつなげる

新課程１期生入学に向けた観点別評価
ウェブセミナー　新課程１期生入学に向けた学びの設計と実践　第５回

「生徒の学びが変わる　学習評価のこれから」
レポート

岡山県立岡山東商業高校

実学教育を通じた非認知能力の育成
問題解決力と自己管理能力を伸ばし、
地域経済を支える人材を育てる

宮城県柴田高校　２学年団

学力多層化の現状を丁寧に分析し、
自律した学びを目指して指導を更新

いざという時の対応は平時の準備で決まる。学校危機管理の専門家が解説

いじめの防止と対応

新課程に向けて描く
「学校教育デザイン」

輝く
学年団を訪ねて
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鳥
取
県
・
私
立
青
翔
開
智
中
学
校
・

高
校
は
、
建
学
の
精
神
「
探
究
・
共
成
・

飛
躍
」の
具
現
化
に
向
け
て
、２
０
１
４

年
度
の
開
校
時
か
ら
、
全
教
科
・
科
目

の
授
業
で
探
究
的
な
活
動
を
、
独
自
科

目
の「
探
究
基
礎
」で
探
究
学
習
を
行
っ

て
い
る
。
設
置
準
備
段
階
か
ら
学
校
づ

く
り
に
携
わ
る
織お

田た

澤ざ
わ

博ひ
ろ

樹き

校
長
は
当

時
、次
の
よ
う
な
課
題
を
感
じ
て
い
た
。

　「
学
校
全
体
に
建
学
の
精
神
が
十
分

浸
透
し
て
い
る
と
は
言
え
ず
、『
探
究
』

に
つ
い
て
、
大
学
で
行
う
よ
う
な
学
術

的
な
研
究
を
『
探
究
』
と
捉
え
る
教
師

も
い
れ
ば
、
調
べ
学
習
の
内
容
を
レ

ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
こ
と
を
『
探
究
』

と
捉
え
る
教
師
も
い
ま
し
た
。
指
標
や

指
導
法
を
共
有
す
る
仕
組
み
が
な
か
っ

た
た
め
、
指
導
の
方
向
性
も
統
一
で
き

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

　
そ
こ
で
、
織
田
澤
校
長
は
ま
ず
、
建

学
の
精
神
の
中
で
も
柱
と
な
る「
探
究
」

を
明
確
に
定
義
し
よ
う
と
考
え
た
。
自

ら
「
探
究
基
礎
」
の
授
業
に
足
を
運
び
、

探
究
学
習
に
取
り
組
む
生
徒
の
様
子
を

間
近
に
見
る
中
で
定
ま
っ
て
き
た
の

は
、
自
校
が
目
指
す
「
探
究
」
は
、「
生

徒
が
自
ら
社
会
問
題
を
発
見
し
、
そ
の

解
決
に
創
造
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
活

動
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
織
田
澤
校
長
は
、
そ
の
考
え
を
週
１

回
の
職
員
会
議
な
ど
で
発
信
し
、
学
校

全
体
で
「
探
究
」
の
定
義
を
共
有
す
る

こ
と
を
図
っ
て
い
っ
た
。

　「
教
師
数
が
二
十
数
人
の
本
校
で
は
、

日
頃
か
ら
職
員
室
な
ど
に
話
し
や
す
い

雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
今
は
、『
共
成
』

や
『
飛
躍
』
の
共
通
理
解
を
図
る
た
め

に
、
教
師
間
で
定
義
に
つ
い
て
議
論
し

て
い
ま
す
」（
織
田
澤
校
長
）

　
次
に
着
手
し
た
の
は
、
建
学
の
精
神
　

に
基
づ
い
た
「
育
て
た
い
資
質
」
と
、

そ
の
到
達
度
を
測
る
「
評
価
項
目
」（
図

１
）
の
策
定
だ
。
当
時
「
探
究
基
礎
」

を
担
当
し
て
い
た
教
師
２
人
が
、
草
案

を
作
成
し
た
。
担
当
者
の
１
人
、
探
究

部
の
田
村
幹も

と

樹き

先
生
は
、「
育
て
た
い

資
質
」
は
具
体
的
な
表
現
か
ら
抽
象
化

全教師で策定した「育てたい資質」を軸に、
探究学習と進路指導をつなげる

鳥取県・私立青翔開智中学校・高校

新課程に向けて描く
「学校教育デザイン」

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

建
学
の
精
神
を
具
体
化
し
、
指
導
と
評
価
に
生
か
す

自
校
が
目
指
す
「
探
究
」
を

教
師
間
で
議
論
し
て
共
有

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

指
導
計
画

学
校
教
育
目
標

授
業
・
指
導
実
践

評
価
・
検
証

授
業
・
指
導
改
善

紹介

紹介

建
学
の
精
神
を
体
現
す
る
生
徒
の

姿
か
ら
、「
育
て
た
い
資
質
」を
考
え
る

紹介

紹介
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管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任

を
図
っ
た
と
説
明
す
る
。

　「建
学
の
精
神
を
体
現
し
て
い
る
生

徒
を
思
い
浮
か
べ
、
彼
ら
の
姿
勢
や
行

動
を
付
箋
紙
に
書
き
出
し
ま
し
た
。
そ

れ
ら
を
内
容
が
近
い
も
の
で
ま
と
め
た

上
で
、
各
ま
と
ま
り
が
示
す
資
質
・
能

力
（
図
１
・
階
層
２
）
を
考
え
て
、『
育

て
た
い
資
質
』と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
『
探
究
・
共
成
・
飛
躍
』

の
ど
れ
と
関
連
す
る
か
を
考
え
、
振
り

分
け
て
い
き
ま
し
た（
図
１
・
階
層
１
）」

　草
案
は
、全
教
師
や
外
部
の
協
力
者

と
議
論
。
そ
の
過
程
で
、
評
価
項
目
に

は
、「
○
○
が
で
き
る
」
と
ス
キ
ル
の
形

で
表
す
方
が
適
す
る
項
目
と
、「
～
し

よ
う
と
す
る
」と
い
っ
た
行
動
特
性
で

表
す
方
が
適
す
る
項
目
が
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。そ
う
し
た
点
も
踏
ま
え
て

議
論
し
た
結
果
、「
探
究
」に
関
す
る
評

価
項
目（
図
１
・
階
層
３
）
は
ス
キ
ル

の
形
で
、「
共
成
」「
飛
躍
」に
関
す
る
評

価
項
目
は
行
動
特
性
の
形
で
表
す
こ
と

に
し
た
。さ
ら
に
、教
師
・
生
徒
間
で
共

有
し
た
り
、デ
ー
タ
処
理
を
し
た
り
し

や
す
い
よ
う
タ
グ
（
＊
１
）
を
つ
け
た
。

　そ
の
よ
う
に
し
て
策
定
し
た「
育
て

た
い
資
質
」と「
評
価
項
目
」を
活
用
し
、

全
教
科・
科
目
で
探
究
的
な
活
動
を
充

実
さ
せ
て
い
る
。「
育
て
た
い
資
質
」の

中
か
ら「
探
究
基
礎
」に
必
要
と
考
え
る

６
つ（
＊
２
）を「
探
究
ス
キ
ル
」に
位

置
づ
け
、そ
れ
ら
を
育
成
す
る
探
究
的

な
活
動
を「
探
究
ス
キ
ル
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

（
＊
３
）と
し
て
、
各
教
科
・
科
目
で
行

う
こ
と
に
し
た
。

　「各
教
師
は
、
担
当
教
科
・
科
目
で

ど
の
ス
キ
ル
を
育
成
し
、
そ
の
た
め
に

必
要
な
活
動
は
何
か
を
考
え
て
、
探
究

科
の
学
校
司
書
、
司
書
教
諭
と
協
働
し

＊１　物や情報を分類・整理するためのラベル。　＊２　「課題設定」「情報リテラシー」「クリティカルシンキング」「ロジカルシンキング」「データサイエンス」
「表現」の６つ。　＊３　「探究スキルラーニング」の授業内容は、同校のウェブサイトで公開されている。https://seishokaichi.jp/curriculum/ssh/class/

階層１ 階層２ 階層３ タグ

探
究

課題設定
疑問・課題を見いだすことができる
課題解決に必要な仮説を立てることができる 1

課題解決に必要な調査の設計をすることができる 2

情報
リテラシー

仮説の検証に必要となる適切な情報を集めることができる 3

思考ツールを活用して集めた情報を分析することができる 4

仮説を検証するために収集した情報を適切に管理することが
できる 5

共
成

セルフ
コントロール

公共の精神や社会規範の意識を持っている 18

状況を判断して取るべき行動を選択しようとする 19

巻き込み力

チームでの取り組みを主導し、リーダーシップを発揮しようと
する 20

他者に共感し、そのことを表現しようとする 21

求心力（図らずとも人がよってくる・信頼されている）がある 22

飛
躍

ビジョン

物事の判断や行動に自分がどうありたいかを持っている 33

学ぶことへの意味・意義を持っている 34

自身のことを客観的に理解しようとする 35

アント
レプレナー
シップ

失敗を恐れずに何事もチャレンジしようとする 36

どんな環境や状況においても心の余裕を持ち、楽しさを見い
だそうとする 37

「探究」は７の資質・能力と17の評価項目、「共成」は４の資質・能力と10 の評価項目、「飛躍」
は３の資質・能力と10 の評価項目を設定した。
※学校資料を基に編集部で作成。上図の全体像は、同校のウェブサイトからダウンロードいただけます。
「HOME＞教育計画＞探究スキルラーニング授業紹介」でご覧ください。https://seishokaichi.jp/wp-
content/uploads/2021/05/57547fe568cf9f7bf28696fe2918eff1.pdf

「育てたい資質」と「評価項目」（抜粋）図１

設立	 2014（平成 26）年

形態	 全日制／普通科／共学

生徒数	 １学年約 45人

2021年度入試合格実績

（現役のみ、卒業生数 36人）　
国公立大は、東北大、筑波大、東京大、山梨大、島根大、
北九州市立大などに９人が合格。私立大は、青山学院大、
慶應義塾大、上智大、中央大、京都産業大、同志社大、
立命館大、鳥取看護大などに延べ 57人が合格。海外の大
学に、ファウンデーションコースを含め12 人が合格。

School Profile

探
究
学
習
に
必
要
な
ス
キ
ル
を

教
科
学
習
で
の
探
究
的
な
活
動
で
育
む
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そ
の
よ
う
に
、
全
教
師
で
策
定
し
た

「
育
て
た
い
資
質
」
と
「
評
価
項
目
」
を

軸
に「
探
究
基
礎
」と「
探
究
ス
キ
ル
ラ
ー

ニ
ン
グ
」
を
つ
な
げ
、
中
学
１
年
次
か

ら
探
究
的
な
学
び
や
探
究
学
習
を
計
画

的
に
進
め
て
い
く
と
、
生
徒
は
「
育
て

た
い
資
質
」
を
着
実
に
身
に
つ
け
、
学

問
的
な
関
心
や
社
会
問
題
に
対
す
る
課

題
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
課
題
は
、
そ
れ
が
生
徒
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
に
な
か
な
か
結
び
つ
い
て
い
な
い

こ
と
だ
っ
た
。
進
路
支
援
主
任
の
森
川

真
吾
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
18
年
度
頃
ま
で
、
本
校
で
は
大
学

入
試
は
一
般
選
抜
の
受
験
者
が
大
半
で
、

『
探
究
基
礎
』
で
取
り
組
ん
だ
内
容
と
関

連
の
な
い
学
部
・
学
科
に
進
学
す
る
生

徒
も
い
ま
し
た
。
生
徒
全
員
が
、
目
的

意
識
を
持
っ
て
進
路
を
選
べ
る
よ
う
に

し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
そ
こ
で
見
直
し
た
の
が
、
進
路
指
導

の
体
制
だ
。高
校
２
年
次
の「
探
究
基
礎
」

で
は
、
生
徒
が
自
分
で
課
題
を
設
定
し
、

論
文
を
執
筆
す
る
。
そ
の
際
、
教
師
は

分
担
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
約
２
人
の
生
徒

の
論
文
指
導
を
１
年
間
担
当
す
る
た
め
、

担
当
し
た
生
徒
の
社
会
や
学
問
に
対
す

る
関
心
を
十
分
に
把
握
で
き
る
。
そ
れ

を
生
か
す
べ
く
、
19
年
度
か
ら
は
、
論

文
指
導
の
担
当
教
師
が
、
生
徒
の
進
路

指
導
も
担
当
す
る
体
制
と
し
た
。

　「
論
文
の
テ
ー
マ
別
に
卒
業
生
の
進
路

先
を
示
し
、
探
究
が
進
路
に
つ
な
が
る

こ
と
を
生
徒
に
実
感
さ
せ
る
な
ど
、『
探

究
基
礎
』
で
の
学
び
を
生
か
し
た
進
路

支
援
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
生

徒
の
進
路
観
が
変
わ
り
ま
し
た
。『
中
学・

高
校
で
取
り
組
ん
だ
探
究
を
大
学
で
さ

ら
に
深
め
た
い
』『
探
究
し
た
内
容
に
関

て
、単
元
計
画
（
図
２
）
を
練
り
ま
す
。

加
え
て
、
育
成
し
た
い
ス
キ
ル
の
到
達

度
を
測
る
『
評
価
項
目
』
を
決
め
、
評

価
規
準
と
す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
も
作
成

し
、
生
徒
に
示
し
ま
す
。
各
教
科
・
科

目
の
授
業
で
何
を
学
び
、
そ
れ
が
『
探

究
基
礎
』
に
ど
う
生
き
る
の
か
、
生
徒

も
教
師
も
明
確
に
意
識
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」（
田
村
先
生
）

　「
評
価
項
目
」
は
、
１
単
元
最
大
で

４
つ
と
し
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
３
段
階

の
尺
度
と
し
た
。授
業
後
、ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
に
基
づ
い
て
、
生
徒
は
自
己
評
価
と

相
互
評
価
、教
師
は
生
徒
評
価
を
行
う
。

　「
評
価
は
『G

oogle

フ
ォ
ー
ム
』（
＊

４
）
を
活
用
し
、
単
元
ご
と
に
評
価
結

果
を
集
計
し
た
り
、
各
単
元
の
タ
グ
を

収
集
し
て
『
評
価
項
目
』
ご
と
に
評
価

さ
れ
た
回
数
を
算
出
し
た
り
し
ま
す
。

評
価
結
果
の
可
視
化
に
よ
っ
て
、
成
果

や
課
題
を
把
握
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と

で
、
授
業
改
善
が
進
み
ま
し
た
」（
田

村
先
生
）

＊４　アンケートの作成や、その結果の集計・分析を行えるオンラインツール。　＊５　オンライン上で使える表計算ソフト。

「デザインシート」は、「Google スプレッドシート」（＊５）で運用し、全教師が見ら
れるようにした。使用した教材や書籍のリンクを設定するなど、情報を電子化して共
有することで他教科・科目の取り組みを参考にする仕組みを、同校では探究科の学
校図書館担当者が作成している。※学校資料をそのまま掲載。拡大した図は、同校のウェ
ブサイトからダウンロードいただけます。「HOME＞教育計画＞探究スキルラーニング授業
紹介」でご覧ください。https://seishokaichi.jp/wp-content/uploads/2021/05/d171
a1c62d2101812fbfe22691bfcd6a.pdf

生
徒
個
別
に
つ
く
論
文
指
導
の

担
当
教
師
が
、
進
路
選
択
も
支
援

ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー

探
究
学
習
が
生
徒
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
な
が
る

「探究スキルラーニング　デザインシート」（単元計画と改善のツール）図2

単元目標や育成を目指すス
キル、使用教材などを記入

授業ごとに、実施日時、授
業内容、育成を目指すスキ
ルなどを記入

授業中の生徒の様子、教師の
気づきなど、授業改善に生か
すための振り返りを記入

「評価項目」は最大４つとし、
３段階の尺度でルーブリック
を設定
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管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任

　「
育
て
た
い
資
質
」
と
「
評
価
項
目
」

は
、
建
学
の
精
神
を
全
校
で
共
通
理
解

す
る
た
め
の
材
料
で
あ
り
、
完
成
形
は

な
く
、常
に
議
論
し
な
が
ら
更
新
し
続

け
て
い
く
も
の
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

同
様
に
、
探
究
学
習
や
進
路
指
導
の
体

制
も
現
状
に
と
ど
ま
ら
ず
、
見
直
し
て

い
く
考
え
だ
。

　「『
探
究
基
礎
』
の
指
導
と
進
路
の
指

導
を
同
じ
教
師
か
ら
受
け
続
け
る
と
、

生
徒
は
そ
の
教
師
へ
の
依
存
度
が
高
ま

り
、
主
体
的
な
進
路
選
択
が
で
き
な
く

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
進
路

に
つ
い
て
相
談
す
る
人
は
自
ら
探
し
、

最
終
的
に
は
自
分
の
進
路
は
自
分
で
決

め
る
。
そ
う
し
た
生
徒
の
育
成
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
」（
森
川
先
生
）

　
田
村
先
生
も
、「
探
究
ス
キ
ル
ラ
ー

ニ
ン
グ
」
を
日
常
的
な
も
の
に
し
た
い

と
語
る
。

　「『
育
て
た
い
資
質
』
を
意
識
し
て
授

業
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
を
常
態
化

し
、『
探
究
ス
キ
ル
ラ
ー
ニ
ン
グ
』
と

い
う
枠
組
み
を
設
け
な
く
て
も
、
常
に

教
科
学
習
で
探
究
的
な
活
動
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
今
後
の
課
題
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的

係
す
る
学
問
を
学
び
た
い
』
と
い
っ
た

声
が
よ
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
。
総
合
型
選
抜
・
学
校
推
薦
型
選

抜
に
挑
戦
し
、『
探
究
基
礎
』
の
成
果
を

生
か
し
て
志
望
校
合
格
を
果
た
す
生
徒

も
増
え
て
い
き
ま
し
た
」（
森
川
先
生
）

　
１
人
の
生
徒
の
論
文
と
進
路
の
指
導

を
担
当
す
る
こ
と
は
、教
師
に
も
大
き
な

学
び
が
あ
る
と
、織
田
澤
校
長
は
語
る
。

　「
教
師
は
、『
探
究
基
礎
』
の
指
導
を

通
じ
て
社
会
問
題
を
把
握
し
、
そ
の
解

決
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能

力
を
持
つ
人
材
が
必
要
と
さ
れ
る
の
か

に
つ
い
て
敏
感
に
な
り
、
進
路
指
導
で

は
、
大
学
が
求
め
る
人
材
の
把
握
に
努

め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
社
会
や
大
学

か
ら
求
め
ら
れ
る
人
材
像
が
分
か
れ
ば
、

そ
こ
か
ら
逆
算
し
て
、
自
校
で
は
ど
の

よ
う
な
生
徒
を
育
み
、
そ
の
た
め
に
ど

う
い
っ
た
教
育
活
動
を
す
れ
ば
よ
い
の

か
を
具
体
的
に
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
」

　
そ
の
よ
う
に
し
て
、
個
々
の
教
師
の

意
識
が
高
ま
る
こ
と
で
、「
育
て
た
い
資

質
」
と
「
評
価
項
目
」
を
見
直
す
議
論

が
活
性
化
し
、
教
育
活
動
の
質
の
改
善

に
つ
な
が
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
が
回

る
と
、
織
田
澤
校
長
は
考
え
て
い
る
。

に
活
用
し
、
新
た
な
挑
戦
に
力
を
注
げ

る
よ
う
に
効
率
化
を
図
る
こ
と
だ
。

　「
例
え
ば
、ク
ラ
ス
全
体
の
目
標
達
成

度
を
数
値
で
把
握
す
れ
ば
授
業
改
善
を

図
れ
ま
す
が
、
評
価
を
多
様
に
行
う
と
、

分
析
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。自
動
化

で
き
る
部
分
を
見
極
め
、教
師
も
生
徒

も
評
価
疲
れ
を
起
こ
さ
ず
に
、よ
り
高

み
を
目
指
せ
る
よ
う
支
援
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
織
田
澤
校
長
）

校長

織田澤博樹
おたざわ・ひろき

教職歴９年。同校に赴任して９年目。

主幹教諭、
探究部

田村幹樹
たむら・もとき

教職歴15年。同校に赴任して６年目。
理科。

主幹教諭、
進路支援主任

森川真吾　

もりかわ・しんご

教職歴13年。同校に赴任して５年目。
英語科。

ア
ッ
プ
デ
ー
ト

目
指
す
は
、挑
戦
し
続
け
る
学
校
集
団

教
科
学
習
で
日
常
的
に

探
究
的
な
活
動
を
行
え
る
よ
う
に

新課程に向けて描く
「学校教育デザイン」
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学
習
評
価
に
関
す
る
高
校
現
場
の
悩

み
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、「
知
識・技
能
、

思
考
・
判
断
・
表
現
、
主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
む
態
度
の
3
観
点
を
ど
の
よ

う
に
評
価
す
れ
ば
よ
い
か
」
と
「
観
点

別
評
価
と
評
定
を
ど
の
よ
う
に
ひ
も
づ

け
れ
ば
よ
い
か
」
の
２
点
は
、
特
に
課

題
感
が
高
い
。ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

そ
の
２
点
の
課
題
感
に
焦
点
を
あ
て
、

青
森
県
立
青
森
高
校
の
実
践
事
例
報
告

を
始
め
、
様
々
な
取
り
組
み
事
例
を
交

え
て
解
説
し
た
。
新
課
程
で
求
め
ら
れ

る
の
は
、評
価
観
の
転
換
だ
。
そ
れ
は
、

「
で
き
な
い
こ
と
を
自
覚
す
る
評
価
」
だ

け
で
な
く
「
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と

生
徒
が
前
向
き
に
な
る
評
価
」
に
変
わ

る
こ
と
で
あ
り
、
他
者
と
比
較
し
て
自

分
が
「
ど
れ
く
ら
い
で
き
て
い
る
か
」

と
い
う
左
右
の
視
点
で
の
比
較
に
加
え
、

過
去
の
自
分
と
比
較
し
て
「
ど
れ
だ
け

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
」
と
い
う
前

後
の
視
点
で
の
比
較
も
取
り
入
れ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
生
か
す
こ
と

が
で
き
る
３
観
点
の
評
価
方
法
と
、
運

用
し
や
す
い
観
点
別
評
価
と
評
定
の
ひ

も
づ
け
の
仕
方
を
考
え
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
具
体
的
な
事
例
が

多
く
、
今
後
の
見
通
し
が
立
っ
た
と

い
っ
た
声
が
多
く
上
が
っ
た
。
次
ペ
ー

ジ
以
降
の
内
容
か
ら
、
自
校
に
必
要
な

考
え
方
や
情
報
を
確
認
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

ウェブセミナー参加者の声　※ 720人のアンケート結果より

◎実践事例の紹介が豊富、かつ具体的であったため、今後取
り組むことが考えやすかった。今後半年間の準備の負担を心
配していた自分にとっては、ありがたいものであった。

◎難しく考えずに、今あるものからアップデートするような
形で進めていけば、今あるものを活用して評価をする規準づ
くりができることが分かった。少し肩の力を抜いて、ベース
づくりを急いでいこうと改めて思った。

満足 96%

■ウェブセミナーの満足度

学
習
評
価
に
関
す
る

現
場
の
悩
み
に
答
え
る

新課程１期生入学に向けた観点別評価

新学習指導要領の実施が 2022 年度に迫る中、21年度は、新課程に
向けた計画とその実践を通じた授業と評価の改善が求められる。新
課程初年度に向け、実践事例や解説記事により現場の疑問や課題を
解決し、自校の計画・実践につながる情報を提供する。

テーマ

ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
　
新
課
程
１
期
生
入
学
に
向
け
た
学
び
の
設
計
と
実
践
　
第
５
回

「
生
徒
の
学
び
が
変
わ
る
　
学
習
評
価
の
こ
れ
か
ら
」レ
ポ
ー
ト

２
０
２
２
年
度
か
ら
の
新
教
育
課
程
に
お
け
る
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
（
以
下
、
観
点
別
評
価
）
の
実
施
に

向
け
て
、
各
校
で
準
備
が
進
ん
で
い
る
が
、
評
価
観
の
転
換
や
具
体
的
な
評
価
、
評
定
換
算
の
設
計
な
ど
に
つ

い
て
悩
み
を
抱
え
て
い
る
教
師
は
少
な
く
な
い
。
22
年
度
入
学
生
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
学
習
評
価
の
改
善

や
見
直
し
を
支
援
す
る
た
め
、
ベ
ネ
ッ
セ
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
は
21
年
８
月
、
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

セミナーレポート

Webセミナーの詳細は　　　　　　　　でご視聴いただくことができます。
講演スライドもダウンロードいただけます。ぜひご覧ください。

https://berd.benesse.jp/magazine/express/kou/08/
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管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任

　青
森
高
校
・
笠
井
敦
司
先
生
の
講
演

で
は
、
ま
ず
、
こ
れ
か
ら
の
学
習
評
価

で
は
、
結
果
の
査
定
・
判
定
か
ら
、
生

徒
の
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
と
伸
び
し
ろ
を

見
取
る
も
の
へ
と
、
評
価
観
の
転
換
が

必
要
で
あ
る
こ
と
、
学
習
評
価
を
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
構
造
的

に
位
置
づ
け
、
そ
の
重
要
性
を
理
解
す

る
こ
と
な
ど
、
評
価
の
定
義
と
位
置
づ

け
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
笠
井
先
生
が

強
調
し
た
の
は
、
評
価
の
目
的
（
何
の

た
め
に
）
と
評
価
の
手
段
（
何
に
よ
っ

て
）
を
つ
な
ぎ
、
目
指
す
生
徒
像
の
実

現
に
近
づ
け
て
い
く
こ
と
だ
。
目
的
と

手
段
の
一
体
化
の
視
点
で
教
育
活
動
を

検
証
す
る
こ
と
で
、
自
校
の
課
題
を
可

視
化
で
き
、
学
習
評
価
の
重
要
性
に
気

づ
く
こ
と
が
で
き
る
と
語
っ
た
。

　
次
に
笠
井
先
生
が
説
明
し
た
の
は
、

「
逆
向
き
設
計
に
よ
る
指
導
と
評
価
の

一
体
化
」
だ
。
資
質
・
能
力
を
育
む
た

め
の
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
詳
説
し

た
の
が
、
シ
ラ
バ
ス
の
改
訂
と
そ
れ
に

基
づ
く
単
元
ご
と
の
観
点
別
自
己
評
価

シ
ー
ト
の
作
成
、
そ
し
て
授
業
・
定
期

考
査
の
改
善
だ
。
単
元
ご
と
自
己
評
価

シ
ー
ト
は
、
シ
ラ
バ
ス
で
示
さ
れ
て
い

る
目
標
を
よ
り
具
体
化
し
て
生
徒
に
示

す
こ
と
で
振
り
返
り
を
促
し
、
次
の
学

習
へ
の
見
通
し
を
立
て
さ
せ
る
設
計
に

し
て
い
る
（
図
１
）。

　
そ
し
て
、
笠
井
先
生
は
、
観
点
別
評

価
の
評
定
へ
の
換
算
に
つ
い
て
、
自
校

の
検
討
状
況
を
紹
介
し
た
。同
校
で
は
、

単
元
ご
と
自
己
評
価
シ
ー
ト
の
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
用
い
た
定
性
的
評
価
、
ペ
ー

パ
ー
テ
ス
ト
に
よ
る
定
量
的
評
価
、
そ

れ
ら
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
も
加

え
、
評
価
を
総
括
し
た
観
点
別
評
価
を

ま
と
め
、
評
定
に
反
映
さ
せ
る
。
特
に

校
内
で
議
論
さ
れ
て
い
る
の
は
、
単
元

評
価
と
テ
ス
ト
評
価
、
さ
ら
に
は
３
観

点
を
ど
の
よ
う
な
比
率
で
見
る
の
か
と

い
う
「
重
み
づ
け
」
の
問
題
だ
。
笠
井

先
生
は
自
校
で
検
討
し
て
い
る
様
々
な

パ
タ
ー
ン
を
挙
げ
な
が
ら
、
換
算
の
考

え
方
を
説
明
し
た
。

　
同
校
は
、
学
校
と
し
て
育
成
を
目
指

青
森
県
立
青
森
高
校

教
務
主
任

笠
井
敦
司　

か
さ
い
・
あ
つ
し

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
国
語
科
。 

17
年
度
よ
り
進
路
指
導
主
事
を
３
年
間
務
め
、 

20
年
度

よ
り
教
務
主
任
。

「
目
的—

手
段
」
の
視
点
で

授
業
・
評
価
・
評
定
を
つ
な
ぐ

講
演評

価
と
い
う
空
白
領
域

青
森
県
立
青
森
高
校

　笠
井
敦
司

シラバスから単元ごと自己評価シートへ
〈目的と手段をつなぐ〉

図１
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　青
森
高
校
・
笠
井
先
生
の
講
演
後
、

同
校
を
含
め
た
複
数
の
学
校
の
事
例
を

基
に
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
た
。

ま
ず
、
3
観
点
を
、
こ
れ
ま
で
の
自
校

の
取
り
組
み
を
生
か
し
な
が
ら
ど
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、「
知

識
・
技
能
と
思
考
・
判
断
・
表
現
」、「
主

体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
２

つ
に
分
け
て
解
説
し
た
。
青
森
高
校
で

は
、
校
内
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
知
識
・

技
能
に
重
点
を
置
い
た
設
問
と
、
思
考

力
に
重
点
を
置
い
た
設
問
の
出
題
割
合

を
決
め
て
い
る
。
作
問
に
あ
た
っ
て
、

「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
に
重
点

を
置
い
た
設
問
は
、
知
識
を
手
段
と
し

て
抽
象
度
の
高
い
概
念
の
説
明
を
す
る

も
の
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
教
師
間

で
目
線
合
わ
せ
を
し
て
い
る
（
図
３
）。

校
内
テ
ス
ト
を
観
点
別
に
評
価
す
る
た

め
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
い
て
も
紹
介
し
た

が
（
図
４
）、
ま
ず
は
現
状
の
校
内
テ

ス
ト
の
設
問
を
３
観
点
で
分
類
し
て
み

る
と
よ
い
だ
ろ
う
。

す
資
質
・
能
力
「
青せ

い

高こ
う

力
」
を
設
定
し
、

各
教
科
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

と
評
価
計
画
を
シ
ラ
バ
ス
に
落
と
し
込

み
、授
業
や
評
価
を
実
践
し
て
い
る（
図

２
）。
具
体
的
な
評
価
の
実
践
の
前
に
、

ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
各
教
科
・

科
目
で
育
成
・
評
価
す
る
の
か
を
明
確

に
す
る
こ
と
は
、
評
価
の
あ
り
方
を
考

え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
。
た
だ
、
新
課

程
１
期
生
の
入
学
ま
で
に
、
３
学
年
分

の
シ
ラ
バ
ス
を
ゼ
ロ
か
ら
作
成
す
る
の

は
困
難
だ
。
例
え
ば
、
１
学
年
ず
つ
年

次
進
行
で
シ
ラ
バ
ス
を
作
成
す
る
な

ど
、
各
校
で
必
要
な
内
容
を
、
進
め
や

す
い
方
法
で
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

ウェブセミナーでは、様々な学校の事例を紹介した。例えば、大阪
府立鳳

おおとり

高校では、主体的に学習に取り組む態度の評価を単元シー
トを使って試行している（左）。倫理においては、単元の最初、途
中、最後で自身の考えをシートに記入する。そうした形にすること
で、生徒は成長を実感しやすく、自己評価の際の評価の妥当性を考
える材料にもなる。生徒の振り返りの精度を上げることで、自己評
価のエビデンスとすることができそうだ。

鳳高校の事例はこちらでご覧いただけます。
https://bhso.benesse.ne.jp/hs_online/shinkatei/report/dl/
shinkateievent_2021082.pdf

３
観
点
の
特
性
を
踏
ま
え
、

評
価
方
法
を
検
討
す
る

現
場
の
課
題
に
焦
点
を
あ
て
る

　そ
の
１

３
観
点
の
評
価
方
法
は
？

青森高校の取り組み全体像図２

思考力・判断力・表現力をペーパーテ
ストで評価する方法（青森高校）

図３

校内テストを観点別に評価するため
のステップ

図４
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理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任

　観
点
別
評
価
と
評
定
の
ひ
も
づ
け
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
考
え
ら

れ
る
か
、
セ
ミ
ナ
ー
で
は
５
つ
の
パ

タ
ー
ン
を
紹
介
し
た
（
図
5
）。
３
観

点
を
１：１：１
の
同
じ
比
率
で
評
価
す

る
か
、
３
観
点
の
重
み
づ
け
を
変
え
る

の
か
、
大
き
く
は
2
つ
の
考
え
方
に
分

か
れ
る
。
そ
の
上
で
、
各
観
点
の
合
計

点
や
平
均
点
で
評
定
を
出
す
方
法
、「
Ａ

Ａ
Ｂ
な
ら
５
」「
Ａ
Ｂ
Ａ
な
ら
４
」
な

ど
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て

評
定
を
出
す
方
法
が
あ
る
こ
と
を
解
説

し
た
。

　
青
森
高
校
で
は
、
評
定
換
算
の
際
、

３
観
点
の
う
ち
学
校
と
し
て
特
に
重
視

す
る
思
考
・
判
断
・
表
現
に
重
み
づ
け

を
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。（
図

6
）。
同
校
が
考
え
て
い
る
パ
タ
ー
ン

の
１
つ
は
、
３
観
点
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
評
価
の

組
み
合
わ
せ
で
あ
ら
か
じ
め
評
定
を
決

め
て
お
く
方
法
だ
。同
校
で
は
思
考
力・

判
断
力
・
表
現
力
の
育
成
を
重
視
し
て

い
る
た
め
、知
識・技
能
と
思
考・判
断・

表
現
、
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態

度
が
そ
れ
ぞ
れ
「
Ａ
Ａ
Ｂ
な
ら
５
」「
Ａ

Ｂ
Ａ
な
ら
４
」
と
い
う
よ
う
に
、
Ａ
Ｂ

Ｃ
の
数
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
評
定
が
異

な
る
設
計
と
な
る
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
組
み
合
わ
せ
で
は

な
く
、
思
考
・
判
断
・
表
現
に
重
み
づ

け
を
し
た
評
点
換
算
表
を
作
成
し
、
Ａ

Ａ
Ａ
を
１
０
０
点
と
し
て
、
評
点
換
算

と
評
定
を
対
応
さ
せ
る
方
法
も
考
え
て

い
る
。
な
お
、
基
本
は
5
点
刻
み
で
換

算
さ
れ
る
が
、
評
定
の
２
と
３
は
10
点

刻
み
の
設
計
に
な
っ
て
い
る
点
は
、
学

校
と
し
て
の
評
価
の
考
え
を
、
評
定
を

通
じ
て
生
徒
や
保
護
者
に
伝
え
よ
う
と

し
て
い
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
評
価
方
法
と
評
定
の
換
算
方
法
、
い

ず
れ
も
今
あ
る
取
り
組
み
を
生
か
し
な

が
ら
設
計
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

３
観
点
の
重
み
づ
け
と
、

評
定
換
算
の
仕
組
み
を
考
え
る

現
場
の
課
題
に
焦
点
を
あ
て
る

　そ
の 

２

評
定
への
換
算
方
法
は
？

新課程１期生入学を半年後に控え、学習評価の検討に苦心している学校は多い。まずは、2学期の
期末考査を観点別に作問・採点してみること、各教科少なくとも１つの単元について、「主体的に学
習に取り組む態度」を、ウェブセミナーで紹介した振り返りシートなどを参考に評価してみること、
教師の研修用として評定を算出してみることを勧めたい。重要なのは、実践してみて、そこから軌
道修正をすることだ。本コーナーの実践事例も参考にしながら、一歩を踏み出していただきたい。

ま と め

評定の主な換算パターン図 5

思考・判断・表現に重みづけをした評点化方式図 6

新課程に関する情報は、『ハイスクールオンライン』でお届けします！
• 新教育課程の参考になる特設コーナー設置　• 過去のオンラインセミナーのアーカイブ動画・資料などを掲載！

『ハイスクールオンライン』 トップページ＞新課程からアクセス
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今
年
度
で
創
立
１
２
４
年
を
迎
え
る
岡
山
県
立
岡

山
東
商
業
高
校
は
、
長
年
、
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
た
実
学
教
育
を
展
開
し
て
い
る
。
大
学
等
へ
の
進

学
者
も
含
め
、
卒
業
生
の
約
９
割
が
県
内
企
業
に
就

職
し
、地
域
経
済
を
支
え
て
い
る
。そ
う
し
た
同
校
は
、

２
０
０
６
年
度
に
学
科
の
改
組
を
行
い
、「
ビ
ジ
ネ
ス

創
造
科
」と「
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
」を
設
置
。Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
の
充
実
、
国
公
立
大
学
や
難
関
私
立
大
学
へ
の

進
学
指
導
に
も
力
を
入
れ
始
め
た
。
森
山
泰
幸
校
長

は
、
自
校
の
課
題
意
識
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
本
校
の
使
命
で
あ
る
地
域
人
材
の
育
成
に
加
え
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
やSociety 5.0

に
対
応
し
て
い
く

た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力
の
育
成
も
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。強
み
で
あ
る
実
学
教
育
を
充
実
さ
せ
つ
つ
、

基
礎
学
力
の
育
成
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
個
別
最
適

な
学
び
、
そ
れ
ら
の
活
動
の
土
台
に
な
る
自
己
管
理

能
力
な
ど
の
非
認
知
能
力
の
育
成
に
向
け
、
指
導
改

善
を
進
め
て
い
ま
す
」

　
実
学
教
育
の
代
表
的
な
取
り
組
み
は
、
例
年
11
月

下
旬
、
岡
山
ド
ー
ム
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
「
東

ひ
が
し

商し
ょ
う

デ
パ
ー
ト
」
だ
。
全
学
年
が
ク
ラ
ス
ご
と
に
企
業
と

連
携
し
て
１
店
舗
ず
つ
出
店
し
、
商
品
を
販
売
す
る

（
図
１
）。
そ
れ
は
、
ク
ラ
ス
内
で
役
割
を
分
担
し
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
か
ら
決
算
ま
で
を
行
う
探
究

学
習
で
あ
り
、
生
徒
の
多
様
な
学
び
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
、総
務
課
長
の
西
川
信
博
先
生
は
説
明
す
る
。
　

　「
毎
年
、
店
舗
経
営
を
体
験
す
る
生
徒
は
、『
お
客

様
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
』『
売
上
を
伸
ば
し
た
い
』

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
け
て
、
前
年
度
の
失

敗
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
試
行
錯
誤
し
ま
す
。
そ
う
し

て
得
た
成
果
は
、大
き
な
自
信
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

多
く
の
生
徒
が
、
東
商
デ
パ
ー
ト
で
得
た
学
び
を
大

学
入
試
や
就
職
活
動
の
面
接
で
語
り
ま
す
」

　
20
年
度
の
「
第
27
回
東
商
デ
パ
ー
ト
」
は
、
コ
ロ

変
革
の

Society 5.0

を
生
き
抜
く

地
域
人
材
の
育
成
を
目
指
す

背
景

学校概要

◎設立	 1898（明治 31）年
◎形態	 全日制／ビジネス創造科・情報ビジネス

科／共学
◎生徒数	 １学年約 320人
◎2021年度進路実績（現役のみ）　国公立大は、
広島大、山口大、香川大、高崎経済大などに９人
が合格。私立大は、日本大、明治大、近畿大、岡
山商科大、岡山理科大などに延べ 92 人が合格。
短大・専門学校進学 120人。就職 108人。

No.275
指導変革の軌跡

岡
山
県
立
岡
山
東
商
業
高
校

実
学
教
育
を
通
じ
た
非
認
知
能
力
の
育
成

問
題
解
決
力
と
自
己
管
理
能
力
を
伸
ば
し
、

地
域
経
済
を
支
え
る
人
材
を
育
て
る

生
徒
の
思
い
が
実
現
さ
せ
た

コ
ロ
ナ
禍
の
「
東ひ

が
し
し
ょ
う商
デ
パ
ー
ト
」
開
店

変
革
の
一
手
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ナ
禍
と
い
う
大
き
な
壁
が
立
ち
は
だ
か
っ
た
。
対
面

販
売
が
難
し
い
中
、ど
う
す
れ
ば
実
施
で
き
る
の
か
。

そ
の
議
論
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
、
デ
パ
ー
ト
全
体

の
経
営
を
担
う
「
取
締
役
会
」
だ
。
３
年
生
で
課
題

研
究
「
東
商
デ
パ
ー
ト
」
を
選
択
し
た
生
徒
（
21
年

度
は
５
人
）
か
ら
成
る
組
織
で
、
代
表
取
締
役
や
専

務
な
ど
の
役
職
を
決
め
て
仕
事
を
分
担
す
る
。

　
取
締
役
会
で
は
、
東
商
デ
パ
ー
ト
の
開
催
を
楽
し

み
に
し
て
く
れ
て
い
る
地
域
の
人
々
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
な
が
ら
実
施
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な

方
法
が
あ
る
の
か
を
議
論
。
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
形
式

な
ど
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
検
討
し
た
結
果
、
20
年

度
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予
約
を
受
け
つ
け
、
商

品
を
会
場
で
引
き
渡
す
方
法
に
決
め
た
。

　
実
施
方
法
が
決
ま
る
と
、
生
徒
は
「
東
商
デ
パ
ー

ト
２
０
２
０
」
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、
ク

ラ
ス
ご
と
に
店
舗
の
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
商
品
紹
介

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
動
画
や
、
コ
メ
ン
ト
を
添
え
た
商
品

の
写
真
を
ア
ッ
プ
（
写
真
）。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て

開
催
を
告
知
し
た
。
開
催
当
日
は
店
舗
間
の
距
離
を

十
分
確
保
し
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
越
し
に
商
品
を
手

渡
す
な
ど
、感
染
防
止
対
策
を
万
全
に
し
て
臨
ん
だ
。

　
取
締
役
会
は
、
地
元
企
業
と
や
り
取
り
を
し
、
各

ク
ラ
ス
が
連
携
す
る
企
業
を
決
め
る
役
割
も
担
う
。

20
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
っ
た
が
、
協
力

企
業
の
必
要
数
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
教
務

課
長
の
梶か

じ
は
ら原
由
紀
子
先
生
は
、
こ
う
振
り
返
る
。

　「
デ
パ
ー
ト
が
よ
り
魅
力
的
に
な
る
よ
う
、
毎
年

新
し
い
企
業
に
協
力
を
依
頼
し
ま
す
が
、
断
ら
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。『
も
っ
と
早
く
協
力
依
頼
に
動

き
出
せ
ば
よ
か
っ
た
』
な
ど
の
反
省
も
出
て
、
計
画

的
に
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
や
難
し
さ
を
学
び
、

問
題
解
決
力
を
育
む
よ
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　
東
商
デ
パ
ー
ト
の
目
玉
の
１
つ
は
、
３
年
生
の
選

択
科
目
「
商
品
開
発
」
を
履
修
す
る
生
徒
が
取
り
組

む
、
企
業
と
連
携
し
て
開
発
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

だ
。「
養
鶏
所
と
連
携
し
た
卵
を
使
っ
た
商
品
」
な

ど
と
い
っ
た
テ
ー
マ
が
出
さ
れ
、
生
徒
は
そ
れ
に

沿
っ
て
、
毎
年
、
商
品
の
ア
イ
デ
ア
を
提
案
。
そ
の

中
か
ら
、
コ
ス
ト
や
市
場
の
ニ
ー
ズ
な
ど
も
勘
案
し

て
実
現
可
能
な
も
の
を
製
造
・
販
売
す
る
。
こ
れ
ま

で
、
洋
菓
子
店
と
焼
き
菓
子
、
地
元
ス
ー
パ
ー
と
オ

リ
ジ
ナ
ル
弁
当
な
ど
を
開
発
・
販
売
し
、
好
評
を
得

て
き
た
。
商
品
開
発
は
、
教
科
学
習
の
大
切
さ
を
実

感
す
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
と
、
授
業
を
担
当
す

る
佐さ

柳や
な
ぎ

靖
子
先
生
は
説
明
す
る
。

　「
同
じ
商
品
で
も
、
食
品
表
示
制
度
が
変
わ
れ
ば

図１	「東商デパート」概要

概要　各クラスが１つの会社として、１店舗ずつ出店。食料品や
衣料品、雑貨、玩具などを販売する。１〜３年生の全クラスが参加。
開催形式　11月下旬の１日間、岡山ドームで開催。例年約8000
人が来場。
店舗経営　クラス内で、店長、副店長、営業部、管理部、サービス部、
経理部、販売促進部などの担当を決めて、仕事を分担。販売計画、
宣伝方法、商品の陳列なども、すべて生徒自身で行う。各クラス、
１社の地元企業と連携をして、販売商品や価格などを決める。
活動時間　１・２年生はＬＨＲ、
３年生は学校設定科目「起業実
践」などで準備を進める。多く
のクラスが、夏季休業中などに
も自主的に集まって活動する。

写真は、2019 年度の会場の様子。

写真上　「第 27 回東商デパート」
のウェブサイト。商品紹介の動画な
どを作成し、ウェブサイトのほか、
ＳＮＳを活用して開催の告知をした。　
写真右　予約した商品は手渡しと
し、最小限にとどめつつも、来場者
との触れ合いを行えるようにした。

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
を
通
じ
て
、

教
科
学
習
の
大
切
さ
を
実
感

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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己
管
理
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
ろ
う
と
、手
帳
を
持

た
せ
ま
し
た
。活
動
予
定
を
す
べ
て
自
分
で
記
入
す

る
こ
と
で
、ゴ
ー
ル
を
意
識
し
、そ
の
到
達
に
向
け
て

す
べ
き
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
の
で
す
」

　
生
徒
が
常
に
持
ち
歩
く
手
帳
と
な
る
よ
う
、
活
動

予
定
の
記
入
ペ
ー
ジ
に
加
え
て
、
学
校
行
事
や
校
則

を
記
載
し
た
ペ
ー
ジ
も
設
け
、
生
徒
手
帳
の
よ
う
に

し
た
。
そ
し
て
、
手
帳
を
使
う
習
慣
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
た
め
、
入
学
時
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
手

帳
の
使
い
方
を
説
明
。
Ｓ
Ｈ
Ｒ
、授
業
、学
年
集
会
、

講
演
会
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
場
面
で
手
帳
を
持
参
さ
せ
、

メ
モ
を
取
ら
せ
た
。
生
徒
は
、入
学
か
ら
数
か
月
で
、

手
帳
を
持
ち
歩
く
習
慣
が
つ
き
、
Ｓ
Ｈ
Ｒ
の
連
絡
事

項
だ
け
で
は
な
く
、
講
演
会
や
企
業
と
の
打
ち
合
わ

せ
な
ど
で
も
必
ず
記
録
を
取
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
提
出
物
な
ど
に
お
い
て
自
己
管
理
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
生
徒
を
見
て
、
さ
ら
に
活
動
を
振
り
返
る

習
慣
も
育
も
う
と
、「
振
り
返
り
シ
ー
ト
」（
図
２
）

を
ま
ず
は
一
部
の
生
徒
に
試
験
的
に
導
入
。
シ
ー
ト

は
、「
出
来
事
」
と
「
思
い
・
理
由
・
見
通
し
」
の

２
つ
の
記
入
欄
を
設
け
、
振
り
返
り
の
達
成
レ
ベ
ル

を
５
段
階
で
自
己
評
価
す
る
よ
う
に
し
た
。
す
る

と
生
徒
は
、
毎
日
振
り
返
り
を
す
る
う
ち
に
、
活
動

状
況
を
客
観
的
に
捉
え
、
行
動
を
見
通
せ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。「
社
会
で
は
、
１
つ
の
小
さ
な
失

敗
が
大
き
な
失
敗
に
つ
な
が
る
場
合
が
あ
る
。
自
己

管
理
は
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
生
き
る
と
思
う
」

と
書
き
込
ん
だ
生
徒
も
い
た
と
い
う
。
進
路
指
導
課

表
示
ラ
ベ
ル
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
し
、『
無

添
加
』
と
表
示
す
る
た
め
に
は
、
材
料
を
指
定
量
以

下
に
抑
え
る
ル
ー
ル
を
順
守
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
商
品
開
発
を
通
じ
て
、
公
民
、
化
学
、
生
物
、

家
庭
科
な
ど
、
多
様
な
教
科
・
科
目
の
知
識
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
、
生
徒
は
実
感
し
ま
す
」

　
20
年
度
は
実
施
で
き
な
か
っ
た
が
、数
年
前
か
ら
、

地
域
連
携
の
一
環
と
し
て
地
元
中
学
生
を
招
き
、
高

校
生
と
一
緒
に
販
売
体
験
も
行
っ
て
い
る
。
店
舗
を

取
り
仕
切
る
先
輩
の
姿
に
憧
れ
て
同
校
に
入
学
し
た

生
徒
も
多
く
、
中
学
校
時
代
に
販
売
体
験
を
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
自
身
で
東
商
デ
パ
ー
ト
を

手
が
け
た
い
と
入
学
し
、
取
締
役
会
の
一
員
と
な
る

た
め
に
課
題
研
究
を
選
択
し
た
生
徒
も
い
る
。

　
東
商
デ
パ
ー
ト
の
活
動
に
お
い
て
も
必
要
な
自
己

管
理
能
力
の
育
成
は
、
14
年
度
に
導
入
し
た
「
今
未

来
手
帳
」（
＊
）
が
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
以

前
は
、
連
絡
事
項
を
書
き
留
め
な
か
っ
た
り
、
手
の

甲
に
記
し
た
り
す
る
生
徒
が
目
立
ち
、
期
日
を
守
れ

な
い
な
ど
、
様
々
な
活
動
に
影
響
が
出
て
い
た
と
、

総
務
課
長
補
佐
の
小
林
眞ま

さ
か
ず和
先
生
は
振
り
返
る
。

　「
期
日
を
守
れ
な
い
生
徒
に
は
、口
頭
で
注
意
し

た
り
、反
省
文
を
書
か
せ
た
り
し
ま
し
た
が
、対
症

療
法
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
、生
徒
が
自

指
導
教
諭
・
進
路
指
導
課
長

三
尾
健
一　
み
お
・
け
ん
い
ち

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。

英
語
科
。

総
務
課
長
補
佐

小
林
眞
和　
こ
ば
や
し
・
ま
さ
か
ず

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
24
年
目
。

理
科
。

校
長森

山
泰
幸　
も
り
や
ま
・
や
す
ゆ
き

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

主
幹
教
諭
・
教
務
課
長

梶
原
由
紀
子　
か
じ
は
ら
・
ゆ
き
こ

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

商
業
科
。

商
業
科
主
任

佐
柳
靖
子　
さ
や
な
ぎ
・
や
す
こ

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。

商
業
科
。

総
務
課
長

西
川
信
博　
に
し
か
わ
・
の
ぶ
ひ
ろ

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。

商
業
科
。

デ
ィ
ジ
タ
ル
室
長

森
　隆
憲　
も
り
・
た
か
の
り

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
13
年
目
。

理
科
。

＊　株式会社ラーンズが提供する手帳型教材。ラインナップは定型版、カスタマイズ版の２種類。岡山県立岡山東商業高校はカスタマイズ版を採用。

す
べ
て
の
予
定
を
書
き
込
む
手
帳
で
、

自
己
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
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長
の
三み

尾お

健
一
先
生
は
、次
の
よ
う
な
期
待
を
語
る
。

　「
日
常
的
に
活
動
を
振
り
返
り
、
そ
れ
を
言
語
化

す
る
こ
と
で
、
自
分
を
俯
瞰
的
に
捉
え
る
力
が
身
に

つ
い
て
い
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
メ
タ
認
知
能
力
を

基
に
、
学
び
方
や
生
き
方
を
前
向
き
に
切
り
開
い
て

い
く
姿
勢
を
養
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。」

　
手
帳
の
導
入
後
、
忘
れ
物
や
遅
刻
が
減
り
、
提
出

期
限
も
守
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
家
庭
学
習
時
間

も
年
々
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
も
、
生
徒

が
自
己
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
様
子
が
う
か
が

え
る
。
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、「
手
帳
を
使
っ

た
自
己
管
理
能
力
の
育
成
が
で
き
て
い
る
」
と
回
答

し
た
教
師
は
９
割
以
上
に
上
る
。

　
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
東
商
デ
パ
ー
ト
を

成
功
に
導
い
た
経
験
を
通
じ
て
、知
恵
を
出
し
合
い
、

工
夫
を
す
れ
ば
、
活
動
は
継
続
で
き
る
こ
と
を
、
生

徒
も
教
師
も
身
を
持
っ
て
学
ん
だ
。

　
今
後
の
課
題
は
、
個
別
最
適
な
学
び
や
働
き
方
改

革
に
向
け
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
だ
。
同
校
で

は
、
18
年
度
か
ら
生
徒
用
端
末
の
導
入
が
始
ま
り
、

20
年
度
に
全
教
師
、
21
年
度
に
１
年
生
全
員
に
各
１

台
が
配
備
さ
れ
た
。
授
業
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

活
用
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
徒
の
活
動

を
記
録
す
る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
、

保
護
者
面
談
の
日
程
調
整
を
デ
ジ
タ
ル
管
理
に
移
行

す
る
な
ど
、活
用
の
場
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
、デ
ィ

ジ
タ
ル
室
長
の
森
隆た

か

憲の
り

先
生
は
説
明
す
る
。

　「
当
初
は
、
教
師
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
戸
惑
う
声

が
上
が
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
職
員
会
議
資
料
の

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
が
進
む
な
ど
、
理
解
が
得
ら
れ
て

き
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
学
校
外
で
の
学
び
に
も
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
」

　
同
校
の
使
命
で
あ
る
地
域
人
材
の
育
成
も
、
新
た

な
局
面
を
迎
え
て
い
る
。
22
年
度
、
ビ
ジ
ネ
ス
創
造

科
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
に
「
起
業
・
継
業
類
型
」

を
新
設
予
定
だ
。

　「
人
口
減
少
の
影
響
に
よ
る
県
内
の
企
業
数
の
減

少
は
、
若
者
の
都
市
部
流
出
を
ま
す
ま
す
加
速
さ
せ

ま
す
。
地
域
産
業
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
会
社
を

興
し
、
継
続
さ
せ
る
人
材
が
必
要
で
す
。
そ
う
し
た

人
材
の
育
成
に
向
け
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
、
県
内
の

商
業
高
校
で
初
め
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
起
業
コ

ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
や
地
元
商
店
街
と
連
携
し
た
店

舗
経
営
な
ど
、
商
業
高
校
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
、
新
類
型
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」（
森
山
校
長
）

導入初期は、「東商デパートのホー
ムページの改善点を探した。おかし
な所がいくつかあって笑ってしまっ
た」などと、事実のみの記載。

１か月後、「今までで1番解けた！　
今までと少し違う勉強をしたからか
も。次もがんばろうと思う」などと、
自身の行動を振り返り、効果があっ
た点を認識している。

※学校資料を基に編集部で作成。

図2	 振り返りシート

振り返りの内容を、①「頭の中だけで振り返る」（ぼ
んやり）〜⑤「これからの改善や方針についても
振り返る」（見通し）の５段階で自己評価する。

指導変革の 岡山県立岡山東商業高校軌跡

変
革
の

　
　
　・

成
果

展
望

地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る

起
業
・
継
業
で
き
る
人
材
を
育
成

振り返りの質がアップ

振り返りシートの導入初期

１か月後

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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学力多層化の現状を丁寧に分析し、
自律した学びを目指して指導を更新

宮城県柴田高校　２学年団

「自律・敬愛」「英知・創造」「忍耐・強靱」
を校訓に掲げ、創立以来、６千余名の人材を
送り出してきた。特に、スポーツにおいては、
普通科・体育科の別なく、これまでに日本代
表選手、国民体育大会・全国高等学校総合体
育大会優勝選手、複数のプロ野球選手を送り
出してきた。2021 年には、野球部が第 93回選抜高等学校野球大会に出
場を果たした。部活動が活発な同校では、地域貢献活動も部活動単位で行っ
ており、運動部による近隣の小・中学生への技術指導、文化部による施設
訪問、さらに生徒会主導による駅周辺や通学路の清掃などのボランティア
活動に取り組んでいる。

地域の少子化が進み、2020
年度高校入試では、普通科、
体育科ともに志願倍率が１倍
を下回った同校。入学生の学
力幅が非常に大きい中、各学
力層に対して適切な支援を行
うことで、すべての生徒の夢
を実現する学年づくりを目指
し、学年団は動き始めた。

設立　1986（昭和 61）年
形態　全日制／普通科、体育科／共学
生徒数　１学年約 160人
2021年度進路実績（現役のみ）　４年制大は、福島大、東北学院大、宮城
学院女子大、東京国際大、国際武道大、日本体育大などに64人が合格。短大・
専門学校進学51人。就職38人。

学校概要◎入学生の学力の多層化が課題と

なっていた。特に、学力上位層の学

習意欲を喚起し、高い志望を実現す

るために、指導の改善の必要性が高

まっていた。

◎ＩＣＴを活用し、個に応じた教科

指導を充実させる中で、生徒に主体

的に学習に取り組む態度を育むとい

う新たな課題が見えてきた。

直面した課題

輝く
学年団を訪ねて
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管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任

　
宮
城
県
柴
田
高
校
で
は
、
近
年
、
同
校
へ
の
志
願

者
数
の
減
少
を
背
景
と
し
た
入
学
生
の
学
力
の
多
層

化
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
20
年
度
１
学
年
主
任
と

な
っ
た
佐
藤
瞬し

ゅ
ん

先
生
は
、
学
力
中
下
位
層
の
生
徒

へ
の
支
援
は
も
ち
ろ
ん
、
学
力
上
位
層
へ
の
指
導
を

充
実
さ
せ
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
。

　「
ど
の
学
力
層
の
生
徒
も
、
自
分
の
目
標
の
実
現

に
向
け
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
生

徒
に
必
要
な
指
導
を
明
確
化
す
る
た
め
、
ま
ず
は
生

徒
の
実
態
を
把
握
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
た
臨

時
休
業
が
明
け
、
生
徒
が
登
校
を
再
開
し
た
20
年
６

月
、
１
学
年
の
全
４
ク
ラ
ス
で
「
目
標
設
定
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
」（
Ｐ
．42
図
１
）
の
記
入
に
取
り
組
ま
せ
た
。

同
シ
ー
ト
は
、
現
在
の
自
分
を
、
性
格
、
学
力
の
面

か
ら
分
析
し
た
上
で
、
高
校
卒
業
時
の
自
分
の
あ
り

た
い
姿
を
描
き
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
何
を
す
べ
き

か
を
生
徒
に
逆
算
し
て
考
え
さ
せ
る
と
い
う
も
の

だ
。
20
年
度
１
学
年
団
で
ク
ラ
ス
副
担
任
を
務
め
た

小
野
寺
浩
子
先
生
は
、
同
シ
ー
ト
を
用
い
た
生
徒
理

解
の
成
果
を
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
現
時
点
で
の
自
分
の
強
み
や
得
意
な
こ
と
、
さ

ら
に
苦
手
な
こ
と
も
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
き
出
し
た

上
で
、こ
れ
か
ら
自
分
は
ど
う
あ
り
た
い
か
を
考
え
、

そ
れ
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
形
で
表
現
さ
せ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
自
分
を
筋
道
立
て
て
表
現
で
き
る
生
徒
も

い
れ
ば
、
目
指
す
進
路
が
ぼ
ん
や
り
し
て
い
て
表
現

力
に
乏
し
い
生
徒
も
い
て
、
同
じ
学
年
で
も
生
徒
の

現
状
は
多
様
な
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」

　
６
月
に
記
入
し
た
同
シ
ー
ト
の
内
容
と
７
月
の
定

期
考
査
の
結
果
に
よ
っ
て
、
生
徒
の
学
力
が
多
層
化

し
て
い
る
状
況
を
、
学
年
団
で
共
通
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
、
佐
藤
瞬
先
生
は
振
り
返
る
。

　「
学
力
や
進
路
意
識
、
表
現
力
な
ど
、
生
徒
を
多

面
的
に
把
握
し
た
結
果
、
一
斉
指
導
を
充
実
さ
せ
る

だ
け
で
な
く
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
指
導
を

工
夫
し
て
い
こ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
ま
し
た
」

　
幅
広
い
学
力
層
へ
の
対
応
と
し
て
、
１
学
年
団
は

７
月
か
ら
、「Classi

学
習
動
画
（
＊
）」
の
配
信
を

開
始
し
た
。
配
信
を
希
望
す
る
生
徒
を
学
力
レ
ベ
ル

別
に
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
各
レ
ベ
ル
に
合
わ

せ
た
国
語
、
数
学
、
英
語
の
学
習
動
画
を
毎
週
２
、

３
講
義
ず
つ
配
信
し
た
。
ク
ラ
ス
担
任
の
北き

た

郷ご
う

剛
た
け
し

先
生
は
、
生
徒
の
学
び
に
向
か
う
姿
勢
の
変
化
に
手

応
え
を
感
じ
た
。

　「
例
年
、
指
導
が
後
回
し
に
な
り
が
ち
だ
っ
た
学

力
上
位
層
の
生
徒
は
、
レ
ベ
ル
の
高
い
学
習
動
画
を

＊　「Classi」は、株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社である Classi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援
するサービス。そのうち、「Classi 学習動画」には、義務教育の範囲から高校の教科書の範囲まで、約 12,000 本の解説動画を搭載。

ど
の
よ
う
な
チ
ー
ム
を
目
指
し
ま
し
た
か
？

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

学
年
団
と
し
て
の
「
成
功
」
は
？

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
自
覚
す
る

長
所
は
何
で
す
か
？

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
自
覚
す
る

短
所
は
何
で
す
か
？

目
的
と
手
段
が
明
確
に
共
有
さ
れ
、
ワ
ク
ワ
ク
感

を
持
っ
て
、
成
果
を
出
せ
る
チ
ー
ム
で
す
。

ゴ
ー
ル
か
ら
逆
算
し
て
す
る
べ
き
こ
と
を
考
え
、

率
先
垂
範
で
取
り
組
む
こ
と
で
す
。
ま
た
、
学
校

は
閉
鎖
的
で
な
く
、
社
会
に
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
意
識
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

生
徒
と
教
師
が
自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
日
々
を
過

ご
し
、
卒
業
式
の
日
に
、「
柴
田
高
校
に
進
学
し

て
よ
か
っ
た
」と
、１
人
で
も
多
く
の
生
徒
が
言
っ

て
く
れ
る
こ
と
。

ス
ピ
ー
ド
感
で
す
。
よ
い
と
思
っ
た
こ
と
は
す
ぐ

に
取
り
入
れ
ま
す
し
、
こ
の
学
年
に
は
合
わ
な
い

と
思
っ
た
こ
と
は
す
ぐ
に
軌
道
修
正
し
ま
す
。

ほ
か
の
人
に
任
せ
ら
れ
ず
に
、
つ
い
自
分
で
物
事

を
進
め
過
ぎ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
同
僚
に

仕
事
を
適
切
に
配
し
、
全
員
が
当
事
者
意
識
を

持
っ
て
業
務
に
向
か
え
る
よ
う
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

す
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

QQQQQ AAAAA

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
実
態
を
把
握
し
、

学
年
団
の
指
導
の
目
線
を
合
わ
せ
る

リ
ー
ダ
ー
に
聞
く！

5
つ
の

Q
&
A

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
、

学
力
層
別
に
学
習
を
支
援
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視
聴
す
る
こ
と
で
、『
日
々
の
授
業
に
つ
い
て
い
け

て
い
る
か
ら
大
丈
夫
だ
と
油
断
し
て
は
い
け
な
い
』

と
気
が
つ
い
た
は
ず
で
す
。
ま
た
、
学
力
下
位
層
の

生
徒
は
、『
基
礎
レ
ベ
ル
か
ら
や
り
直
し
て
い
っ
て

も
よ
い
の
だ
』
と
安
心
感
を
得
た
と
思
い
ま
す
」

　
12
月
に
は
、Classi

の
新
機
能
「
学
習
マ
ッ
プ
連

携
課
題
配
信
」
を
活
用
し
、
各
生
徒
に
、
ベ
ネ
ッ
セ

の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
結
果
に
応
じ
て
自
動
的
に
選
定

さ
れ
た
課
題
を
配
信
し
た
。
さ
ら
に
、
１
学
年
団
で

は
、
冬
季
休
業
中
の
５
教
科
の
課
題
に
つ
い
て
も
、

３
つ
の
学
力
レ
ベ
ル
別
で
準
備
す
る
な
ど
、
各
学
力

層
に
対
応
し
た
学
習
支
援
は
順
調
に
進
ん
だ
。だ
が
、

佐
藤
瞬
先
生
は
、
生
徒
た
ち
の
様
子
に
新
た
な
課
題

を
感
じ
取
っ
て
い
た
。

　「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
学
力
に

応
じ
た
課
題
の
提
供
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
大
き
な

進
歩
で
し
た
。
た
だ
、
そ
の
一
方
で
、
課
題
が
与
え

ら
れ
た
状
況
で
学
ぶ
こ
と
が
や
や
常
態
化
し
て
し
ま

い
、
生
徒
の
自
律
を
妨
げ
て
い
る
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」

　
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
課
題
提
供
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ

に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
今
、
自
分
た
ち
教
師
が
で

き
る
こ
と
、
力
を
入
れ
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
…
…
佐
藤
瞬
先
生
が
出
し
た
答
え
は
、
教
師

が
生
徒
と
対
話
す
る
機
会
を
増
や
し
、
自
律
し
て
学

習
に
取
り
組
む
態
度
を
生
徒
に
育
む
こ
と
だ
っ
た
。

　「
２
学
年
に
持
ち
上
が
っ
て
す
ぐ
、
学
年
団
の
先

生
方
に
『
チ
ュ
ー
タ
ー
制
自
主
学
習
サ
ポ
ー
ト
』
と

い
う
取
り
組
み
を
提
案
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
４
人

の
副
担
任
と
進
路
指
導
部
長
、
そ
し
て
私
の
計
６
人

の
中
か
ら
、
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
『
こ
の
先
生
に
学

習
の
伴
走
を
し
て
も
ら
い
た
い
』
と
い
う
教
師
を
生

徒
が
選
び
、
自
ら
学
習
の
進
捗
や
課
題
を
報
告
し
、

時
に
は
悩
み
を
相
談
し
な
が
ら
学
習
を
進
め
る
も
の

で
す
。
担
任
や
部
活
動
顧
問
と
は
異
な
る
立
場
で
高

校
生
活
を
支
え
て
も
ら
え
る
第
三
の
関
係
を
生
徒
が

自
分
で
つ
く
り
な
が
ら
、
自
律
し
た
高
校
生
活
を
過

ご
し
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
し
た
」（
佐
藤
瞬
先
生
）

　「
チ
ュ
ー
タ
ー
制
自
主
学
習
サ
ポ
ー
ト
」
に
は
、

２
学
年
の
生
徒
の
４
分
の
１
が
参
加
を
希
望
し
、
６

人
の
チ
ュ
ー
タ
ー
は
２
〜
10
人
の
生
徒
を
受
け
持
っ

た
。生
徒
は
、「
個
人
学
習M

anagem
ent Sheet

」（
図

２
）
に
、
ど
の
教
科
を
、
何
を
使
っ
て
、
ど
れ
だ
け

学
習
し
た
の
か
を
記
録
し
、
チ
ュ
ー
タ
ー
と
共
有
す

る
。
チ
ュ
ー
タ
ー
の
１
人
で
あ
る
進
路
指
導
部
長
の

佐
藤
祥や

す
し

先
生
は
、毎
週
、職
員
室
で
１
人
10
分
程
度
、

生
徒
と
面
談
を
し
て
い
る
と
い
う
。

　「
生
徒
は
、『
今
週
は
部
活
動
を
優
先
し
た
の
で
、

図 2　個人学習 Management Sheet

図 1　目標設定ワークシート

「チューター制自主学習サポート」に参加する生徒は、学習状況や希望進路などを
本シートに記録し、チューターの教師と共有する。

佐藤瞬学年団では、１年生６月、２年生４月に、全クラスが「目標設定ワークシート」の記入に
取り組んだ。生徒が記入した目指すゴールとそれを達成する高校生活を、教師は生徒理解の
材料として活用した。

※学校資料をそのまま掲載。

※学校資料をそのまま掲載。
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管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任

特
に
、
学
力
上
位
層
の
生
徒
の
変
化
は
顕
著
だ
。

　「
私
は
今
年
度
、
学
力
上
位
者
が
多
い
ク
ラ
ス
の

担
任
を
務
め
て
い
ま
す
が
、
放
課
後
、
生
徒
が
教
室

に
残
っ
て
自
習
す
る
な
ど
、
今
ま
で
は
な
か
っ
た
姿

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
２
年
生
９
月
の

段
階
で
、
ほ
ぼ
全
員
が
志
望
校
を
決
め
て
い
ま
す
」

（
小
野
寺
先
生
）

　
佐
藤
瞬
先
生
は
今
後
、
す
べ
て
の
生
徒
に
自
分
の

こ
と
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
る
。
学
力
上
位
層
の
生
徒
が
、「
も
う
自

分
に
は
チ
ュ
ー
タ
ー
の
支
援
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

１
人
で
大
丈
夫
で
す
」
と
言
っ
て
き
た
り
、
チ
ュ
ー

タ
ー
制
に
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
生
徒
が
、「
私
も

サ
ポ
ー
ト
し
て
ほ
し
い
」
と
申
し
出
た
り
と
、
自
己

変
革
の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　「
生
徒
だ
け
で
は
な
く
、
私
た
ち
教
師
も
、
さ
ら

に
自
己
変
革
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

２
学
年
で
ク
ラ
ス
担
任
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た

小
野
寺
先
生
は
、『
以
前
、
他
校
で
担
任
を
務
め
た
時

に
、
学
力
下
位
層
に
手
を
か
け
た
一
方
で
、
学
力
上

位
層
に
は
十
分
な
指
導
が
で
き
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、

今
年
度
の
２
学
年
で
は
ク
ラ
ス
担
任
を
務
め
た
い
』

と
、
ご
自
身
の
意
志
を
私
に
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

教
師
と
し
て
の
自
分
の
課
題
を
掲
げ
、
前
に
進
も
う

と
す
る
小
野
寺
先
生
は
、
ま
さ
に
自
分
を
デ
ザ
イ
ン

す
る
力
を
発
揮
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
教
師
の

姿
勢
は
必
ず
生
徒
に
伝
播
し
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
す
る

力
で
、
多
く
の
生
徒
・
教
師
が
自
己
変
容
を
促
せ
る

よ
う
な
学
年
団
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

来
週
は
勉
強
を
頑
張
り
た
い
』
と
か
、『
最
近
こ
ん

な
進
路
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
』
な
ど
と
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
す
。
教
師
と
の
対
話
を

通
じ
て
、
自
分
の
現
状
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
主
体

的
に
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
」

　
２
年
生
２
学
期
を
迎
え
た
生
徒
た
ち
に
、
学
年
団

の
教
師
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

2
学
年
担
任

北
郷

　剛　
き
た
ご
う
・
た
け
し

教
職
歴
7
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

理
科
。

主
幹
教
諭
・
進
路
指
導
部
長

佐
藤
　祥　

さ
と
う
・
や
す
し

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
2
年
目
。

数
学
科
。

2
学
年
担
任

小
野
寺
浩
子　
お
の
で
ら
・
ひ
ろ
こ

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
7
年
目
。

家
庭
科
。

2
学
年
主
任

佐
藤

　瞬　
さ
と
う
・
し
ゅ
ん

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
6
年
目
。

英
語
科
。

生徒の実態を丁寧に把握したこ
とで、学年課題への共通理解が
図られ、学年団が一丸となって
指導に取り組めた

指導改善の手応えが得られても、
さらに改善すべき点はないか、
学年団で自問自答を続けた

本
校
で
は
、
公
募
制
で
学
年
主
任
と
分
掌
部
長
を
任
命
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
校
長
の
私
は
、「
自
分
の
力
で

学
校
を
変
え
よ
う
」
と
い
う
気
概
を
持
つ
先
生
方
を
全
力

で
支
援
し
ま
す
。
先
生
方
が
校
長
よ
り
も
先
を
歩
こ
う
と

す
る
こ
と
で
、
学
校
改
革
が
進
ん
で
い
く
の
で
す
。

先
生
方
が
前
を
走
る

学
校
を
つ
く
る

土は

生ぶ

善よ
し

弘ひ
ろ

校
長

学年団　輝きのポイント

輝く
学年団を訪ねて

生
徒
、
教
師
双
方
に

自
分
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
力
を
育
む
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い
じ
め
を
早
期
発
見
し
、
重
大
事
態
と
な
る
の
を

防
ぐ
た
め
、２
０
１
３
年
、「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進

法
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。各
校
で
は
、同
法
で
義
務

づ
け
ら
れ
た「
学
校
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」を
策
定

し
、学
校
い
じ
め
対
策
組
織
を
設
置
し
て
、い
じ
め
防

止
に
努
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。た
だ
、各
地
で
い
じ

め
に
関
す
る
研
修
を
行
っ
て
い
て
感
じ
る
の
は
、同
法

で
示
さ
れ
た
い
じ
め
の
定
義
や
対
応
の
考
え
方
が
、

ま
だ
十
分
に
は
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。同
法
で
は
、い
じ
め
は
こ
う
定
義
さ
れ
ま
し
た
。

　
傍
線
部
が
い
じ
め
の
４
要
件
で
す
。
そ
こ
で
は
被

害
者
の
主
観
が
重
視
さ
れ
、加
害
者
の
意
図
は
問
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
。例
え
ば
、部
活
動
の
練
習
を
怠
け
た

Ａ
さ
ん
を
、Ｂ
さ
ん
が
注
意
し
た
と
こ
ろ
、Ａ
さ
ん
は

強
く
と
が
め
ら
れ
た
と
感
じ
、精
神
的
苦
痛
を
受
け

た
と
訴
え
た
と
し
ま
す
。Ｂ
さ
ん
の
行
為
は
チ
ー
ム
の

一
員
と
し
て
の
自
覚
を
促
し
た
も
の
で
す
が
、Ａ
さ

ん
が
苦
痛
を
訴
え
た
た
め
、学
校
は
い
じ
め
と
捉
え

て
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。心
身
の
苦
痛
を
訴

え
た
生
徒
を
、放
っ
て
お
い
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

　
い
じ
め
へ
の
対
応
も
、被
害
者
を
第
一
に
考
え
て
行

う
よ
う
、
法
律
は
明
示
し
て
い
ま
す
（
図
）。
被
害

者
と
そ
の
保
護
者
を
「
支
援
」
し
、加
害
者
に
は
「
指

いじめを未然に防ぐために

いじめの４要件にあてはまるものは、すべていじめと捉
える意識を持つ。

何よりもまず、被害者に寄り添った支援を。

早期発見に向けて、多様な立場の教師がかかわり、
一部の教師で問題を抱え込まない。

保護者に学校のいじめ対策の方針や体制を説明し、学
校と保護者が協力していじめ防止にあたることを伝える。

児
童
等
に
対
し
て
、
当
該
児
童
等
が
在
籍
す
る
学
校
に
在

籍
し
て
い
る
等
当
該
児
童
等
と
一
定
の
人
的
関
係
に
あ
る

他
の
児
童
等
が
行
う
心
理
的
又
は
物
理
的
な
影
響
を
与
え

る
行
為
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
も
の
を

含
む
。）
で
あ
っ
て
、
当
該
行
為
の
対
象
と
な
っ
た
児
童

等
が
心
身
の
苦
痛
を
感
じ
て
い
る
も
の
を
い
う
。

学校
危機管理
基 礎 講 座

い
じ
め
の
防
止
と
対
応

テーマ

学
校
で
起
こ
り
得
る
危
機
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
備
え
を
し
て
お
く
べ
き
か
。
事
故
や
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
ら
、

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か
。学
校
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
研
究
す
る
坂
田
仰た

か
し

教
授
が
解
説
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。第
４
回
は
、い
じ
め
の
防
止
と
対
応
に
つ
い
て
、法
的
視
点
を
踏
ま
え
て
解
説
す
る
。

よ
か
れ
と
思
っ
て
と
っ
た
行
為
が

い
じ
め
に
捉
え
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も

日本女子大学
教職教育開発センター
教授　坂田 仰

たかし

大阪府の公立高校に勤務後、東
京大学大学院法学政治学研究科
公法専攻博士課程単位取得退
学。1996 年、日本女子大学に
赴任。専門は、憲法学、公教育
制度論。今年９月に『新訂第４
版 図解・表解教育法規』（共著、
教育開発研究所） を出版。

解説者

＊１　文部科学大臣決定「いじめの防止等のための基本的な方針」（最終改定平成 29 年３月 14 日）において、「例えば、好意から行った行為が意図せずに相手側の児童生
徒に心身の苦痛を感じさせてしまったような場合、軽い言葉で相手を傷つけたが、すぐに加害者が謝罪し、教員の指導によらずして良好な関係を再び築くことができた場
合等においては、学校は、『いじめ』という言葉を使わず指導するなど、柔軟な対応による対処も可能である。ただし、これらの場合であっても、法が定義するいじめに
該当するため、事案を法第 22 条の学校いじめ対策組織へ情報共有することは必要となる。」としている。
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管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任

導
」、
そ
の
保
護
者
に
は
「
助
言
」
を
し
ま
す
。
そ

し
て
、
い
じ
め
の
再
発
防
止
・
根
本
的
な
解
消
に
向

け
て
、
支
援
・
指
導
を
「
継
続
的
に
」
行
い
ま
す
。

　
先
に
挙
げ
た
Ａ
さ
ん
と
Ｂ
さ
ん
の
場
合
、
ま
ず
Ａ

さ
ん
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
て
精
神
的
回

復
を
「
支
援
」
し
、
Ｂ
さ
ん
に
は
苦
痛
を
与
え
た
言

い
方
な
ど
に
つ
い
て
「
指
導
」
し
、
再
発
防
止
に
努

め
ま
す
。
そ
う
し
て
、
い
じ
め
防
止
へ
の
対
応
を
継

続
し
な
が
ら
、生
徒
の
状
況
に
応
じ
て
、教
育
活
動
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
部
活
動
へ
の
参
加
の
あ
り
方

を
考
え
る
機
会
な
ど
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
い
じ
め
の
４
要
件
に
あ
て
は
ま
る
も
の
は

す
べ
て
い
じ
め
と
捉
え
、
手
順
に
の
っ
と
っ
て
対
応

す
る
と
い
う
意
識
へ
の
転
換
が
必
要
で
す
（
＊
１
）。

　
各
校
が
組
織
的
か
つ
能
動
的
に
い
じ
め
の
防
止
に

努
め
る
こ
と
も
、
同
法
で
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
い
じ
め
に
関
す
る
調
査
の
定
期
的

な
実
施
が
あ
り
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
学
期
に

１
回
程
度
実
施
す
る
学
校
が
多
く
、実
際
、ア
ン
ケ
ー

ト
は
い
じ
め
発
見
の
有
効
な
手
段
で
す
（
＊
２
）。

　
い
じ
め
防
止
の
校
内
組
織
の
常
設
も
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
い
じ
め
防
止
に
関
す
る
教
育
活
動
や
教
員

研
修
の
実
施
、
相
談
窓
口
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実

施
な
ど
を
担
う
部
署
で
、
生
徒
指
導
部
と
は
別
に
設

置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
組
織
の
構
成
員
は
、管
理
職
や
生
徒
指
導
担
当

の
教
師
、学
年
主
任
、養
護
教
諭
な
ど
に
、ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

さ
ら
に
地
域
の
民
生
委
員
な
ど
の
外
部
人
材
を
加
え

ま
す
。日
常
的
に
多
様
な
立
場
の
教
師
が
か
か
わ
り
、

い
じ
め
を
早
期
発
見
す
る
と
と
も
に
、い
じ
め
の
対

応
を
一
部
の
教
師
で
抱
え
込
ま
ず
、管
理
職
に
も
速

や
か
に
報
告
し
、
外
部
の
専
門
家
の
知
見
を
得
て
、

適
切
な
支
援
・
指
導
に
つ
な
げ
る
と
い
う
ね
ら
い
が

あ
り
ま
す
。同
組
織
の
活
発
な
活
動
が
、い
じ
め
防
止

に
つ
な
が
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
な
お
、
同
法
で
は
、
子
の
教
育
に
第
一
義
的
責
任

を
負
う
保
護
者
は
、
子
に
い
じ
め
を
行
わ
な
い
規
範

を
養
う
努
力
義
務
と
、
い
じ
め
ら
れ
た
場
合
に
子
を

守
る
義
務
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
保
護

者
会
等
で
、
学
校
の
い
じ
め
対
策
の
体
制
な
ど
を
説

明
し
、
学
校
と
保
護
者
が
協
力
し
て
い
じ
め
防
止
に

あ
た
る
こ
と
を
伝
え
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
起
き
て
ほ
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
じ
め
に
よ

り
、
自
殺
や
不
登
校
な
ど
の
重
大
事
態
が
起
き
た
場

合
、
学
校
は
設
置
者
に
報
告
し
、
教
育
委
員
会
・
法

人
ま
た
は
学
校
に
、
事
実
関
係
を
明
確
に
す
る
た
め

の
調
査
を
行
う
第
三
者
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。
法

に
の
っ
と
っ
た
対
応
の
迅
速
な
遂
行
が
事
態
を
悪
化

さ
せ
な
い
た
め
に
は
重
要
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
、

速
や
か
に
第
三
者
委
員
会
が
設
置
さ
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
理
由
の
１
つ
が
予
算
で
す
。
長
期

化
す
る
調
査
に
は
人
件
費
が
膨
大
に
か
か
り
ま
す
。

先
に
述
べ
た
校
内
組
織
へ
の
外
部
人
材
の
登
用
に

も
、
予
算
が
必
要
で
す
。
生
徒
を
守
る
た
め
に
は
人

的
・
予
算
的
支
援
が
必
要
な
点
を
国
や
自
治
体
、
法

人
に
伝
え
続
け
る
こ
と
も
、
今
後
の
備
え
に
つ
な
が

る
こ
と
と
し
て
、
重
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

外
部
人
材
も
構
成
員
と
し
た

い
じ
め
防
止
の
組
織
を
常
設

生
徒
を
守
る
た
め
の

予
算
措
置
を
継
続
し
て
求
め
る

図　 いじめに対する措置のポイント

＊２　文部科学省「令和元年度　児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果について」において、「いじめ発見のきっかけ」で最も
多かったのは、高校の場合、「アンケート調査など学校の取組により発見」で 48.2％、次いで「本人からの訴え」で 26.4％だった。

「いじめ防止対策推進法」23条では、被害者には「支援」、加害者には「指
導・助言」と厳然と分けて示している。犯罪行為として扱うべきいじめは、
学校で抱え込まずに、警察と連携して対処することも定められた。
※坂田仰『新訂第４版 図解・表解教育法規』（共著、教育開発研究所）を基に編
集部で作成。

学校

速やかに
事実確認

結果は設置者
に報告

犯罪行為として
取り扱われるべき
いじめの場合

いじめの
疑い

いじめを受けた
児童生徒または
その保護者に
対する

いじめを行った
児童生徒に対す
る

いじめを行った
児童生徒の保
護者に対する

い
じ
め
が
あ
っ
た

いじめに対する措置（23条）

通
報

継続的に！

支援

指導

助言

警察と連携して
対処
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■「大学入学共通テスト」の結果が「全体的によかった」と回答した学校（Ａ）　
■それ以外の学校（Ｂ）　　　　（Ａ）－（Ｂ）の差
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学
習
の
振
り
返
り
の
強
化

学
習
方
法
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

面
談
の
質
・
量
の
充
実

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
指
導

時
期
ご
と
の
学
習
計
画
の
作
成

個
別
最
適
化
さ
れ
た
教
材
の
活
用

メ
タ
認
知
能
力
の
育
成

教
科
面
談
の
実
施

学
習
の
振
り
返
り
の
強
化

学
習
方
法
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

面
談
の
質
・
量
の
充
実

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
指
導

時
期
ご
と
の
学
習
計
画
の
作
成

個
別
最
適
化
さ
れ
た
教
材
の
活
用

メ
タ
認
知
能
力
の
育
成

教
科
面
談
の
実
施

注）「大学入学共通テスト」の結果が「『全体的によかった』と回答した学校」は、文系
で109 校、理系で 98 校、「それ以外の学校」は、文系で830 校、理系で 841校。

文系 理系

18

9

16
11

19
14

27

19

28
23

3230

42
37

45 46

17

9
15

11
1615

24
19

24
24

29 31

48

36

4745

全体的によかった

例年（センター試験）と
変わらない

全体的に悪かった

■文系　■理系

0 10 20 30 40 50 60（％）

注）数値は、「大学入学共通テスト」の受験者がいると回答した学校（939 校）に対す
る割合。「その他」を選択した学校があるため、グラフの合計値は100％とならない。

12
10

49
44

15
16

ピックアップデータ

ベネッセ教育情報センター「教育・入試改革対応に関する調査」（＊）

生徒に学習の自走化を促す指導が
「大学入学共通テスト」の結果につながる

データから考える！　指導のnext

　2021年度大学入試から始まった「大

学入学共通テスト」（以下、共通テスト）。

１回目の共通テストを終えて、全国の教

師はどのような手応えや課題を感じたの

か、ベネッセ教育情報センターが、2021

年２〜３月の期間でアンケート調査を

行った。

　難化が予想されていた共通テストだっ

たが、平均点は20年度センター試験よ

りも上昇。本調査でも、共通テストの結

果に対する認識が、「例年（センター試験）

と変わらない」と回答した学校は約半数

だった（データ１）。一方で、「自学自習が

できた生徒とそうでない生徒とで、結果に

差があった」という所感が多く見られた。

　そこで着目したのが、共通テストの結

果が「全体的によかった」と回答した約１

割の学校だ。「全体的によかった」と回答

した学校と、それ以外の学校が行った指

導を比較すると、「個別最適化された教材

の活用」や「面談の質・量の充実」など

の、教師から生徒に機会を与える取り組

みよりも、「教科面談の実施」「時期ごと

の学習計画の作成」「学習方法のオリエ

ンテーションの実施」など、生徒が学習

において自走するための取り組みを、「全

体的によかった」と回答した学校の方が

多く実施していることが分かった（デー

タ２）。コロナ禍で指導の機会が制限さ

れた中、生徒が自ら学習の質を高められ

るよう、生徒の自走を促したことが、共

通テストの結果につながったのだろう。

　21年度大学入試に関する本誌８月号

の特集も、ぜひ、ご覧いただきたい。

「大学入学共通テスト」の結果に対する認識データ1

「大学入学共通テスト」の結果の認識別・
20年度卒業生に実施した指導

データ２

＊　調査概要◎【調査方法】郵送法による依頼、ファクス・ウェブによる回答、【調査対象】全国の国公立・私立高等学校、中等教育学校の進路担当者、【調査期間】
2021年２〜3月、【有効回収数】1,024
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教務担当お勧めの分掌
▲

お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

進路担当 担任

進路担当 担任

教務担当 担任管理職

担任

P. 64

P. 48

P. 56

P. 60

教師個々の教科指導・進路指導に
役立つ事例や情報を、
先生方の思いを乗せてお届けする

小論文合同学習会
近畿地区専門高校３校連携

目標1●貧困をなくそう、目標11●住み続けられるまちづくりを
目標17●パートナーシップで目標を達成しよう

関西大学　社会学部　	 P.56

社会システムデザイン専攻　草
くさごう

郷孝
たかよし

好研究室	
目標 11●住み続けられるまちづくりを	

長岡造形大学　造形学部　	 P.58

建築・環境デザイン学科　環境計画・保存コース	渡邉誠介研究室

生徒の将来に影響する社会の動きが「学ぶ」「働く」「暮らす」の視点で分かる

トレンド・ワード　データサイエンス

これから求められる学びとは？　
一歩先を行く授業を実践者が紹介

教科の見方・考え方を働かせる
問いや課題を通じて学びが深まる授業に迫る

持続可能な社会の実現に向けた
問題解決に取り組む大学の研究とは？

S D G s の
視 点 で 見 る

大学の学び

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

世の中　　　　　解説

世界史　石川県立加賀高校　前田鷹
たか

図
と

	 P.48

「少しだけ背伸びをさせる」問いで、
生徒が自己肯定感を得られる授業を目指す

数学　京都府・私立東山中学・高校　山本晃
あきひろ

弘	 P.52

厳密性と視認性の両面からのアプローチで
深い理解に導き、学習意欲を引き出す

学校や学科、環境が異なる生徒同士で、
視点や考え方の多様性を学び、視野を広げる

授 業 実 践

発問・課題設定をキーに見る

誌上で見学　　　　学びのnext
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1

4

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］1
年
生
／
地
理
歴
史
／
世
界
史
Ａ
　［
分
野
・
単
元
］帝
国
主
義
と
第
一
次
世
界
大
戦
（
本
時
は
、

全
７
時
間
の
う
ち
の
２
時
間
目
。
Ｐ
．51
に
指
導
計
画
を
掲
載
）

［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］
知
識
、
技
能
、
思
考
力
、
表
現
力
、
主
体
性
、
協
働
性

［
学
習
内
容
］前
田
先
生
作
成
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。チ
ャ
レ
ン
ジ
①
は
、既
習
事
項
の
復
習
に
個
人

で
取
り
組
み
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
②
は
、
欧
州
列
強
諸
国
の
国
際
関
係
を
整
理
す
る
課
題
に
個
人
で
取
り
組
ん
だ
上
で
、そ
の

内
容
を
グ
ル
ー
プ
で
共
有
。チ
ャ
レ
ン
ジ
③
で
は
、国
際
関
係
を
地
図
上
に
図
示
す
る
課
題
に
、グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
ん
だ
。

本時のテーマの説明と前時の復習

前田先生はまず、中学校で既に学習した第一次世界大戦
の要因となった欧州の対立構造について、その原因を考
えることが本時のテーマであると伝えた。その後、生徒
はワークシートのチャレンジ①に取り組み、帝国主義や
欧州列強諸国など、前時までの既習事項を復習した。

8:50
本時の概要

まえだ・たかと　教職歴 11 年。同校に赴任して５年目。進路指導課。地理歴史科。
前任は中学校の社会科の教師。先進校の事例などから学ぶ、主体的・対話的で深い学
びの研修を通じて、研鑽を積む。

学校概要
◎ 2000 年度、普通科から総合学科に改編。南加賀地区唯一の総合学科高校となる。
３年間を見通したきめ細かなキャリア教育を行い、生徒の進路実現を支援。基礎学力
の充実のため、１年次は独自の学び直し教材「加賀ベーシック」に取り組む。２年次
に興味・関心や希望進路に応じて、進学（人文・理数）系列、生活・福祉系列、ビジ
ネス系列の３系列から履修科目を選択する。

◎設立　 1973（昭和 48）年
◎形態　全日制／総合学科／共学　
◎生徒数　１学年 54 人、２学年 55 人、３学年 45 人
◎2021年度進路実績　卒業生 26 人中、短大・専門学校進学８人、就職 15 人。

授 業 実 践

世
界
史

「
少
し
だ
け
背
伸
び
を
さ
せ
る
」
問
い
で
、

生
徒
が
自
己
肯
定
感
を
得
ら
れ
る
授
業
を
目
指
す

石
川
県
立
加
賀
高
校

　前
田
鷹た

か

図と

発問・課題設定をキーに見る

国際関係を図示

「まず、それぞれの国の場所はどこかな？」という前田先生
の言葉を受け、生徒は国のカードを地図上に並べ始めた。国
同士の関係性が分からず考え込むグループに、前田先生は、
「ドイツに住む民族は？」「ドイツとフランスは、なぜ対立し
ていたのかな？」などと、ヒントになる問いを投げかけた。

9:17

本時のキー課題
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前
任
の
公
立
中
学
校
で
は
、
高
校
入
試

を
意
識
す
る
あ
ま
り
、
知
識
を
教
え
込
む

講
義
形
式
の
授
業
を
し
が
ち
で
し
た
。
本

校
に
赴
任
し
、
学
習
が
苦
手
な
生
徒
を
目

の
あ
た
り
に
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
目

を
配
れ
て
い
な
か
っ
た
生
徒
が
い
た
こ
と

に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
校
の
生
徒
の
大
半
は
、
卒
業
後
、
専

門
学
校
に
進
学
し
た
り
、
就
職
し
た
り
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
授
業
と
進
路
が
直
結

し
な
い
と
捉
え
て
い
る
生
徒
が
少
な
く
な

く
、
そ
う
し
た
生
徒
が
歴
史
を
学
ぶ
意
義

を
感
じ
、
主
体
的
に
学
習
に
向
か
え
る
よ

う
、
授
業
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
生
徒
主
体
の
活
動
を
授

業
の
中
心
に
据
え
、
教
師
の
講
義
は
全
体

の
３
～
４
割
程
度
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
歴
史
の
面
白
さ
や
魅
力
が
伝
わ
る
よ

う
、
歴
史
用
語
や
年
号
な
ど
の
知
識
を
教

え
る
こ
と
よ
り
も
、
歴
史
の
流
れ
を
つ
か

み
、
出
来
事
の
原
因
を
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
私
が

話
す
内
容
は
シ
ン
プ
ル
に
し
、
生
徒
が
理

解
し
や
す
い
表
現
を
心
が
け
、
教
科
書
で

太
字
に
な
っ
て
い
る
語
句
は
、
歴
史
の
流

3

5

2

6
本時のキー課題

●
私
が
目
指
す
授
業

歴
史
の
流
れ
や
出
来
事
の
要
因
を

つ
か
む
、
生
徒
主
体
の
授
業

列強諸国の関係を整理

ほかのグループの地図を共有

既習事項を活用し、欧州列強諸国の友好・対立関係を整理
するチャレンジ②に取り組んだ。個人で取り組んだ上で、
その内容を４人１組のグループで共有。「汎ゲルマン主義っ
て何？」「普墺戦争が起きた理由は？」などと、問いかけ
合い、生徒は分からない点を教科書や資料で調べた。

国のカードを線で結んだり、囲んだりして、三国同盟・三
国協商などの構図を示した。関係のある国を同じ色で囲ん
だり、国同士を結ぶ線の色を関係性の違いによって分けた
りと、どのグループも、国の関係性が視覚的に分かりやす
くなるよう、工夫していた。

前田先生は、生徒が完成させた地図を撮影してスクリーンに
映し、「欧州列強諸国に、日本はどのようにかかわったのかを
調べてみよう」と、次なる問いを投げかけた。その後、完成し
た地図を各自がワークシートに整理したところで授業の終了
時刻を迎えたため、本時の振り返りは次時に行うことにした。

9:00

9:209:31

チャレンジ③のルーブリックを説明

前田先生は、チャレンジ②で整理した欧州列強諸国の国際
関係を地図上に図示するチャレンジ③の課題について説明
し、５段階の尺度のルーブリックをスクリーンに映した。そ
して、「Ｂ基準まで到達できるように、グループで協力して
取り組みましょう」と、生徒に呼びかけた。

9:16

国際関係を図示
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れ
や
転
換
点
に
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
け
を

扱
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
授
業
で
は
、
毎
時
間
１
枚
の
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
に
取
り
組
ま
せ
ま
す
。
授
業
の
流

れ
や
手
順
が
決
ま
っ
て
い
る
と
、
生
徒
は

安
心
し
、活
動
に
集
中
で
き
る
の
で
、ワ
ー

ク
シ
ー
ト
の
構
成
（
図
１
）
は
毎
時
間
ほ

ぼ
同
じ
で
す
。

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
、「
生
徒
の
活
動
量
を

多
く
す
る
こ
と
」「
１
人
で
取
り
組
め
る
こ

と
」「
少
し
だ
け
背
伸
び
を
さ
せ
る
こ
と
」

が
ら
書
く
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
評
価
は
観
点
別
に
行
い
、
特
に
「
関
心
・

意
欲
・
態
度
」
は
、
毎
時
間
、
全
校
共
通
の

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
評
価
し
ま
す
（
＊
２
）。

毎
時
間
評
価
す
る
の
は
、
授
業
の
１
時
間

１
時
間
を
大
切
に
す
る
意
識
を
育
む
た
め

で
す
。

　
そ
の
他
の
観
点
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

課
題
や
定
期
考
査
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
な
ど

で
評
価
し
ま
す
。
本
時
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

③
」
の
よ
う
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
で

は
、
課
題
の
内
容
に
応
じ
て
評
価
の
観
点

を
設
定
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
、

そ
れ
を
課
題
に
取
り
組
ま
せ
る
前
に
生
徒

に
示
し
て
い
ま
す
。
定
期
考
査
で
は
、
歴

に
留
意
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。
中
で
も

重
視
し
て
い
る
の
が「
少
し
だ
け
背
伸
び

を
さ
せ
る
こ
と
」
で
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
が
、そ
れ
に
該
当
し
ま
す
。

例
え
ば
、
ア
ヘ
ン
戦
争
を
描
い
た
絵
画
を

見
て
、
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
船
が
清
国

の
船
か
イ
ギ
リ
ス
の
船
か
を
、
根
拠
を
示

し
て
答
え
る
問
題
や
、
ロ
シ
ア
が
南
下
政

策
を
採
っ
た
理
由
を
、
地
理
や
気
候
条
件

を
基
に
説
明
す
る
問
題
な
ど
、
グ
ル
ー
プ

で
考
え
た
り
、
教
師
が
ヒ
ン
ト
を
出
し
た

り
す
れ
ば
解
答
で
き
る
問
題
で
す
。
そ
う

し
た
問
題
に
正
解
す
る
こ
と
で
、
生
徒
が

「
や
れ
ば
で
き
る
」
と
感
じ
、
学
習
に
前
向

き
に
な
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
は
、
ど
う
す

れ
ば
避
け
ら
れ
た
か
」
な
ど
、
あ
え
て
歴

史
の
「
if
」
に
切
り
込
む
問
い
か
け
を
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
同
じ
こ
と
を
繰
り

返
さ
な
い
た
め
に
は
何
が
必
要
か
、
自
分

な
ら
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
か
な
ど
を
考

え
さ
せ
る
こ
と
は
、
よ
り
よ
い
未
来
を
築

く
力
を
育
む
、
歴
史
の
授
業
の
大
切
な
役

割
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
本
時
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
③
」
は
、
１
学

期
に
学
習
し
た
欧
州
列
強
諸
国
の
歴
史

と
、
中
学
校
で
の
既
習
事
項
で
あ
る
三
国

同
盟
・
三
国
協
商
を
踏
ま
え
て
、
ド
イ
ツ

と
ロ
シ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
が
対
立
し
た
要
因

を
考
察
す
る
問
題
に
し
ま
し
た
。
本
校
の

生
徒
の
多
く
は
、
情
報
を
整
理
し
て
再
構

築
す
る
力
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。
既
習
事

項
を
思
い
出
し
て
整
理
し
、
地
図
に
図
示

す
る
活
動
（
図
２
）
は
、
生
徒
に
少
し
だ

け
背
伸
び
を
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
と
め
と
し
て
行
う
「
Ｒ
80
」
は
、
茨

城
県
立
並
木
中
等
教
育
学
校
が
開
発
し
た

方
法
（
＊
１
）
で
、
学
習
内
容
の
ま
と
め

の
文
章
を
、
接
続
詞
で
つ
な
い
だ
２
文
で

書
く
と
い
う
課
題
で
す
。
年
度
当
初
は
、

私
が
授
業
の
冒
頭
で
解
説
す
る
「
今
日
の

歴
史
が
動
い
た
ポ
イ
ン
ト
」
を
80
字
に
ま

と
め
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
す
。
そ
し
て
、

徐
々
に
私
の
解
説
を
簡
略
化
し
、
生
徒
が

必
要
な
こ
と
を
自
分
で
考
え
、
補
足
し
な

図１　ワークシートの構成

図２　ワークシート　チャレンジ③

＊１　Rはリフレクション（振り返り）、リストラクチャー（再構築）を指す。生徒がペアやグループで話し合った内容を80字でまとめる活動であり、必ず２文で構成し、
接続詞でつなげるのがルール。詳しくは、『VIEW21』高校版2018年 12月号 P.28-31参照。　＊２　同校の学習評価の実践は、『VIEW21』高校版2020年 10月号
P.46-49参照。

エ
イ
テ
ィ

※学校資料をそのまま掲載。

※前田先生提供資料を基に編集部で作成。本時のワークシート
は③④のみ。

❶今日の歴史が
　動いたポイント

最低限押さえるべきポイントについ
て、教師の解説を書き写す。

❷今日の
　ストーリー

文章の空欄にあてはまる語句を、教
科書から読み取って書き込み、歴史
の流れを確認する。

❸チャレンジ 自分の考えを書いたり、難易度の高
い問いに取り組んだりする。

❹R80 本時の学習内容を80字でまとめる。

●
私
の
発
問
・
課
題
設
定
の
観
点

歴
史
の
「
if
」に
切
り
込
み
、

未
来
に
つ
な
が
る
力
を
育
む

50 高校版  2021 October

0-01-J-22511-001 2021 年度 VIEW next 高校版 10 月号 50 頁 ＣＭ
ＹＫ

再
念
校

10/04
八木

再
2
念
校

10/06
松下 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P48-51_view-next-koukou-10g.indd   50 2021/10/06   13:51



主体的・対話的で深い学び

史
用
語
な
ど
の
知
識
は
選
択
式
問
題
と
し
、

出
来
事
の
原
因
な
ど
を
記
述
さ
せ
る
問
題

に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
設
問

ご
と
に
評
価
の
観
点
を
明
記
し
て
い
ま
す
。

　
本
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
と
な
り
、
生

徒
主
体
の
授
業
が
実
現
し
つ
つ
あ
る
と
、

手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。
以
前
は
、
生

徒
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
は
無
解
答
が
目
立

ち
ま
し
た
が
、今
は
、多
く
の
生
徒
が
す
べ

て
の
問
題
に
対
し
て
解
答
し
て
い
ま
す
。

背
伸
び
を
さ
せ
る
問
題
も
、
す
ぐ
に
諦
め

ず
、
自
分
な
り
に
答
え
を
出
そ
う
と
考
え

る
姿
勢
が
身
に
つ
き
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
生
徒
の
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
で
は
、「
自
分
の
考
え
を
書
い
た
り
話

し
た
り
す
る
場
面
が
あ
る
か
」「
授
業
は

分
か
り
や
す
い
か
」
の
肯
定
率
（「
と
て

も
そ
う
思
う
」「
そ
う
思
う
」
の
合
計
）
は
、

ど
ち
ら
も
高
い
結
果
で
し
た
。

　
今
後
の
課
題
は
、
ど
の
生
徒
も
前
向
き

に
学
べ
る
授
業
デ
ザ
イ
ン
の
構
築
で
す
。

世
界
史
が
得
意
で
も
苦
手
で
も
、
主
体
的

に
取
り
組
め
る
授
業
を
、
こ
れ
か
ら
も
追

究
し
て
い
き
ま
す
。

●
成
果
と
展
望

難
し
い
問
題
で
も
、

自
分
な
り
に
考
え
る
よ
う
に

単元の指導計画

授 業 実 践

【教科・科目】地理歴史・世界史Ａ　【分野・単元】帝国主義と第一次世界大戦　【テーマ・作品】ヨーロッパの国際関係の緊張
【設定時数】全７時間（本時は２時間目）　【単元目標】帝国主義の潮流が、どのように第一次世界大戦に向かっていったかを理
解する。また、第一次世界大戦がその後の世界にどのような影響を与えたのかを理解する。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

1
•急変する社
会と、帝国
主義の潮流

19 世紀の社会の変容
を、国際化・国民意識
の高まり・帝国主義の
３点で捉えることがで
きる。
【知識】

① 19 世紀の世界がどのように変
化していったのか、そのプラス
の面とマイナスの面を考え、教
科書から該当する部分を探し、
理解する。
②各国の国民がいかに国民意識を
獲得していったのかを、資料を
基に考える。
③帝国主義の潮流がどのように世
界に広がっていったのか、風刺
画を基に理解する。

【主体的な学び】教科書から読み取れる
内容をワークシートに構造化してまと
めさせることで、自分の頑張りでワー
クシートが埋まっていく実感を持たせ
られるようにする。

•ワーク
シート

•授業中の
様子

2

•ヨーロッパ
の国際関係
の緊張
　①列強諸国
の対立と同
盟

既習事項を活用しなが
ら、第一次世界大戦前
の国際関係について、
言語化・図示できる。
【思考力、表現力、主体
性、協働性】

①第一次世界大戦前の国際関係
を、ドイツを中心に、既習事項
を基に考える。
②①で考えたことを地図上に落と
し込み、地政学的な理解の下に、
対立の原因を考察する。

【主体的な学び】既習事項を生かして理
解を深められるよう、ワークシートを
工夫する。
【対話的な学び】学習の理解度が異なる
生徒同士で助け合い、最低限理解すべ
きラインに到達できるようにする。
【深い学び】発展的な内容として、地政
学的な観点などを踏まえた理解ができ
るような発問をする。

•ワーク
シート

•授業中の
様子

6
•ロシア革命
と社会主義
国家の成立

ロシア革命が画期的
だった理由と、列強諸
国が社会主義革命に反
発した理由を、風刺画
から読み取り、考察で
きる。
【思考力】

①ロシアで起こった革命の経緯
を、教科書で確認する。
②社会主義国家が成立したこと
が、他国にどのような衝撃を与
えたのか、風刺画から読み取る。

【対話的な学び】風刺画から読み取った
内容をグループ内で共有し、複数のポ
イントを有する風刺画について理解す
る助けになるようにする。
【深い学び】ソ連の成立を単なる歴史的
事象として終わらせず、他国への影響
を考えさせることで、学習に深まりを
持たせる。

•ワーク
シート

•授業中の
様子

7
•ヴェルサイ
ユ体制と国
際連盟

第一次世界大戦後に成
立したヴェルサイユ体
制の問題点を、風刺画
から読み取り、考察で
きる。
【技能、思考力】

①ヴェルサイユ体制とワシントン
体制がどのように成立したか、
教科書で確認する。
②ヴェルサイユ体制に内在されて
いた問題を、風刺画から読み取
り、考察する。
③②の問題が現代の課題に通じる
点を考察する。

【対話的な学び】英字を含む風刺画の読
み取りをグループで行い、生徒が学び
合う場を設ける。
【深い学び】ヴェルサイユ体制と現代の
課題を比較し、考察することで、理解
を深められるようにする。

※前田先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。
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＊１　本時の授業で活用したのは、幾何、代数、解析を１つに結びつけた動的数学ソフトウエア。数学学習・数学教育用として無料で利用できる。（Copyright©International 
GeoGebra Institute, 2013）

1

4

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］
2
年
生
／
数
学
／
数
学
Ⅲ
　［
分
野
・
単
元
］
三
角
関
数
の
微
分
・
積
分
（
本
時
は
、
全
6
時

間
の
う
ち
の
5
時
間
目
。
Ｐ
．55
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］
思
考
力
、
主
体
性
、
協
働
性

［
学
習
内
容
］三
角
関
数
の
極
限
の
公
式
を
証
明
し
た
後
、そ
の
公
式
の
グ
ラ
フ
を
描
く
と
ど
う
な
る
か
予
測
し
た
上
で
、

「G
eoG
ebra

ス
イ
ー
ト
」（
＊
１
）
で
グ
ラ
フ
を
描
い
た
。
次
に
、三
角
関
数
の
導
関
数
を
定
義
に
従
っ
て
求
め
た
後
、

そ
の
グ
ラ
フ
を
「G

eoG
ebra

ス
イ
ー
ト
」
で
描
く
こ
と
で
、
視
覚
的
な
理
解
を
促
進
し
た
。

本時の目標を説明

山本先生は、本時の学習目標は、微分・積分を数式で確認
することに加え、「GeoGebra スイート」で視覚的にも理
解することと説明。「疑問点は、グループで教え合いましょ
う。また、グラフを描いた後、関数を変えてみると、新た
な気づきがあるかもしれません」と伝えた。

8:30
本時の概要

やまもと・あきひろ　教職歴８年。同校に赴任して９年目。数学科。２学年担任。
ICT サポート課。2019 年度、日本私学教育研究所の委託研究員として、「数学の能
動的学習を促す授業展開」の研究に取り組んだ。

学校概要
◎明治元年に京都・知恩院内に設けられた学問所が始まり。「ほめる文化、認める文化、
見守る文化、支える文化」を軸とする「NEO 東山文化」を教育環境として整え、「土台力」

「セルフ・リーダーシップ」の育成を図る。高校では、希望進路別に「パスカル」「ク
レセント」「トップアスリート」の３つのコースを有する。

◎設立　 1868（明治元）年
◎形態　全日制／普通科／男子校　
◎生徒数　１学年約 400 人
◎2021年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、北海道大、一橋大、金沢大、岐阜
大、滋賀医科大、京都大、大阪大、九州大などに 83 人が合格。私立大は、慶應義塾大、
早稲田大、同志社大、立命館大、大阪医科薬科大、関西医科大などに延べ 736 人が合格。

授 業 実 践

数
学

厳
密
性
と
視
認
性
の
両
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で

深
い
理
解
に
導
き
、
学
習
意
欲
を
引
き
出
す

京
都
府
・
私
立
東
山
中
学
・
高
校

　山
本
晃あ

き
ひ
ろ弘

発問・課題設定をキーに見る

三角関数の導関数を求める

次に、課題１で確認した公式を用いて sinxの導関数を求
める課題２に進んだ。課題文の中に示された導関数の定義
と、三角関数の和積の公式をヒントに、生徒はグループで
取り組んだ。机間指導で生徒が手詰まりになった様子を見
取った山本先生は、全体に向けてポイントを解説した。

9:00
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学
習
内
容
が
高
度
化
す
る
数
学
Ⅱ
や
数

学
Ⅲ
に
入
る
と
、
数
学
が
好
き
な
生
徒
で

も
、
苦
手
意
識
を
持
つ
分
野
や
単
元
が
増

え
ま
す
。
加
え
て
、
本
校
で
は
、
難
関
大

学
へ
の
現
役
進
学
を
志
す
生
徒
が
多
い
こ

と
か
ら
、
授
業
の
進
度
が
速
く
、
次
第
に

問
題
を
こ
な
す
こ
と
で
精
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
て
し
ま
う
生
徒
が
少
な
か
ら
ず
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
生
徒
が
、
数
学

へ
の
関
心
を
持
っ
て
主
体
的
に
学
習
を
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
授
業
づ

く
り
で
の
課
題
で
し
た
。

　
ま
た
、
今
は
分
か
り
や
す
い
学
習
動
画

が
数
多
く
あ
り
、
そ
れ
ら
を
活
用
す
れ
ば

１
人
で
も
学
習
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
で

す
。
そ
の
た
め
、
授
業
で
は
、
集
団
で
学

ぶ
利
点
を
生
か
し
、
生
徒
の
主
体
性
と
協

働
性
を
発
揮
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

反
転
学
習
を
取
り
入
れ
て
、
授
業
前
に
私

が
作
成
し
た
動
画
や
教
科
書
な
ど
で
授
業

に
関
す
る
基
本
知
識
を
学
習
さ
せ
、
授
業

で
は
そ
の
知
識
を
活
用
し
、
グ
ル
ー
プ
で

取
り
組
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
生
徒
に
と
っ
て
理
解
が
難
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、「GeoG

ebra

ス
イ
ー
ト
」（
＊
１
、

＊２　アンケートを作成し、そのアンケートの集計や分析を行えるオンラインツール。

2

6
本時のキー課題

●
私
が
目
指
す
授
業

内
容
が
高
度
化
し
、進
度
が
速
く
て
も
、

主
体
的
に
学
習
に
向
か
え
る
よ
う
に

三角関数の極限の公式を証明する

生徒の気づきを全体で共有

まず、三角関数の極限の公式を証明する課題１に取り組ま
せた。山本先生は、数学でよく活用するだけでなく、物理
でも応用される重要な公式であると説明。二等辺三角形・
扇形・直角三角形の面積に着目させた上で、生徒に２分間
考えさせた後、はさみうちの原理を用いながら解説した。

山本先生は、「定義に従って確認したことを、視覚的にも確
認しましょう」と生徒に声をかけ、アプリで sinx の導関
数のグラフを描き、それが cosx になることを確認させた。
さらに、「グラフが描けた人は関数や値を変えて、どのよう
に変化するのかをいろいろ試してみてください」と促した。

cosx を微分すると -sinx に、さらにそれを微分すると -cosx
になると気づいた生徒を指名し、発表させた。補足として、
-cosx を微分すると sinx となり、ループすることを説明。
それらは２学期の授業でも活用すると伝えた。最後に、本
時の振り返りを「Google フォーム」に入力させた。

8:35

9:109:30

3のグラフを予測

「y=sinx と y=x の位置関係はどうなると思う？」と、山本
先生は発問。グループで予測した内容を「Google フォーム」

（＊２）に入力させた。「原点で交わる」「接する」など、入力
された予測を先生が読み上げて全体で共有した上で、アプ
リを使ってグラフを描き、予測が合っているかを確認した。

08:50

5三角関数の導関数のグラフを描く

　lim　　　=1x→０ x
sinx
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以
下
、
ア
プ
リ
）
で
図
や
グ
ラ
フ
を
描
か

せ
て
い
ま
す
。
公
式
の
持
つ
意
味
な
ど
を
、

数
式
に
よ
る
厳
密
な
説
明
に
加
え
て
、
視

覚
的
に
も
考
察
を
さ
せ
る
こ
と
で
、
理
解

を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
本
時
の
学
習
内
容
は
、
三
角
関
数
の
微

分
・
積
分
で
す
。
数
学
Ⅲ
の
基
本
事
項
で

あ
る
た
め
、
生
徒
が
本
質
を
理
解
で
き
る

よ
う
な
授
業
展
開
と
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
課
題
１
で
三
角
関
数
の

極
限
の
公
式
を
証
明
し
た
後
、
課
題
２
で

そ
の
公
式
を
活
用
し
、sin

x

を
微
分
す
る

とcos x

に
な
る
こ
と
を
導
か
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
本
時
の
キ
ー
課
題
で
あ
る
課
題

３
で
、
ア
プ
リ
を
用
い
てsin

x

を
微
分

し
た
グ
ラ
フ
を
描
き
、sin

x

を
微
分
す
る

とcos x

に
な
る
こ
と
を
視
覚
的
に
も
確

認
さ
せ
ま
し
た
（
図
）。

　
課
題
設
定
で
工
夫
し
た
の
は
、
三
角
関

数
の
微
分
の
公
式
を
理
解
さ
せ
て
か
ら
、

ア
プ
リ
で
グ
ラ
フ
を
描
か
せ
た
点
で
す
。

ア
プ
リ
を
先
に
使
う
と
数
式
を
視
覚
的
に

捉
え
ら
れ
ま
す
が
、
表
面
的
な
理
解
に
と

ど
ま
り
が
ち
で
す
。
ア
プ
リ
は
あ
く
ま
で

補
助
教
材
で
あ
り
、
数
式
な
ど
に
よ
る
厳

ル
ー
プ
で
考
え
た
り
す
る
こ
と
で
、
視
点

を
変
え
て
考
え
る
姿
勢
を
身
に
つ
け
、
時

と
場
合
に
応
じ
て
解
法
を
選
択
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
で
、
他

者
に
説
明
す
る
力
や
協
働
性
な
ど
を
育
成

す
る
こ
と
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
本
時
の
振
り
返
り
で
は
、「
積
分
や
微

分
を
可
視
化
で
き
た
こ
と
で
、
理
解
が
深

ま
っ
た
」「
ほ
か
の
関
数
の
微
分
や
積
分

密
性
が
前
提
に
あ
っ
て
こ
そ
、
本
質
的
な

理
解
に
迫
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
活
用
し
た
ア
プ
リ
に
は
、
値
や
関

数
を
変
化
さ
せ
、
グ
ラ
フ
や
図
を
動
的
に

確
認
で
き
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

課
題
３
の
後
半
で
は
、
関
数
や
数
値
を
変

え
る
と
、
グ
ラ
フ
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す

る
の
か
を
試
し
て
み
よ
う
と
、
生
徒
に
声

を
か
け
ま
し
た
。す
る
と
、三
角
関
数
の
微

分
を
続
け
る
とsin

x

→cos x

→-sin
x

→-cos x

→sin
x

と
ル
ー
プ
す
る
こ
と

に
気
づ
い
た
生
徒
が
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

次
時
以
降
の
学
習
内
容
で
し
た
が
、
今
後

の
授
業
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
、
生
徒
に
発
表
さ
せ
ま
し

た
。
そ
う
し
た
気
づ
き
の
積
み
重
ね
が
、

生
徒
の
数
学
へ
の
好
奇
心
を
引
き
出
す
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　
生
徒
が
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
ら
れ
る
よ

う
な
発
問
に
す
る
こ
と
も
心
が
け
て
い
ま

す
。
課
題
１
で
は
、
極
限
値
が
１
に
な
る

グ
ラ
フ
を
描
い
た
場
合
を
グ
ル
ー
プ
で
予

測
さ
せ
、
そ
れ
を
「G

oogle 

フ
ォ
ー
ム
」

に
入
力
さ
せ
て
全
体
で
共
有
し
ま
し
た
。

自
分
の
考
え
が
合
っ
て
い
た
か
と
い
う

視
点
で
グ
ラ
フ
を
描
い
て
検
証
す
る
こ
と

で
、
よ
り
理
解
を
深
め
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

　
ま
た
、
数
学
で
は
、
答
え
は
1
つ
で
す

が
、
解
法
は
１
つ
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
他

者
と
考
え
を
共
有
し
た
り
、
解
答
を
グ

図　本時の課題１〜３

※学校資料を基に編集部で作成。

アプリでグラフを描き、予想と合っていたかどうかを確認
した。

●
私
の
発
問
・
課
題
設
定
の
観
点

イ
メ
ー
ジ
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、

数
式
の
本
質
的
な
理
解
を
促
進
す
る

●
成
果
と
展
望

学
習
意
欲
が
高
ま
り
、

予
習
を
す
る
生
徒
が
増
加

課題1　lim　　　=1が成り立つことを確認しよう。

課題 2　sin xを定義に従って微分しよう。

課題 3　アプリで微分積分を描こう。

1. y=x
3 の微分をアプリで描こう。

　点Ａを動かし、点Ｂの残像を見てみよう。
2. y=x

2 の積分をアプリで描こう。
　点Ａを動かし、点Ｂの残像を見てみよう。
3. 1, 2の関数をsin x に書き換えてみよう。

三角形 OAB < 扇形 OAB < 三角形 OBC であるから……

三角形 OAB=
扇形 OAB=
三角形 OBC=

O B

C
A

1

1

(sin x)’ = lim
　　　=

導関数の定義：f’(x)=lim

差の公式：sinA−sinB=2cos        sin

x→０

h→０

x
sinx

h
f(x+h)−f (x)

2
A+B

2
A−B

h
sin(x+h)−sin x

x

h→０

　lim　　　=1 のグラフを描いてみよう。
x→０ x

sinx
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主体的・対話的で深い学び

の
グ
ラ
フ
を
調
べ
た
い
」
と
い
っ
た
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
微
分
・
積
分
の
理

解
と
と
も
に
、
次
時
へ
の
学
習
意
欲
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

事
前
学
習
を
指
示
し
て
い
な
い
場
合
で

も
、
予
習
を
し
て
く
る
生
徒
が
増
え
て
お

り
、
授
業
で
生
徒
が
考
え
る
時
間
を
多
く

持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た

生
徒
の
主
体
的
な
学
習
姿
勢
は
、
模
擬
試

験
の
良
好
な
結
果
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。

　今
後
の
課
題
は
、
手
応
え
と
し
て
感
じ

て
い
る
生
徒
の
主
体
性
の
評
価
で
す
。
定

期
考
査
で
記
述
式
問
題
を
出
す
な
ど
、
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
評
価
は
実
施

で
き
て
い
ま
す
。
一
方
、
主
体
性
や
協
働

性
な
ど
の
評
価
方
法
は
検
討
中
で
す
。
授

業
の
最
後
に
生
徒
が
書
く
振
り
返
り
は
、

私
の
授
業
改
善
に
活
用
し
て
い
ま
す
が
、

生
徒
自
身
の
学
習
改
善
に
も
生
か
せ
る
よ

う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

単元の指導計画

授 業 実 践

【教科・科目】数学・数学Ⅱ、数学Ⅲ　【分野・単元】微分・積分　【テーマ・作品】微分と積分を視覚的に理解する　【設定時数】
全６時間（本時は５時間目）　【単元目標】数学学習用アプリを活用して、微分と積分を視覚的に理解する。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

1

• 微分積分学の歴
史

• 微分係数と接線
の傾きの関係

定 義 の 意 味 を 吟 味
し、 理解できる。

【知識、思考力】

①微分積分学に関する動画を生
徒に見せる。

②微分係数の定義を生徒と吟味
し、接線の傾きとの関係を考
察する

【主体的な学び】微分積分学に関する
動画を見せることで、微分積分学への
関心を引き出し、 さらに深く学びたい
という思いを持たせる。

【深い学び】定義の持つ意味を問いか
ける。

2 • 整式の導関数の
計算

公式を用いて素早く
正確に計算できる。

【技能、判断力】

① y=xn の導関数を定義に従っ
て計算し、 公式化する。

②微分操作の線形性を利用し、 
整式の導関数を計算する。

【対話的な学び】板書を控え、 机間巡視
をメーンに行い、仲間同士で答え合わ
せをさせる。

3 • 接線の方程式

仲 間 と 協 力 し て 問
題を解くことができ
る。

【知識、思考力、協
働性】

①直線の公式を復習し、 接線の
方程式を導く。

②演習問題を教え合いながら解
く。

【対話的な学び】直線の公式を復習し
た後、すぐに問題の解説をせず、仲間
同士で相談させる。

【深い学び】解答を段階的に板書してい
く。早く解けた生徒から、次のレベル
の問題を与える。

4
• 不定積分
• 積分と面積の関

係

定 義 の 意 味 を 吟 味
し、 理解できる。

【思考力、表現力】

①微分と積分が逆演算であるこ
とを説明する。

②整式の原始関数を計算する。

【対話的な学び】板書を控え、机間巡
視をメーンに行い、仲間同士で答え合
わせをさせる。

【深い学び】間違えやすいところの助言
や指導を行う。

5 • 三角関数の微分・
積分

仲間と協力して教え
合いながら作業がで
きる。
数学への興味・関心
を高め、主体的に学
習に取り組む態度を
身につける。

【 思 考 力、 主 体 性、
協働性】

①三角関数の導関数を定義に
従って求める。

②数学学習用アプリを用いて、 
三角関数の微分・積分を視覚
的に理解する。

【主体的な学び】各自、アプリでグラフ
を描き、微分と積分の性質を考察する。

【対話的な学び】仲間同士での共同作
業をさせる。

【深い学び】定義などに従う厳密性を重
視した方法と、アプリを使った視覚的
なアプローチによる方法を併用するこ
とで、 より深く理解できるようにする。

• 授業後の
振り返り

6 • 定積分の計算
素早く正確に計算で
きる。

【技能、判断力】

①定積分を用いて面積計算を行
う。

【対話的な学び】板書を控え、机間巡
視をメーンに行い、仲間同士で答え合
わせをさせる。

【深い学び】間違えやすいところの助言
や指導を行う。

※山本先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。

　　　　　　　　　では、 
本時の授業の様子を

ダイジェスト動画で紹介！
＜10 月22 日公開予定＞

VIEW n-express 検索
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関
西
大
学
社
会
学
部
社
会
シ
ス
テ
ム
デ
ザ

イ
ン
専
攻
は
、
社
会
の
問
題
を
見
い
だ
し
、

そ
の
解
決
策
を
「
デ
ザ
イ
ン
」
で
き
る
人
材

の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。
同
専
攻
４
年
の

森
岡
駿
太
さ
ん
は
、
入
学
の
動
機
を
次
の
よ

う
に
話
す
。

　「
私
の
地
元
で
は
過
疎
化
が
進
ん
で
お
り
、

小
学
生
の
時
、
通
っ
て
い
た
小
学
校
が
近
隣

の
２
校
と
統
合
し
ま
し
た
。
ま
た
、
就
職
や

進
学
を
機
に
、
地
元
を
離
れ
る
人
も
多
く
い

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
、
大
学
で

は
過
疎
問
題
を
解
決
す
る
研
究
が
し
た
い
と

考
え
、
本
専
攻
を
志
望
し
ま
し
た
」

　
同
学
部
の
特
徴
は
、
低
学
年
次
か
ら
ゼ
ミ

形
式
の
少
人
数
ク
ラ
ス
が
設
置
さ
れ
、
学
生

が
、
主
体
的
・
協
働
的
な
学
び
を
進
め
る
こ

と
だ
。

　
１
年
次
の
「
基
礎
研
究
」
は
、
専
門
教
育

科
目
の
基
礎
を
学
び
な
が
ら
、
レ
ポ
ー
ト
作

成
な
ど
の
学
び
の
土
台
を
身
に
つ
け
る
。
　
　

　
２
年
次
の
「
基
礎
演
習
」
は
、各
ク
ラ
ス
、

15
人
程
度
で
、
発
表
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
ス
キ
ル
を
鍛
え
る
。
同
専
攻
の
４
年
の
北

島
沙さ

耶や

さ
ん
は
、
草
郷
孝
好
教
授
の
ク
ラ
ス

で
学
ん
だ
。
貧
困
や
多
文
化
共
生
な
ど
に
関

す
る
文
献
・
資
料
を
読
み
、学
生
同
士
で
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　「
貨
幣
が
価
値
を
持
た
な
い
外
国
の
暮
ら

し
の
映
像
を
見
て
、
貨
幣
経
済
の
社
会
は
、

よ
い
か
否
か
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。
草

郷
教
授
は
、
学
生
の
意
見
に
対
し
て
問
い
を

投
げ
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
最
初
は
そ
の

数
が
多
く
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
自
分
の
意
見

が
整
理
さ
れ
て
い
な
い
と
気
づ
き
、
論
理
的

な
発
言
を
心
が
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　　
３
年
次
か
ら
研
究
室
に
所
属
し
、「
専
門

演
習
」
で
研
究
を
深
め
て
い
く
。
２
人
は
、

学
生
同
士
の
対
話
が
重
視
さ
れ
る
研
究
室

で
、
関
心
の
あ
る
地
域
研
究
を
し
た
い
と
考

え
、
と
も
に
草
郷
研
究
室
に
所
属
。
同
研
究

室
で
は
、
草
郷
教
授
が
専
門
と
す
る
開
発
学

を
ベ
ー
ス
に
、「
目
標
１
　
貧
困
を
な
く
そ

う
」を
始
め
、S
D
G
s
が
目
指
す
共
生
社
会

を
実
現
す
る
た
め
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　
３
年
次
前
期
は
、
飢
餓
や
貧
困
、
社
会
シ

ス
テ
ム
に
関
す
る
文
献
を
読
み
、
レ
ポ
ー
ト

を
作
成
。
ま
た
、
共
生
す
る
地
域
づ
く
り
の

実
践
事
例
を
知
る
た
め
、
２
０
２
０
年
度
の

３
年
生
は
、
同
大
学
の
卒
業
生
で
、
兵
庫
県

丹
波
市
佐
治
地
区
で
空
き
家
の
活
用
を
行
う

先
輩
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
取
材
し
た
。

　
３
年
次
後
期
は
、「
２
０
５
０
年
の
あ
る

べ
き
未
来
社
会
を
構
想
し
、
鍵
と
な
る
の
は

何
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
ゼ
ミ
生
６
人
で

考
え
、
１
つ
の
報
告
書
に
ま
と
め
た
（
図
）。

北
島
さ
ん
た
ち
は
、『
環
境
』『
多
様
性
と
自

由
』『
生
活
保
障
と
福
祉
』
の
３
つ
が
大
事

だ
と
考
え
た
。

　「
ま
ず
、
望
ま
し
い
社
会
と
は
ど
の
よ
う

な
社
会
な
の
か
を
ゼ
ミ
生
そ
れ
ぞ
れ
が
考

え
、
意
見
交
換
を
し
、
理
想
の
社
会
に
必
要

な
要
素
を
８
つ
出
し
ま
し
た
。
そ
の
８
つ
の

低
学
年
次
か
ら
少
人
数
で
学
び
、

主
体
的
に
考
え
る
力
を
鍛
え
る

共
生
社
会
の
実
践
を
学
び
な
が
ら
、

ゼ
ミ
生
全
員
で
報
告
書
を
作
成

社
会
学
部
社
会
シ
ス
テ
ム

デ
ザ
イ
ン
専
攻
４
年

森
岡
駿
太

も
り
お
か
・
し
ゅ
ん
た

兵
庫
県
立
篠さ
さ

山や
ま

鳳ほ
う

鳴め
い

高
校
卒

業
。

社
会
学
部
社
会
シ
ス
テ
ム

デ
ザ
イ
ン
専
攻
４
年

北
島
沙
耶

き
た
じ
ま
・
さ
や

兵
庫
県
立
北ほ
く

摂せ
つ

三さ
ん

田だ

高
校
卒

業
。

私
た
ち
が
紹
介
し
ま
す

S D G s の
視 点 で 見 る

大学の学び

目標の解説は

WebでCheck!

または、
HOME ＞ 教育情報 ＞ 高校向け ＞ 
コーナー別 記事一覧からもお読み
いただけます。
https://berd.benesse.jp

地
域
共
生
社
会
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
力
を

磨
く
た
め
、
仲
間
や
社
会
と
協
働
し
、

問
題
解
決
に
取
り
組
む

関
西
大
学 

社
会
学
部
　

社
会
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
専
攻 

　

草く
さ

郷ご
う

孝た
か

好よ
し

研
究
室
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　「
報
告
書
で
は
、
社
会
問
題
が
相
互
に
関

連
し
て
い
る
こ
と
を
市
民
に
周
知
し
、
一
人

ひ
と
り
が
問
題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、
行

動
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
結
論
づ
け
ま
し

た
」（
北
島
さ
ん
）

　　
４
年
次
に
は
、
各
自
卒
業
研
究
に
取
り
組

む
。
北
島
さ
ん
は
、
ゼ
ミ
の
学
び
の
中
で
過

疎
地
域
の
増
加
や
地
域
間
格
差
に
関
心
を
持

ち
、
地
域
資
源
を
地
方
創
生
に
活
用
す
る
こ

と
の
意
義
を
研
究
し
て
い
る
。

　
森
岡
さ
ん
の
卒
業
研
究
の
テ
ー
マ
は
、
空

き
家
の
活
用
に
よ
る
地
域
活
性
化
だ
。

　「
兵
庫
県
の
丹
波
篠
山
市
丸
山
集
落
で
は
、

空
き
家
を
宿
泊
施
設
に
改
築
し
、
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
先
駆
者
の
実
践
事

例
を
学
び
、
他
の
地
区
で
も
活
用
で
き
る
地

域
活
性
化
の
仕
組
み
を
研
究
し
て
い
ま
す
」

　
森
岡
さ
ん
は
、
ゼ
ミ
で
の
学
び
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
信
用
金
庫
に
就
職
予
定
だ
。

　「
地
域
に
密
着
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

を
行
い
、
地
域
発
展
に
貢
献
し
た
い
で
す
」

　
北
島
さ
ん
は
、
学
校
や
病
院
の
シ
ス
テ
ム

を
扱
う
Ｉ
Ｔ
企
業
か
ら
内
定
を
も
ら
っ
た
。
　

　「
シ
ス
テ
ム
面
の
サ
ポ
ー
ト
を
通
し
て
、

人
々
の
暮
ら
し
や
生
活
を
支
え
る
存
在
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

優
先
順
位
を
考
え
、
さ
ら
に
重
要
度
の
高
さ

か
ら
、
３
つ
に
絞
り
ま
し
た
」（
北
島
さ
ん
）

　
研
究
は
ゼ
ミ
生
全
員
で
分
担
し
て
進
め
、

そ
の
中
で
協
働
の
難
し
さ
も
感
じ
た
と
い
う
。

　「
最
初
は
、
情
報
共
有
が
不
十
分
で
作
業

の
進
捗
に
差
が
つ
い
て
し
ま
っ
た
た
め
、
こ

ま
め
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
進
捗
を
確
認
し

合
い
な
が
ら
進
め
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」（
森

岡
さ
ん
）

　「
環
境
」
を
担
当
し
た
森
岡
さ
ん
は
、
ゴ

ミ
問
題
に
焦
点
を
あ
て
た
。
文
献
調
査
に
加

え
て
、
ゴ
ミ
分
別
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を

し
て
い
る
徳
島
県
上
勝
町
の
担
当
者
に
メ
ー

ル
を
送
り
、
取
り
組
み
が
成
功
し
て
い
る
ポ

イ
ン
ト
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
。

　「
上
勝
町
は
、
ゴ
ミ
を
45
種
類
に
分
別
し
、

80
％
と
高
い
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
誇
り
ま
す
。

分
別
を
ど
の
よ
う
に
住
民
に
理
解
し
て
も

ら
っ
た
の
か
を
尋
ね
る
と
、
何
度
も
説
明
会

を
開
催
し
、
住
民
と
継
続
し
て
対
話
を
行
っ

た
と
い
う
こ
と
で
し
た
」（
森
岡
さ
ん
）

　
北
島
さ
ん
は
、「
環
境
」
の
中
で
も
森
林

問
題
に
つ
い
て
調
べ
た
。
海
外
の
森
林
伐
採

を
減
ら
す
た
め
に
は
、
国
産
木
材
を
活
用
す

る
循
環
を
つ
く
る
必
要
性
に
気
づ
き
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
を
木
製
製
品
に
替
え
る
取
り

組
み
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
取
材
し
た
。

　「
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
メ
ー
ル
で
の
調
査
で

し
た
が
、
文
献
な
ど
の
二
次
情
報
で
は
分
か

ら
な
か
っ
た
、
新
し
い
価
値
観
を
生
み
出
す

大
変
さ
な
ど
、
生
の
声
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」（
北
島
さ
ん
）

　
ゼ
ミ
生
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
て
い
く

と
、複
数
の
調
査
で
『
脱
炭
素
』
が
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
上
が
る
な
ど
、
問
題
が
相
互
に
影

響
し
合
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
ゼ
ミ
で
は
、
学
生
が
、
自
身
が
学
び

の
主
体
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
で
き
る
よ

う
、
自
分
の
考
え
を
発
信
す
る
場
を
多
く

設
け
て
い
ま
す
。
３
年
次
後
半
に
ゼ
ミ
生

全
員
で
行
う
レ
ポ
ー
ト
作
成
で
は
、
役
割

分
担
を
し
て
進
め
る
と
い
っ
た
段
取
り
力

を
身
に
つ
け
る
こ
と
も
ね
ら
い
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
実
践
の
場
で
学
び
を
深
め

ら
れ
る
よ
う
に
、
地
域
共
生
活
動
の
現
場

を
視
察
し
た
り
（
写
真
）、
学
生
が
企
画
・

運
営
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
４
年
次
の
卒
業
研
究
の
指
導
で
は
、
問

題
の
構
造
化
を
意
識
さ
せ
て
い
ま
す
。
学

生
に
、
ど
ん
な
小
さ
な
問
題
も
大
き
な
問

題
と
関
連
が
あ
る
と
い
う
視
点
を
持
た
せ

る
た
め
、
自
分
の
研
究
テ
ー
マ
が
ど
の
よ

う
な
社
会
課
題
と
関
連
が
あ
る
の
か
、
構

造
図
を
描
か
せ
、
そ
れ
を
研
究
計
画
や
文

献
探
し
に
役
立
て
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
に
し
て
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
を
大
切
に
す
る
社
会
を
目
指
し
、
社
会

変
革
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
人
を
育
成
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

関
西
大
学

社
会
学
部
教
授

草
郷
孝
好

く
さ
ご
う
・
た
か
よ
し

問
題
を
構
造
化
し
、市
民
目
線
で

社
会
変
革
で
き
る
人
に

ゼ
ミ
で
の
学
び
を
地
域
社
会
に

お
け
る
問
題
解
決
に
役
立
て
る

2050 年の理想の社会
実現のための３つの柱 

図

写真　コロナ禍のため、訪問による実施はできてい
ないが、学外訪問をして、実際に問題解決に取り組
んでいる人から、実践について学ぶ機会も多い。

20 年度はコロナ禍の影響で、同ゼミ４年生の卒論
発表会において、報告書の中間発表をしたが、例年
は、市民向けのワークショップの場で発表している。

学
び
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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長
岡
造
形
大
学
造
形
学
部
建
築
・
環
境
デ

ザ
イ
ン
学
科
は
、
建
築
を
始
め
、
都
市
計
画

や
文
化
財
保
存
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
、
イ
ン

テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、
様
々
な
領
域
を
学

び
、
人
々
を
取
り
巻
く
環
境
や
空
間
に
関
す

る
問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
同
学
科
環
境
計
画
・
保
存
コ
ー
ス
４
年
の

山
岡
光
さ
ん
は
、
出
身
の
富
山
県
で
印
象
的

な
建
造
物
に
出
合
っ
た
こ
と
が
、
同
大
学
を

志
望
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
う
。

　「
高
校
生
の
時
、
富
山
市
ガ
ラ
ス
美
術
館

を
見
て
、『
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
よ
う

な
建
造
物
を
造
り
た
い
』
と
思
い
ま
し
た
」

　
同
コ
ー
ス
３
年
の
溝
口
萌め

衣い

さ
ん
は
、
高

校
で
学
ん
だ
広
告
な
ど
の
産
業
デ
ザ
イ
ン
を

さ
ら
に
深
め
ら
れ
、
関
心
の
あ
っ
た
建
築
に

つ
い
て
も
学
べ
る
と
考
え
て
、
同
大
学
に
入

学
。
１
・
２
年
次
に
建
築
や
デ
ザ
イ
ン
の
基

礎
を
学
ん
だ
。

　「
１
年
次
に
履
修
し
た
『
基
礎
造
形
実
習
』

で
は
、
初
め
て
建
築
図
面
の
手
描
き
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
そ
の
実
習
の
お
か
げ
で
、
設
計

す
る
力
だ
け
で
な
く
、
図
面
を
見
る
力
も
養

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　
同
学
科
の
学
生
は
、３
年
次
に
環
境
計
画
・

保
存
コ
ー
ス
と
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
に
分

か
れ
、後
期
に
15
あ
る
研
究
室
の
い
ず
れ
か
に

所
属
す
る
。

　
溝
口
さ
ん
が
環
境
計
画
・
保
存
コ
ー
ス
を
選

ん
だ
き
っ
か
け
は
、２
年
次
に
履
修
し
た「
地

域
協
創
演
習
」だ
っ
た
。同
科
目
で
は
、学
年
や

学
科
が
異
な
る
学
生
が
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、

企
業
と
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
や
問
題
解
決

に
取
り
組
む
。溝
口
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
は
、衛

生
陶
器
メ
ー
カ
ー
と
協
働
し
て
、地
域
の
公
衆

ト
イ
レ
の
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組
み
、地
域
価
値

向
上
の
企
画
提
案
や
新
た
な
デ
ザ
イ
ン
の
開

拓
に
挑
戦
し
た
。

　
現
地
調
査
を
す
る
中
で
、同
地
区
の
子
育
て

支
援
施
設
に
は
、子
ど
も
と
一
緒
に
利
用
で
き

る
個
室
ト
イ
レ
が
女
子
ト
イ
レ
に
し
か
設
置

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
こ
と
が

浮
か
び
上
が
っ
た
。ま
た
、保
護
者
へ
の
聞
き

取
り
調
査
か
ら
、親
に
と
っ
て
、ト
イ
レ
は
子

ど
も
の
自
立
の
一
歩
を
感
じ
ら
れ
る
場
で
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　「公
衆
ト
イ
レ
の
一
部
を
、子
ど
も
の
成
長

を
実
感
で
き
、思
い
出
に
残
る
空
間
に
し
た
い

と
考
え
ま
し
た
。そ
う
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
を
、

具
体
的
な
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
表
現
す
る
の
は

写真1　子どもが公衆トイレに入りたがらない理由を
調査。入り口から個室に入るまでの通路の壁や床に、
親子で楽しめる絵やオブジェを飾り、思い出の空間
になる企画を立案。コンセプトをポスターにまとめた。

街
の
シ
ン
ボ
ル
の
設
計
や

ま
ち
づ
く
り
に
興
味
を
抱
く

子
ど
も
の
成
長
を
実
感
で
き
る

ト
イ
レ
デ
ザ
イ
ン
を

実
践
的
な
学
び
で
地
域
へ
の
課
題
意
識
を
育
み
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
地
球
温
暖
化
抑
制
を

実
現
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
研
究

長
岡
造
形
大
学  

造
形
学
部  

建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科 

環
境
計
画
・
保
存
コ
ー
ス  

渡
邉
誠
介
研
究
室

S D G s の
視 点 で 見 る

大学の学び
私
た
ち
が
紹
介
し
ま
す造

形
学
部
　

建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
　

環
境
計
画
・
保
存
コ
ー
ス
４
年

山
岡 

光

や
ま
お
か
・
ひ
か
る

富
山
県
・
私
立
富
山
第
一
高
校
卒
業
。

宮
崎
県
立
佐
土
原
高
校
卒
業
。

造
形
学
部
　

建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
　

環
境
計
画
・
保
存
コ
ー
ス
３
年

溝
口
萌
衣

み
ぞ
ぐ
ち
・
め
い

目標の解説は

WebでCheck!

または、
HOME ＞ 教育情報 ＞ 高校向け ＞ 
コーナー別 記事一覧からもお読み
いただけます。
https://berd.benesse.jp
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　「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
は
、
夏
や
冬
の

気
温
差
に
よ
る
伸
縮
で
、
劣
化
す
る
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
ス
ナ
ゴ
ケ
を
屋
上
緑
化
に
利
用

す
る
こ
と
で
、
室
温
を
一
定
に
保
て
、
建
造

物
の
傷
み
や
冷
暖
房
の
使
用
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
目
標
11
）」（
山
岡
さ
ん
）

　
ま
た
、
工
業
地
域
は
、
緑
地
を
３
〜
５
％

確
保
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
用
途
地
域
（
＊

1
）
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
工
場
を
屋

上
緑
化
で
き
れ
ば
、
緑
地
に
す
べ
き
土
地
に

も
建
物
を
造
る
こ
と
が
で
き
、
効
率
的
な
土

地
利
用
が
可
能
に
な
る
と
い
う
。
現
在
、
山

岡
さ
ん
は
、
ス
ナ
ゴ
ケ
の
生
育
に
も
目
を
向

け
て
い
る
（
写
真
２
）。

　「
ス
ナ
ゴ
ケ
は
、
屋
上
に
置
け
る
高
さ
に

育
て
る
ま
で
に
は
、２
〜
３
年
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
生
育
に
は
、
湿
気
が
少
な
い
、
風
が

な
い
、
水
は
け
が
よ
い
と
い
っ
た
環
境
が
必

要
で
す
。
内
定
を
得
た
建
築
会
社
で
は
、
休

耕
地
（
＊
２
）
で
緑
化
用
の
ス
ナ
ゴ
ケ
の
栽

培
実
験
を
行
っ
て
お
り
、
私
も
実
験
に
参
加

予
定
で
す
。
休
耕
地
で
の
栽
培
実
験
が
う
ま

く
進
め
ば
、
耕
作
放
棄
地
の
問
題
解
決
や
地

方
に
新
た
な
雇
用
を
生
む
こ
と
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
（
目
標
１
）」（
山
岡
さ

ん
）

　
就
職
後
も
、
ス
ナ
ゴ
ケ
の
屋
上
緑
化
を
切

り
口
に
、
よ
り
実
践
的
に
社
会
問
題
と
向
き

合
っ
て
い
く
つ
も
り
だ
。

大
変
で
し
た
が
、ア
イ
デ
ア
を
絞
り
出
し
、形

に
し
て
い
き
ま
し
た（
写
真
１
）」（
溝
口
さ
ん
）

　
そ
の
授
業
の
経
験
か
ら
、人
と
人
と
の
つ

な
が
り
、ま
ち
づ
く
り
に
強
く
関
心
を
持
っ
た

溝
口
さ
ん
は
、長
岡
市
の
醸
造
の
町
で
あ
り
、

文
化
財
建
造
物
も
集
中
立
地
し
て
い
る
摂
田

屋
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
る
渡

邉
誠
介
教
授
の
研
究
室
に
入
っ
た
。同
研
究
室

で
は
、「
目
標
11
　
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
」や「
目
標
１
　
貧
困
を
な
く
そ
う
」へ

の
貢
献
を
目
指
し
、人
口
減
少
が
続
く
地
方

都
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
研
究
し
て
い
る
。

　
公
衆
ト
イ
レ
の
デ
ザ
イ
ン
の
経
験
を
通
じ

て
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
に
も
関
心
を
持
っ
た
溝

口
さ
ん
は
、卒
業
研
究
で
は
、男
性
の
育
児
参

加
の
観
点
か
ら
、女
性
の
地
位
向
上
に
つ
な

が
る
ま
ち
づ
く
り
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
い
と

考
え
て
い
る（
目
標
５
）。例
え
ば
、男
性
の
育

児
休
業
取
得
率
が
1
0
0
％
の
地
元
の
建
設

資
材
会
社
へ
の
取
材
な
ど
を
通
じ
て
、男
性
社

員
の
多
い
傾
向
に
あ
る
建
築
業
界
で
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
を
実
現
す
る
方
法
を
研
究
す
る
な

ど
、研
究
計
画
を
立
て
て
い
る
。

　「
私
は
現
在
、長
岡
市
男
女
共
同
参
画
審
議

会
に
、
学
生
代
表
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

行
政
の
視
点
か
ら
も
、ま
ち
づ
く
り
や
ジ
ェ

ン
ダ
ー
に
か
か
わ
る
問
題
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
き
た
い
で
す
。将
来
は
、地
方
公
務
員
な

ど
、地
域
に
貢
献
で
き
る
仕
事
に
就
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」（
溝
口
さ
ん
）

　
山
岡
さ
ん
は
、
都
市
計
画
へ
の
関
心
が
あ

り
、
渡
邉
研
究
室
に
所
属
。
卒
業
研
究
は
、

ス
ナ
ゴ
ケ
に
よ
る
屋
上
緑
化
を
テ
ー
マ
に
す

る
予
定
だ
。

　「
建
築
業
界
を
中
心
に
就
職
活
動
を
す
る

中
で
、
S
D
G
s
に
関
す
る
取
り
組
み
と

し
て
、
ス
ナ
ゴ
ケ
を
活
用
し
た
屋
上
緑
化
を

知
り
、
興
味
を
持
ち
ま
し
た
」（
山
岡
さ
ん
）

　
ス
ナ
ゴ
ケ
は
、一
般
的
な
植
物
と
異
な
り
、

昼
夜
を
問
わ
ず
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
、
酸

素
を
放
出
す
る
。
し
か
も
、
二
酸
化
炭
素
の

吸
収
量
が
多
く
、
地
球
温
暖
化
の
抑
制
に
大

き
く
貢
献
で
き
る
植
物
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
（
目
標
13
）。
ビ
ル
な
ど
の
屋
上
に
ス

ナ
ゴ
ケ
を
植
え
る
こ
と
で
、
二
酸
化
炭
素
の

吸
収
以
外
の
効
果
も
あ
る
と
い
う
。

　
私
は
、「
人
の
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
、

ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
る
」
と
考
え
、
研

究
室
で
は
、
多
様
な
視
点
か
ら
ま
ち
づ
く

り
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
研
究

に
は
、
地
域
に
愛
着
を
抱
き
、
人
が
生
活

す
る
場
と
し
て
の
理
解
が
不
可
欠
で
す
。
　
　

　
最
近
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し

た
情
報
だ
け
で
問
題
を
理
解
し
た
つ
も
り

に
な
っ
て
し
ま
う
学
生
が
少
な
く
な
い
で

す
が
、
実
際
に
現
地
を
見
た
り
、
体
験
し

た
り
す
る
こ
と
で
、
課
題
を
設
定
し
、
自

ら
答
え
を
見
い
だ
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
特
に
、
デ
ザ
イ
ン
系
の
学
び
に

は
正
解
は
な
く
、
自
分
に
信
念
が
あ
れ
ば
、

そ
れ
が
正
解
に
な
り
ま
す
。

　
学
生
は
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国

か
ら
本
学
に
来
て
い
ま
す
が
、
27
万
人
の

長
岡
市
よ
り
も
人
口
規
模
の
小
さ
い
都
市

出
身
者
が
多
い
で
す
。
卒
業
後
は
地
元
の

ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
り
た
い
と
考
え
て

い
る
学
生
に
、「
ど
の
よ
う
な
形
で
も
よ

い
か
ら
自
分
が
住
み
、
働
く
ま
ち
を
よ
り

よ
く
し
て
ほ
し
い
」
と
伝
え
て
い
ま
す
。

造
形
学
部

　

建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科

教
授渡邉

誠
介

わ
た
な
べ
・
せ
い
す
け

自
ら
体
験
す
る
こ
と
を

大
事
に
し
、
住
む
ま
ち
に
貢
献
を

＊ 1 用途地域とは、建築できる建物の種類、用途の制限を定めたルールのこと。　＊２ 水田として機能していない田畑。

写真２　スナゴケは、緑化に活用できる植物とし
て注目されているが、生育が難しいため、あまり広
まっていない。内定先企業のスナゴケの栽培実験
に参加し、理想的な生育環境を研究する予定だ。

ス
ナ
ゴ
ケ
に
よ
る
屋
上
緑
化
で
、

地
球
温
暖
化
抑
制
に
貢
献

学
び
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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　「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」
は
、
統
計
学

や
情
報
科
学
な
ど
を
応
用
し
て
デ
ー
タ
を

活
用
し
、
そ
こ
か
ら
何
ら
か
の
価
値
を
生

み
出
す
技
術
で
あ
る
。
大
き
く
分
け
る
と
、

２
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
。

　
１
つ
は
、
人
間
が
社
会
や
自
然
の
複
雑

な
挙
動
を
理
解
す
る
た
め
に
、
デ
ー
タ
を

収
集
・
分
析
し
、
そ
こ
か
ら
意
思
決
定
や

問
題
解
決
な
ど
を
行
う
も
の
だ
。
例
え
ば
、

企
業
が
消
費
動
向
の
分
析
結
果
を
商
品
開

発
に
生
か
し
た
り
、
自
治
体
が
気
象
情
報

や
被
災
記
録
な
ど
の
分
析
結
果
を
基
に
防

災
施
策
を
立
案
し
た
り
と
い
っ
た
活
用
が

あ
る
。

　
も
う
１
つ
は
、
人
間
を
介
さ
ず
に
済
む

よ
う
に
、
作
業
の
自
動
化
や
効
率
化
を
図

る
も
の
だ
。
い
わ
ゆ
る
Ａ
Ｉ
開
発
と
呼
ば

れ
る
も
の
が
そ
れ
に
あ
た
り
、
人
間
の
行

動
に
関
す
る
デ
ー
タ
か
ら
「
人
間
だ
っ
た

ら
ど
の
よ
う
に
処
理
す
る
か
」
を
高
精
度

に
予
測
で
き
る
よ
う
に
し
、
機
械
が
そ
の

行
動
を
自
動
的
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
。

　
人
や
社
会
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
分
析
す

る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
で
は
、
統
計
学
や

情
報
科
学
の
知
識
・
技
能
に
加
え
、
人
や

社
会
へ
の
関
心
・
理
解
が
重
要
だ
。
統
計

家
で
株
式
会
社
デ
ー
タ
ビ
ー
ク
ル
取
締
役

副
社
長
の
西
内
啓ひ

ろ
む

氏
は
、こ
う
説
明
す
る
。
　

　「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
求
め
ら
れ
る

の
は
、
デ
ー
タ
か
ら
規
則
性
や
関
連
性
な

ど
を
見
い
だ
す
統
計
的
視
点
、
デ
ー
タ
を

適
切
に
処
理
す
る
計
算
機
科
学
的
視
点
、

デ
ー
タ
の
活
用
方
法
の
発
想
や
分
析
結
果

の
解
釈
に
必
要
な
人
間
的
視
点
で
す
（
図

１
）。
そ
れ
ら
３
つ
の
視
点
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
、
デ
ー
タ
を
社
会
に
役

立
つ
情
報
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」

　
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
が
活
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、「
エ
ビ
デ
ン
ス

統
計
学
な
ど
を
用
い
て
、デ
ー
タ
か
ら

意
味
あ
る
情
報
を
見
い
だ
す

エ
ビ
デ
ン
ス
重
視
の
意
思
決
定
と

Ｉ
Ｔ
の
進
化
の
両
面
か
ら
発
展

株
式
会
社
デ
ー
タ
ビ
ー
ク
ル
　

取
締
役
副
社
長
　

Ｃ
Ｐ
Ｏ（
最
高
製
品
責
任
者
）

西
内
啓 

に
し
う
ち
・
ひ
ろ
む

東
京
大
学
助
教
、
大
学
病
院
医
療
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
セ
ン
タ
ー
副

セ
ン
タ
ー
長
等
を
経
て
、
現
職
。
企

業
向
け
分
析
ツ
ー
ル
の
開
発
、
官
民

の
デ
ー
タ
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支

援
に
従
事
。
著
書
に
、 『
統
計
学
が

最
強
の
学
問
で
あ
る
』（
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
社
）
な
ど
。

トレンド・ワード

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

生
徒
の
学
び
や
進
路
選
択
、
そ
し
て
そ
の
後
の
人
生
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
革
新
的
な
技
術
や
価
値
観
を
「
社
会
の
ト

レ
ン
ド
」
と
し
て
、「
働
く
」「
暮
ら
す
」「
学
ぶ
」
の
観
点
か
ら
解
説
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」

を
取
り
上
げ
る
。
行
政
や
企
業
な
ど
で
、
意
思
決
定
を
す
る
際
に
活
用
さ
れ
て
い
る
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」。
そ
れ
を
専

門
に
学
べ
る
学
部
・
学
科
が
こ
こ
数
年
相
次
い
で
大
学
に
新
設
さ
れ
、
人
材
育
成
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
、
デ
ー
タ

分
析
を
基
に
し
た
意
思
決
定
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
で
は
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力

が
求
め
ら
れ
る
の
か
。
企
業
の
デ
ー
タ
分
析
及
び
分
析
人
材
の
育
成
に
携
わ
る
統
計
家
の
西
内
啓ひ
ろ
む

氏
に
話
を
聞
い
た
。

デ
ー
タ
を
分
析
し
て
根
拠
を
導
き
、

経
験
が
な
く
て
も
価
値
あ
る
意
思
決
定
を
行
う

サマリー

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

解
説
者

世の中　　　　　解説
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ベ
ー
ス
ド
」
と
い
う
考
え
方
が
、
医
療
分

野
を
中
心
に
１
９
９
０
年
代
前
半
か
ら
広

ま
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　「
人
の
命
を
預
か
る
医
療
で
は
、
統
計

学
な
ど
の
手
法
を
用
い
て
よ
り
効
果
的
で

効
率
的
な
治
療
法
を
見
い
だ
し
、
科
学
的

根
拠
（
エ
ビ
デ
ン
ス
）
と
医
師
の
経
験
を

基
に
治
療
法
を
判
断
す
る
こ
と
が
一
般
的

に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
考
え
方
は
、

効
率
的
に
大
き
な
利
益
を
目
指
す
企
業
で

も
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
の
進
化
に
よ
っ
て
、
社
会

の
隅
々
に
ま
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ

れ
、
多
様
な
デ
ー
タ
を
収
集
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
と
も
に
、
膨
大
な
デ
ー
タ
も
容

易
に
計
算
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

　「
科
学
的
根
拠
を
基
に
し
た
意
思
決
定

を
重
視
す
る
考
え
方
と
、
膨
大
な
デ
ー
タ

を
活
用
し
て
有
益
な
情
報
を
見
い
だ
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
環
境
整
備
が
相
ま
っ
て
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
活
用
し
て
意
思
決

定
の
精
度
を
高
め
、
よ
り
大
き
な
成
果
に

結
び
つ
け
る
（
図
２
）
と
い
う
動
き
が
広

が
っ
て
い
っ
た
の
で
す
」

　
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
利
点
は
、
経
験

が
な
い
こ
と
で
も
、
デ
ー
タ
の
分
析
結
果

を
根
拠
と
し
て
、
最
適
と
思
わ
れ
る
意
思

決
定
が
で
き
る
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
複
数

の
優
秀
な
販
売
員
の
経
験
を
デ
ー
タ
化
し

て
よ
り
よ
い
接
客
方
法
を
見
い
だ
せ
れ

ば
、
接
客
が
未
経
験
の
販
売
員
で
も
、
商

品
の
購
入
に
結
び
つ
く
接
客
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　「
デ
ー
タ
分
析
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
気

づ
か
な
か
っ
た
傾
向
や
想
定
外
の
関
連
性

な
ど
が
示
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
を
基
に
よ
り
よ
い
方
法
を
生
み
出
す
こ

と
も
で
き
る
の
で
す
。
そ
う
し
た
こ
と
に

こ
そ
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
価
値
が
あ

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
は
、

誰
も
が
身
に
つ
け
る
べ
き
素
養
に

●
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、「
働
く
」「
暮

ら
す
」「
学
ぶ
」
の
３
つ
の
切
り
口
で
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
よ
る
社
会
や

生
活
の
変
化
を
具
体
的
に
見
て
い
く
。

＊　アメリカのリサーチ＆アドバイザリ企業「ガートナー」が提唱した概念。

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
」

　
ど
の
よ
う
な
業
種
や
職
種
に
も
意
思
決

定
を
す
る
場
面
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
活
用
は
、
行

政
や
企
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
や

芸
術
、
教
育
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
広

が
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
高
度
な

デ
ー
タ
分
析
の
自
動
化
が
進
め
ば
、
専
門

家
で
な
く
て
も
、
意
思
決
定
や
問
題
解
決

な
ど
に
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
「
市
民
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
」（
＊
）
が
活
躍

す
る
よ
う
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　「
統
計
的
視
点
や
計
算
機
科
学
的
視
点

を
Ｉ
Ｔ
の
技
術
で
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
活
用

す
る
ハ
ー
ド
ル
は
ぐ
っ
と
下
が
り
ま
す
。

そ
う
な
れ
ば
、
仕
事
や
生
活
の
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
活
用
で
き
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

は
、
す
べ
て
の
人
に
求
め
ら
れ
る
素
養
と

な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
」

統計的視点
データから、よくあては
まる数理モデルを見いだ
したり、因果関係の推
論を行ったりする視点

計算機科学的視点
大量のデータの適切な
収集・管理の方法を考え
たり、統計的分析を行う
ところまでの通信や加工
を行ったりする視点

人間的視点
人や社会を深く理解し、ど
のようにデータサイエンスを
応用することで価値が生ま
れるか、数理モデルや因果
推論の意味を解釈する視点

データサイエンスを活用した意思決定のサイクル図２

※西内氏提供資料を基に編集部で作成。　　

データサイエンスの３つの視点図１

※西内氏への取材を基に編集部で作成。　　

意思
決定

データ

分析 現場

適切な手法で

迅速にアクセス

どう生かすかを
指示

活用しやすく蓄積

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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　企
業
で
は
、
利
益
に
直
結
す
る
商
品
開

発
や
販
売
戦
略
な
ど
に
活
用
で
き
る
手
法

と
し
て
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
が
広
ま
っ

た
。
現
在
で
は
、
社
員
の
勤
怠
や
評
価
な

ど
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
、
労
働
環
境
を

改
善
し
た
り
、
人
員
配
置
や
採
用
を
行
っ

た
り
す
る
な
ど
、
企
業
経
営
全
般
に
積
極

的
に
取
り
入
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

　そ
れ
に
伴
い
、
複
数
の
分
野
や
全
体
を

俯
瞰
で
き
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト

の
採
用
・
育
成
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い

る
（
図
３
）。

　「日
本
で
は
元
々
、
統
計
学
を
駆
使
し

て
、
品
質
の
高
い
製
品
を
生
み
出
し
た

り
、
製
造
工
程
を
改
善
し
た
り
し
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
を
強
み
と
し
て
、
日
本
の

経
済
は
発
展
し
て
き
た
と
言
え
ま
す
。
科

学
的
根
拠
を
基
に
し
た
意
思
決
定
の
文
化

は
、
製
造
の
業
務
で
は
定
着
し
て
い
ま
す

か
ら
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
営
業
、
人
事

な
ど
の
業
務
に
も
そ
の
文
化
が
浸
透
す
れ

ば
、
日
本
全
体
の
経
済
成
長
が
期
待
で
き

る
で
し
ょ
う
」

　デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
専
門
家
で
な
く

て
も
、
自
分
の
や
り
た
い
仕
事
の
専
門
性

に
加
え
て
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
素
養
も

身
に
つ
け
て
い
れ
ば
、
仕
事
の
幅
を
広
げ

ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　「例
え
ば
、
研
究
者
に
な
れ
ば
、
実
験

や
調
査
の
結
果
を
分
析
す
る
の
で
、
デ
ー

　住
民
・
消
費
者
と
し
て
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
の
視
点
を
持
つ
こ
と
は
、
生
活
の
質

向
上
の
た
め
に
も
大
切
だ
と
、
西
内
氏
は

語
る
。

　「日
常
生
活
で
も
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
の
視
点
を
持
っ
て
い
る
と
、
自
治
体
や

企
業
か
ら
十
分
な
説
明
が
な
い
ま
ま
に
、

非
効
率
な
施
策
や
サ
ー
ビ
ス
が
漫
然
と
行

わ
れ
て
い
た
ら
、
そ
れ
に
気
づ
け
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
住
民
・
消
費
者
と

し
て
、
根
拠
を
求
め
る
姿
勢
を
示
せ
ば
、

自
治
体
や
企
業
は
効
果
的
な
施
策
や
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
よ
う
に
な
る
で

し
ょ
う
。
多
く
の
人
が
そ
う
し
た
姿
勢
を

持
て
ば
、
社
会
全
体
が
よ
り
よ
く
な
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
に
お
い
て
も
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
は
大

い
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
暮
ら
し

に
直
結
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
い
わ
ゆ
る

「
３
密
」
を
回
避
す
る
方
策
が
示
さ
れ
た

の
は
、
保
健
所
の
疫
学
調
査
の
結
果
、
感

染
者
と
非
感
染
者
の
違
い
と
し
て
、「
密

閉
・
密
室
・
密
集
」
の
３
つ
が
リ
ス
ク
フ
ァ

ク
タ
ー
と
し
て
見
い
だ
さ
れ
た
か
ら
だ
。

　日
常
生
活
や
人
生
に
お
い
て
も
意
思
決

定
を
行
う
場
面
は
多
々
あ
り
、
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
の
視
点
を
生
か
す
と
有
効
な
判

断
を
下
せ
る
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、様
々

な
学
習
方
法
の
中
か
ら
、
研
究
で
効
果
的

と
さ
れ
て
い
る
方
法
を
探
し
、
試
し
て
み

て
、
自
分
に
合
う
方
法
を
見
い
だ
す
よ
う

に
す
れ
ば
、
迷
い
な
く
効
率
的
に
学
習
を

進
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

タ
サ
イ
エ
ン
ス
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
会

社
員
で
も
、
管
理
職
に
な
れ
ば
、
部
下
の

過
去
の
業
務
実
績
な
ど
を
基
に
適
性
を
分

析
し
、
誰
に
ど
の
仕
事
を
任
せ
る
の
か
を

判
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
自
分

の
専
門
性
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
よ
る

分
析
力
の
か
け
合
わ
せ
は
、
よ
り
適
切
な

意
思
決
定
や
問
題
解
決
を
可
能
に
し
、
仕

事
を
す
る
上
で
大
き
な
強
み
に
な
る
の
で

す
」

暮
ら
す

根
拠
を
求
め
る
姿
勢
が
、生
活
の
質
向
上
に
つ
な
が
る

働
く

専
門
性
×
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
で
仕
事
の
幅
が
広
が
る

今後３年間で採用・育成したいデータサイエンティストの人材像図３

※一般社団法人データサイエンティスト協会「データサイエンティストの採用に関す
るアンケート」（2020年調査）を基に編集部で作成。

■データによるビジネス課題解決を得意とする人材　■複数の分野を俯瞰的に
見てデータ分析の活用を戦略的に考えられる人材　■データ分析のプロフェッ
ショナルな人材　■データのハンドリングを得意とする人材（エンジニア）　
■統計やＡＩなどのデータ分析に関する「理論」に詳しい人材　■データを使っ
たサービスを開発する人材　■データを使ったアート作品を作るクリエイター
的な人材　■その他　■未回答

2020年
■0
■0
■ 2 （％）

899152632
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社
会
に
お
け
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の

活
用
拡
大
を
受
け
、
大
学
は
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
17
年
度
、滋
賀
大
学
が
日
本
初
の
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
を
設
置
。
以
降
、デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
す
る
学
部
・
学
科
の

新
設
が
相
次
い
で
い
る
。

　
19
年
度
、
国
が
策
定
し
た
「
Ａ
Ｉ
戦
略

２
０
１
９
」
で
は
、
Ａ
Ｉ
に
対
応
し
た
人

材
育
成
の
一
環
と
し
て
、
す
べ
て
の
大
学

生
・
高
等
専
門
学
校
生
が
初
級
レ
ベ
ル
の

数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
を
履

修
す
る
た
め
の
教
育
課
程
の
整
備
が
打
ち

出
さ
れ
た
。
21
年
度
に
は
、
そ
の
う
ち
の

優
れ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
認
定
す
る
制

度（
図
４
）が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
高
校
で
は
、

新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、
数
学
科
や

情
報
科
で
統
計
学
や
デ
ー
タ
活
用
な
ど
に

関
す
る
学
習
内
容
が
拡
充
さ
れ
る
。

　
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
学
習
に
つ
い

て
、
西
内
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
数
学
で
は
、
幾
何
学
以
外
の
分
野
は
統

計
学
の
基
礎
と
な
る
の
で
、
高
校
時
代
に

し
っ
か
り
習
得
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ

う
。
地
理
や
現
代
社
会
で
は
、
人
口
や
産

業
な
ど
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
学
び
ま
す
か

ら
、
グ
ラ
フ
の
表
示
の
仕
方
や
デ
ー
タ
の

読
み
取
り
方
な
ど
、
デ
ー
タ
活
用
を
実
践

的
に
学
べ
る
科
目
と
し
て
重
要
で
す
」

　
科
学
的
根
拠
を
基
に
考
察
す
る
学
習
と

し
て
は
、仮
説
を
立
て
た
上
で
デ
ー
タ
を

集
め
て
分
析
し
た
り
、条
件
の
違
い
の
統

計
的
有
意
性
を
実
験
で
調
べ
た
り
と
い
っ

た
活
動
を
行
う
理
科
や
探
究
学
習
が
挙
げ

ら
れ
る
。そ
れ
ら
の
学
習
で
重
要
な
の
は
、

懐
疑
的
な
思
考
力
を
持
つ
こ
と
だ
と
い
う
。

　「
つ
い
素
直
に
納
得
で
き
そ
う
な
こ
と

で
も
、
あ
え
て
立
ち
止
ま
っ
て
、
疑
問
を

持
つ
よ
う
に
す
る
と
、
理
屈
の
穴
を
見
つ

け
た
り
、
別
の
方
法
に
気
づ
い
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
、
そ
う
し

た
意
識
で
物
事
を
見
る
よ
う
に
す
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
」

　
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
は
、
学
習
方
法
に

も
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ
の
一
例

は
、
学
習
者
の
理
解
度
や
弱
点
な
ど
に
応

じ
た
教
材
を
自
動
的
に
提
供
す
る
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
　

　「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
活
用
し
た
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
学
習
者
が

１
人
で
自
分
の
課
題
に
応
じ
た
学
習
を
効

率
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
個
別
最
適
な
学
習
の
実
現
は
、
そ
う

し
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
が
１
つ

の
鍵
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
学
習
改
善
や
授
業
改
善
に
も
、
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
は
有
効
だ
。
例
え
ば
、
学
習

者
を
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
ラ
ン
ダ
ム
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
方
法
で
学
習
し
た
結

果
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が
生
じ
る
か
を
比

較
す
れ
ば
、
効
果
的
な
学
習
方
法
や
指
導

方
法
を
見
い
だ
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　「
科
学
的
根
拠
を
基
に
し
た
学
習
改
善

や
授
業
改
善
は
、
デ
ー
タ
を
活
用
す
れ
ば

物
事
を
効
果
的
に
改
善
で
き
る
と
、
生
徒

が
実
感
で
き
る
身
近
な
具
体
例
に
な
る
で

し
ょ
う
。
加
え
て
、
社
会
を
よ
り
よ
く
す

る
た
め
に
既
存
の
こ
と
を
見
直
す
重
要
性

を
、
生
徒
に
伝
え
る
機
会
に
も
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

高
校
で
は
、
数
学
や
情
報
で

統
計
学
の
学
習
内
容
が
拡
充

個
別
最
適
な
学
習
を

よ
り
効
果
的
に
行
え
る
よ
う
に

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

世の中　　　　　解説

学
ぶ

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
素
養
を
育
む
教
育
が
活
性
化

種類 主な要件 認定数

認
定
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

•大学、短期大学、高等専門学校
の正規の課程

•学生に広く実施される教育プロ
グラム（全学開講）

•具体的な計画の策定、公表
•学生の関心を高め、かつ、必要
な知識及び技術を体系的に修
得

•学生に対し、履修を促す取り組
みの実施

•自己点検・評価（履修率、学修
成果、進路等）の実施、公表

•当該教育プログラムを実施した
実績のあること
　（人文・社会学等を含む複数学
部等からの履修）

大学66校

短期大学　
２校

高等専門学校
10校

認
定
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

プ
ラ
ス

•上記認定要件を満たすこと
•学生の履修率が一定割合以上
　全学生の 50％以上（３年以内
に達成見込みも可）

•大学等の特性に応じた特色ある
取り組みが実施されていること

大学10校

高等専門学校
1校

認定数は、2021年８月時点。　
※文部科学省「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム
認定制度（リテラシーレベル）」を基に編集部で作成。

「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム
認定制度　（リテラシーレベル）」概要

図４管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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１
　

授
業
の
内
容
は
？

複
数
の
異
な
る
高
校
の
生
徒
が
、
同
じ
テ
ー
マ

で
書
い
た
互
い
の
小
論
文
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
す
こ
と
で
、
テ
ー
マ
に
対
す
る
考
え
を

深
め
、
論
述
力
を
高
め
合
う
活
動
で
す
。

２
　

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
は
？

他
者
と
の
対
話
を
通
じ
て
自
分
の
強
み
を
発

見
し
、
そ
の
強
み
の
か
け
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、

視
野
を
広
げ
、
自
分
の
考
え
を
表
現
で
き
る

力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

３
　

な
ぜ
、
こ
の
学
び
が
必
要
？

同
じ
学
校
の
生
徒
同
士
の
対
話
で
は
、
物
事

の
見
方
・
考
え
方
は
偏
り
が
ち
で
す
。
異
な

る
専
門
性
を
持
つ
生
徒
と
の
学
び
を
通
じ
て
、

そ
れ
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
　
　
　
学
び
？

写真上／学習会当日は、班で意見を出し合って小論文の
構成を考えた後に、各自が小論文を作成。　写真下／作
成した小論文を送って読み合い、評価し合った。コメント
をその場で書き込むなど、デジタルツールの利点を活用し
た活動を行った。

写真左／今年度は、遠方の福岡
県の高校も参加。地域や学科、
環境が異なる学校の生徒が、オ
ンラインで一堂に会した。普段
接する同じ学校の生徒とは異
なるバックグラウンドを持つ生
徒との対話を通じて、新たな視
点を獲得していく様子が見られ
た。

小論文合同学習会
学校や学科、環境が異なる生徒同士で、

視点や考え方の多様性を学び、視野を広げる
近畿地区専門高校３校連携

誌上で見学　　　　学びのnext
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理
職
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路
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当

学
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生
徒
が
、
自
分
が
書
い
た
小
論
文
を
他

の
生
徒
と
評
価
し
合
う
こ
と
は
、
広
い
視

野
と
、
自
分
の
考
え
を
客
観
的
に
捉
え
る

力
を
育
む
上
で
有
効
な
方
法
の
１
つ
で

す
。
そ
う
し
た
活
動
を
、
学
校
や
学
科
、

住
む
地
域
が
異
な
る
生
徒
同
士
で
行
え

ば
、
学
習
効
果
が
一
層
高
ま
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
、
２
０
１
５
年
度
、
京
都
府
・

京
都
市
立
京
都
工
学
院
高
校
、
兵
庫
県
・

私
立
神
戸
星
城
高
校
、
奈
良
県
・
大
和
高

田
市
立
高
田
商
業
高
校
の
３
校
が
集
ま

り
、
小
論
文
合
同
学
習
会
を
始
め
ま
し
た
。

　
生
徒
は
、
他
校
の
生
徒
と
の
対
話
を
通

じ
て
、
実
に
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
す
。

特
に
、
学
科
が
異
な
る
生
徒
の
視
点
や
考

え
方
に
、
大
き
な
刺
激
を
受
け
ま
す
。
例

え
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
テ
ー
マ
に
し

た
小
論
文
で
は
、
商
業
高
校
の
生
徒
の
多

く
が
燃
料
の
経
済
性
に
着
目
し
て
論
じ
て

い
た
の
に
対
し
、
工
業
高
校
の
生
徒
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
中
心
に
論
を
展
開
す
る

な
ど
、
視
点
の
違
い
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。

他
者
の
小
論
文
を
読
み
、
意
見
を
交
わ
し

合
う
中
で
、「
そ
う
い
う
視
点
や
考
え
方

が
あ
る
の
か
」
と
実
感
し
、
視
野
の
広
が

り
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
学
習
会
で
は
、
他
者
と
の
対
話
を
通
じ

て
発
信
力
を
高
め
る
生
徒
の
姿
も
見
ら
れ

ま
す
。
あ
る
年
の
学
習
会
で
は
、
当
初
は

積
極
的
な
生
徒
が
議
論
を
リ
ー
ド
し
、
ほ

か
の
生
徒
は
沈
黙
し
が
ち
で
し
た
。
し
か

し
、
議
論
を
リ
ー
ド
す
る
生
徒
が
堂
々
と

意
見
を
述
べ
る
姿
に
、
自
分
の
考
え
を
言

葉
に
し
て
明
確
に
発
信
し
て
い
か
な
け
れ

ば
、
相
手
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
気
づ
い
た
の
で
し
ょ
う
。
遠
慮
が
ち

に
し
て
い
た
生
徒
も
、
次
第
に
積
極
的
に

発
言
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
学
習
会
は
、
参
加
校
を
増
や
し
な
が
ら
、

毎
年
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
20
年
度
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
１
日
で
の
実
施
と
な
り
、
今
年
度
も
同

様
の
形
式
に
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
事
前
に
全
参
加
者
が
同
じ

テ
ー
マ
で
書
い
た
小
論
文
を
読
み
合
い
、

よ
い
と
思
っ
た
小
論
文
と
そ
の
理
由
を
、

各
自
が
発
表
し
合
う
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

行
い
ま
し
た
（
図
）。
近
畿
地
区
の
ほ
か

に
、
福
岡
県
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
例
年

以
上
に
多
様
な
意
見
や
考
え
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。「
他
校
の
生
徒
の
意
見
を
知
っ

て
、
視
野
が
広
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
議

論
の
面
白
さ
も
感
じ
ま
し
た
」
と
い
っ
た

声
も
上
が
り
、
多
く
の
気
づ
き
を
得
る
生

徒
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

「2021年度　小論文合同学習会」プログラム図

開講式 主催者から挨拶と趣旨説明を行った。

講義❶

アイデアの出し方や小論文の書き方な
どを教師が説明するとともに、グループ
ワーク❶〜❸の進め方として、小論文の
読み方と評価規準を伝えた。

グループ
ワーク❶

生徒は４〜６人から成る班に分かれ（以
下、グループワークは同じメンバーで実
施）、班のメンバーが事前に書いてきた
小論文をその場で読み、その中からよい
と思った作品とその理由を、班内で発表
し合った。

グループ
ワーク❷

新たな小論文のテーマについて、まず個
人で考えた後、その考えを持ち寄って班
で議論し、小論文の構成案を作成した。

小論文作成
休憩後、グループワーク❷で提示された
テーマで、各自が小論文を作成した。

講義❷
グループワーク❶で各班が評価し合った
内容に対して、教師がフィードバックを
行った。

グループ
ワーク❸

休憩後に各自で作成した小論文を、班の
メンバーで読み合い、各自がよいと思っ
た作品とその理由を発表し合った。

講義❸
グループワーク❸で各班が評価し合った
内容に対して、教師がフィードバックを
行った。

閉講式　 主催者からまとめと振り返りを行った。

※有本先生提供資料を基に編集部で作成。

他
校
の
生
徒
の
小
論
文
を
読
み
、

様
々
な
論
点
に
気
づ
く

言
葉
に
し
な
い
と
伝
わ
ら
な
い
。

議
論
で
磨
か
れ
て
い
く
発
信
力

　　　　　　　　　では、 
「ウェブで見学　学びのnext」で、

小論文合同学習会について、
当日の様子や参加校の声も紹介！

＜10 月28 日公開予定＞

VIEW n-express 検索

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
進
路
指

導
主
事
。
理
科
。

京
都
府
・

京
都
市
立
京
都
工
学
院
高
校

有
本
淳
一
　

あ
り
も
と
・
じ
ゅ
ん
い
ち

教
師
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
21
年
目
。
進
路
指

導
主
事
。
国
語
科
。

奈
良
県
・
大
和
高
田
市
立

高
田
商
業
高
校

大
島
利
隆
　

お
お
し
ま
・
と
し
た
か

京
都
府
・
京
都
市
立
京
都
工
学
院
高
校
、
大
阪

府
立
今
宮
工
科
高
校
、
兵
庫
県
・
私
立
神
戸
星

城
高
校
、
奈
良
県
・
大
和
高
田
市
立
高
田
商
業

高
校
、
福
岡
県
・
福
岡
市
立
博
多
工
業
高
校
、

私
立
福
岡
女
子
商
業
高
校

お
話
を
聞
い
た
先
生

２
０
２
１
年
度
　
参
加
校
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2021年８月号へのご意見

『VIEW next』高校版、『VIEW21』高校版
2020 年４月号以降の記事は、電子ブック
でご覧いただけます。ベネッセ教育総合
研究所のウェブサイトでご確認ください。
HOME→教育情報→高校向け→情報誌最
新号

　　　　
高校版は

電子ブックで閲覧可能です

進路指導よりも「進路支援」の時代
　８月号の特集の冒頭に描かれた「私の大切な２人の生徒のこと」に共
感した。多くの学校が進路指導ストーリーをつくっているが、これから
は、生徒自身が進路への思いをどれだけ描けるかが重要であり、進路指
導よりも「進路支援」が必要だと感じていた。生徒が自己を把握するた
めに必要な、自分の思いを言語化し、客観的に分析する際に教師ができ
る支援を考える上で、３校の実践事例は参考になった。「生徒を支援」「生
徒と伴走」などの言葉が響いた。 埼玉県・私立東京農業大学第三高校　小堀健一

大学が求める主体性とは何かを再確認
　８月号の特集の課題整理で、大学が入試において、基礎学力を前提と
した上で、生徒が学びや活動の事実・結果をただ述べるのではなく、事実・
結果に至るまでの過程と今後の展望を自分の言葉で述べられるかどうか
を評価することを改めて確認でき、安堵した。新しい入試が、成果物を
持つ一部の生徒のための仕組みになってしまうことを懸念していたから
だ。実践事例は、節目で振り返りの場を設け、次の行動に何をどのよう
に生かすのかを考えさせることや、生徒同士の相互評価、優れた「マイ・
ストーリー」を学年通信に載せて共有することなどが参考になった。

新潟県立長岡大手高校　金澤康雄

すべての生徒に「マイ・ストーリー」は必要
　８月号の特集の内容は、生徒の進路が多様な学校での面接指導で感じ
ていた、生徒の発言に「マイ・ストーリー」を感じられない物足りなさ
を改善することにも応用できると思った。どんな生徒でも、「マイ・ストー
リー」を語る素材を持っていて、短い面接練習の時間でも、対話を通じて、
生徒は自分の持つ素材を再構築し、ストーリーを紡げるようになってい
く。生徒の希望進路にかかわらず、言語化や対話の必要性を感じた。

千葉県立銚子商業高校　田中三郎

自校の「学校教育デザイン」を考えるベースに
　ルーブリックの仕組みや重要性は理解しているが、それを作る労力を
考えると、気持ちがついていけていなかった。８月号の「新課程に向け
て描く『学校教育デザイン』」で紹介された東京都立第五商業高校の取り
組みは、ルーブリックの完成度が高いだけでなく、縦横を何度も問い直し、
修正し、まとめるという過程が素晴らしかった。同校の事例をベースに、
自校なりのルーブリックを周りの教師と一緒に考えてみたいと思わせて
くれた記事だった。� 静岡県　匿名希望

生徒一人ひとりが達成感を得られる授業
　８月号の「主体的・対話的で深い学び　授業実践」で紹介された北海道
浦河高校の舟

ふな
田
だ
彩
さいいちろう
一朗先生の授業は、深い思考に生徒を導く体育の授業

をどうすれば実現することができるのか悩んでいる教師にぜひ知ってほ
しい内容だった。運動能力にかかわらず、生徒一人ひとりが達成感を得
られるようにする工夫に感銘を覚えた。　　 千葉県・私立成田高校　佐藤杏奈

先生方からの
ご意見を
紹介します

12月15日発刊
（予定）

『VIEW next』高校版は
年６回の発刊です

高校版　2021年12月号

　今号の「輝く学年団を訪ねて」で紹介し
た宮城県柴田高校は、2021 年３月開催の
第 93 回選抜高等学校野球大会出場校です。
同じく青春の日々に白球を追った私にとっ
て（最後の大会は逆転サヨナラで１回戦敗
退）、野球部部長でもある２学年主任の佐藤
瞬先生は、この春に「聖地」でノックを打っ
た、今風に言えば「神」。校庭から時折聞こ
える打球音を BGM に、野球の質問はぐっ
とこらえ、取材を遂行しました。
　取材時は、夏の甲子園の真っ最中、新型
コロナウイルス感染による出場辞退の報に
胸が痛みました。あらゆる教育活動で、先生、
生徒一丸で細心の注意を払っても、リスク
はゼロにはならない。でも、時間は待って
はくれない。どうすればよいのか。問いか
けてもただ青いばかりの空。球児の味方で
あるはずの青い空に、拡大防止に努めるこ
とを改めて誓い、終息を祈りました。（河野）

https://berd.benesse.jp
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域
の
魅
力
を
動
画
で
発
信
す
る
、

山
形
県
立
米
沢
東
高
校
公
認
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
「
お
た
み
や
」。
メ
ン
バ
ー

の
大
竹
希
美
さ
ん
と
二
宮
綾
音
さ
ん
が

ア
ッ
プ
す
る
動
画
は
、
米
沢
の
特
産
品
の

紹
介
や
、
地
域
で
活
躍
す
る
人
た
ち
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
。
２
人
は
、
１
年
生

の
時
か
ら
、
担
任
の
髙
橋
英ひ

で

路み
ち

先
生
の
下

で
地
域
探
究
に
取
り
組
み
、
地
域
活
動

に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
き
た
。
し
か
し

２
０
２
０
年
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、
地
域
活
動
の
多
く

が
中
止
に
。
リ
ア
ル
の
場
に
集
ま
る
こ
と

が
で
き
な
く
て
も
、
人
が
結
び
つ
き
、
地

域
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
場
を
つ
く
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
と
悩
ん
だ
２
人
が
た
ど

り
着
い
た
の
が
、Ｙｏ
ｕ
Ｔｕ
ｂｅ
だ
っ
た
。

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
中
高
生
。
地
域
活
動
に

参
加
し
た
際
、
同
世
代
の
参
加
者
の
少
な

さ
が
気
に
な
っ
た
か
ら
だ
。
だ
が
、
二
宮

さ
ん
は
、「
私
も
昔
は
、
米
沢
に
興
味
は

持
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
明
か
す
。

　「
先
生
に
勧
め
ら
れ
て
地
域
活
動
に
参

加
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
が
つ
な

が
り
な
が
ら
地
域
の
問
題
を
解
決
し
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
を
、
素
敵
だ
な
と
感
じ

ま
し
た
。
そ
う
し
た
人
た
ち
の
活
躍
、
そ

し
て
地
域
の
魅
力
や
課
題
を
高
校
生
の
目

地域に関心を
持ってもらうには？

目的を達成できる
企画って？

地

楽しく、でも本質は見失わない！
「地域」を発信する学校公認YouTuber

二宮綾
あ や

音
ね

さん・３年生（左）／大竹希
の ぞ み

美さん・３年生（右）

山形県立米沢東高校

未来を描く！ 創る！

イノベーティブな
生徒たち

第3 回

編集部からのお知らせ

今号の「誌上で見学　学びの next」で紹介した、近畿地区の専門高
校３校が連携して実施している「小論文合同学習会」について、指
導の留意点や学習会当
日の生徒の様子、学校
間の連携の進め方など
を、さらに詳しくお伝
えします。

今号の「発問・課題設定をキーに見る　主体的・対話
的で深い学び　授業実践」で紹介した、京都府・私立
東山中学・高校・山本晃

あ き ひ ろ

弘先生の数学の授業を、ダイジェ
スト動画でご覧いただけます。

I N F O R M A T I O N

「VIEW n-express」では、最新の教育現場の状況や取り組み、今求められている情報、現
場の教師や識者のオピニオンなどを「express＝速達」でお伝えします。

ウェブで見学 学びのnext授業が動画で見られる！

自校の研修・会議に使える！　対話促進スキル向上・オンライン講座のご案内

ベネッセ教育総合研究所ウェブサイト内のコーナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リリース

対話を通じてルーブリックを作成するポイントについて伺います！

参加申し込み
受け付け中！

詳しくは
本誌 26ページを
ご覧ください。

ニューコンテンツ、続々

や教育に関連する最新情報をタイムリーにお届けします。
友だち登録をすれば、冊子の発刊時や新コンテンツの公開時に通知が届きます。
＊友だち登録の方法は、右の２次元コードを読み取っていただくか、LINE アプリの

「友だち追加」＞「ID 検索」で「@view21」とご入力いただき、追加をお願いいたします。

公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！

の LINEをご登録いただければ、
                      や の電子ブックに、ダイレクトにアクセスできます！

本誌特集テーマとも
連動！

開催日時 2021年12月8日（水）
	 16時00分〜17時10分
形式 オンライン（ライブ配信）

※お申し込みいただいた方に、
詳しい参加方法をご案内します。

参加申し込み締め切り　2021年12月1日（水）　
参加費 無料

動画では、三角関数の微分・積分について、生徒同士で学び合い、
ICT を活用して視覚的にも理解を深めていく様子が分かります。

生徒が学びを深めるポイントとなってい
る他校との連携についても、参加校の教
師に話を聞きました。

オンラインで実施した今年度の学
習会の様子を紹介します。

アクセスは
こちら！

京都大学大学院
教育学研究科
教授

西岡加名恵

講師
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生徒より
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学校の今に寄り添い、先生方とともに未来を描く
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発
問
・
課
題
設
定
を
キ
ー
に
見
る

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
授
業
実
践

数
学

京
都
府
・
私
立
東
山
中
学
・
高
校

山
本
晃あ

き

ひ

ろ弘

世
界
史

石
川
県
立
加
賀
高
校

前
田
鷹た

か

図と

東
京
都
・
私
立

か
え
つ
有
明

中
・
高
校

新
課
程
に
向
け
て
描
く

 「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」

鳥
取
県
・
私
立

青
翔
開
智
中
学
校
・
高
校

は
じ
め
の一
手
で
見
え
て
く
る

特
集生

徒
の
た
め
の

学
習
評
価

と
も
に
学
び
、

高
め
合
う

ク
ラ
ス
を
築
く

Sato Ayaka 佐
藤
あ
や
か
先
生

東
京
都
・
私
立
か
え
つ
有
明
中
・
高
校

生
徒
の
内
面
か
ら
湧
き
出
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
大
切
に
し
た
教
育
活
動
を
行
っ
て
い

る
本
校
は
、
２
０
２
０
年
度
よ
り
、
生
徒
が
自

分
に
合
っ
た
「
学
び
方
」
で
学
べ
る
ク
ラ
ス
を
選

択
す
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま

し
た
。
探
究
や
対
話
的
な
学
び
を
中
心
と
し
た

「
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ス
」、
高
度
な
知
識

の
活
用
力
を
座
学
中
心
で
習
得
す
る「
ト
ラ
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ル
ク
ラ
ス
」、
す
べ
て
の
学
び
を
生
徒
主

体
で
進
め
る
「
高
校
新
ク
ラ
ス
」
を
設
け
、
生
徒

が
、
自
分
ら
し
さ
を
大
事
に
し
た
学
び
を
追
究

し
な
が
ら
、
希
望
進
路
を
自
ら
見
つ
け
、
そ
の

実
現
を
目
指
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
私
が
担
任
を
務
め
る「
高
校
新
ク
ラ
ス
」の
生

徒
は
、
日
々
の
学
習
や
部
活
動
を
頑
張
り
つ
つ
、

学
校
説
明
会
の
運
営
や
校
内
で
の
畑
づ
く
り
な

ど
、
校
内
外
で
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
。
新
た
な
体
験
を
す
る
中
で
、
悩
み

を
抱
え
つ
つ
も
、「
意
欲
的
に
頑

張
っ
て
い
る
仲
間
に
勇
気
づ
け

ら
れ
て
い
る
」
と
、
生
徒
は
言

い
ま
す
。
ク
ラ
ス
で
は
、「
幸
せ

と
は
何
か
」「
自
分
が
大
切
に
し

た
い
こ
と
は
何
か
」
と
い
っ
た

こ
と
を
テ
ー
マ
に
、
対
話
の
場

を
多
く
設
け
て
き
ま
し
た
。
自

分
の
思
い
を
率
直
に
語
り
、
他

者
の
考
え
に
価
値
観
を
揺
さ
ぶ

ら
れ
な
が
ら
も
、
互
い
の
考
え

を
認
め
る
こ
と
で
、
悩
み
や
弱

音
を
受
け
止
め
、
助
け
合
い
、

尊
敬
し
合
う
関
係
を
築
い
て
き

ま
し
た
。
そ
う
し
た
仲
間
の
存

在
が
、
生
徒
の
前
向
き
な
活
動

を
支
え
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
そ
ん
な
生
徒
た
ち
に
触
発
さ

れ
て
、私
も
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

を
勉
強
し
、担
当
教
科
の
授
業
で
取
り
上
げ
始
め

ま
し
た
。身
近
な
題
材
を
通
じ
て
、数
学
的
な
見

方
・
考
え
方
と
自
分
の
生
活
と
が
結
び
つ
く
場

面
が
少
し
で
も
増
え
、生
徒
が
新
た
な
学
び
に
踏

み
出
す
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

さ
と
う
・
あ
や
か
　
教
職
歴
７
年
。同
校
に
赴

任
し
て
８
年
目
。
生
徒
会
担
当
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
科
。数
学
科
。新
ク
ラ
ス
２
学
年
担
任
。

東
京
都
・
私
立
か
え
つ
有
明
中
・
高
校

　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約

１
８
０
人
／
２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績

（
現
役
の
み
）国
公
立
大
は
、北
海
道
大
、東
北

大
、一
橋
大
、京
都
大
な
ど
に
７
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、慶
應
義
塾
大
、国
際
基
督
教
大
、

上
智
大
、東
京
理
科
大
、早
稲
田
大
な
ど
に
延

べ
４
３
９
人
が
合
格
。

私
た
ち
の
ク
ラ
ス
に
は
、
日
常

的
に
挑
戦
の
場
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
修
学
旅
行
は
自
分
た

ち
で
行
き
先
を
決
め
て
、
旅
行
会
社

と
一
緒
に
行
程
を
考
え
、
そ
の
内
容

を
保
護
者
に
説
明
す
る
会
も
運
営

し
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
授

業
で
は
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
す
が
、

私
た
ち
の
た
め
に
と
挑
戦
し
続
け

る
佐
藤
先
生
の
姿
に
、
日
々
刺
激
を

受
け
て
い
ま
す
。
自
分
で
は
思
い
つ

か
な
い
こ
と
に
挑
戦
で
き
る
の
は
、

先
生
方
が
様
々
な
き
っ
か
け
を
与
え

て
く
れ
る
か
ら
。
そ
う
し
た
機
会
を
、

次
の
や
り
た
い
こ
と
の
発
見
に
つ
な

げ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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